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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　敗北者の背徳







　ウサギ頭の執事や隻せき眼がんのメイドがあれこれ口うるさい《庭園》をこっそり抜け出してふらふらと迷い込んだ森の奥で、ユウは偶然にも美しい湖を見つけた。

　陽ひの光にきらきらと輝く澄んだ湖面。

　風が木の葉を揺らす微かすかな音と、小鳥の囀さえずりが耳に心地良い。

　ふと水浴びがしたくなって、ふらふらと誘われるように湖に近付いていく。

「──《鮮血の貴女カーミラ》、解除」

　幾何学模様の刻まれた首輪のようなチョーカーにそっと手を触れて呟つぶやくと、その身を覆っていた真紅のドレスが微かに発光し、糸がほどけるように瞬く間に大気中に霧散していった。残されたのは首のチョーカーのみ。それ以外一糸纏まとわぬ白い裸身を外気に曝さらしながら、ユウはゆっくり歩く。そろりと、湖面に足の指をつける。波紋が広がる。心地良い冷たさが足先から伝わってくる。はにかみながらユウはゆっくりと、足を湖に沈める。湖の深さは腰ほどまで。手で水をすくい、起伏のほとんどない胸元にそっとかける。次に腕、

　次に肩。ぱしゃぱしゃと、水が輝きながら跳ねる。

「あは♪」

　自分でも不思議なほどに愉たのしい気分になってきて、機嫌良く鼻歌など歌いながら、そのまま水と戯たわむれる。

　水みず飛沫しぶきと、サラサラした銀色の髪と、透き通るような白い肌が、幻想的なコントラストを生み出す。

　自分で言うのもなんだが──まるで水の妖よう精せいのようだと思う。

　──この光景をあいつが見たらどう思うだろうか。

　ふと、そんなことを考える。

　あいつ──エシュター・ハミルトン。『父』たる《原型アーキタイプ》蛇遣いが、いつものようにふらっと放浪から戻ってきたとき、ユウの魔術の教師として連れてきた人間の魔術師。

　どうも、自分の《奇蹟顕見能力タレント》である【幻想の黄昏トワイライトワールド】によって使用できる術がなかなか増えないものだから、それをどうにかしようと苦肉の策で連れてきたらしい。ユウたち　《試作型プロトタイプ》の操る異能と人間の使う魔術なんて、発動するためのプロセスがかなり違うのだから、魔術なんて習っても無駄だと思うのだが。

　……というかそもそも、自分はべつに、使える術を増やしたいなんて思っていないのだ。『父』は、「あらゆる奇き蹟せきを自由に使える能力者ムーンチヤイルドがいたら最強っぽい気がする」などという子供のような思いつきにより奇蹟【幻想の黄昏】をその場のノリだけで開発プログラミングし、その能力の使用者としてユウを創つくった。

　まったく冗談ではない。そんな道楽に付き合わされてたまるかと思う。べつに最強になんてなりたくない。力なんて欲しくない。シドが珍しく「生まれる親を選べないのは子の不幸ですからな」などという至言を吐いたことがあるが……それにしたって自分の場合は最悪に近いのではないかと思う。放浪癖があって何ヶ月も顔を見せないこともしばしばで、生まれてから十数年、ユウはほとんど『父』と顔を合わせていない。

「……まあ、あいつを連れてきたのは良かったけど」

　エシュターのことは嫌いではない。自分のことを子供扱いするのはイヤだが、大きな手でわしゃわしゃと頭を撫なでられるとなんだか落ち着くし。各地を旅していたらしく変な知識をいっぱい持っていることも、魔術師という触れ込みなのにやたらと腕っ節が強くてシドすら凌りよう駕がする剣の使い手であることも、上う手まく術を使うとご褒美に蜂はち蜜みつをくれることも、精せい悍かんな顔立ちも、大きな背中も、真っ黒な瞳ひとみも、ときどき見せるまるで子供みたいな笑みも。嫌いじゃない。それどころかむしろ──……

「ッ！」

　赤面し、頭をぶんぶん振る。湖に思い切り顔を突っ込む。好きじゃない。べつに好きじゃない。いやちょっとは好きだけどあいつはただの雇われ教師でシドやシズと同じ『父』の手下の一人に過ぎないのだ私はあいつのことなんてなんとも思ってない──……

「──ぁひっ!?」

　ユウの肩に、突然うしろから誰だれかの手が触れた。

「────ッ！」

　慌ててその手から逃れ、振り返る。そこに立っていたのは……エシュターだった。ユウは自分が何も着ていないことに気付き、顔を真っ赤にして彼に背を向け、隠す必要もないくらい平へい坦たんな胸元をおさえて水に身体からだを沈めた。《鮮血の貴女カーミラ》をドレス形態にすればいいのだが、頭がまわらない。

　エシュターは、そんなユウにゆっくりと近付いてくる。

「な、なにを……」

　狼狽うろたえるユウの小さな身体が、がばっと、後ろから力強く抱きすくめられた。

「あ……ンぁっ!?」

　エシュターの手がユウのお腹なかを優しく撫なでた瞬間、身体に電気が走ったような感覚を覚え、思わず悲鳴を漏らした。しかし構わず、エシュターは愛あい撫ぶを続ける。お腹を。脇わき腹ばらを、二の腕を、……胸を。首筋と鎖骨に舌の感触。ユウは、抵抗できない。する気すら起きない。怒鳴らないといけないのに。ふざけるなやめろバカお前なんか死んでしまえと叫ばないといけないのに……代わりにユウの口から漏れたのは、「んはぁ……」という恍こう惚こつとした喘あえぎだった。胸をまさぐられ首筋に舌を這はわされ、それに悦よろこびを感じている自分に泣きそうになる。感じている。自分は、エシュターに……抱かれたいと感じている。

「……もっと……もっと……さ、触って、いいから……。す、好きなように……」

　熱い吐息とともに、自分でも信じられないような懇願の言葉が口をついて出た。ユウは目を閉じ身体の力を抜き、彼のされるがままになる意思を示す。彼の手が胸からゆっくりとお腹に、そしてさらに下の方へと下りていき──不意にその手が止まる。




「──いいや」




「ええっ!?」

　いきなりの否定の言葉に驚いて顔を上げ、振り返る。そこにいたのはエシュター・ハミルトンではなく、少女めいた端正な造作ながらどこかひねくれた面差しの少年だった。

　彼は──霧きり村むら聖せい司じは、その口元にいかにも意地悪そうで暗そうで陰険そうで頭悪そうでスケベそうないやらしい笑みを浮かべ──

「擽くすぐるだけだ」

　こちょこちょ。こちょこちょこちょこちょ！　霧村聖司の手がユウのわきの下を、足を、首を、胸を、お腹を、セクハラそのものな卑ひ猥わいな動きで擽る。

「ぎゃあああああああああああああ────────ッ！」




　　　†　†　†




　西の空が橙だいだい色いろに染まる黄昏たそがれ時。肌寒い風が吹き付けるなか。

　冬ふゆ木き陽よう子こが学園の屋上から一人でグラウンドを眺めていると、不意に後ろから抱きすくめられた。

　振り返らなくても誰だれかは判わかる。陽子の恋人……霧きり村むら聖せい司じだ。

「おそいよー霧村ぁ。寒かったんだからね？」

　唇を尖とがらせて甘えるような口調で文句を言うと、聖司は苦笑混じりで謝ってきた。耳元で囁ささやくように、「ごめんね」と。そしてさらに耳元で囁く。

「お詫わびに温めてあげるよ」

　聖司はぺろり、と陽子の耳たぶを少し舐なめた。

「ひゃっん……」

　思わず悲鳴を上げてしまった陽子の身体からだを自分の方へと向かせて、さらに力強く抱きしめてきた。

「わ……き、霧村……今日はいつになく積極的だねぇ……」

　嬉うれしいものの、妙に照れてしまう。頰ほおが紅潮するのが自分でも分かる。身体が火ほ照てる。なるほど、たしかに彼の言葉通り、温かくなった。

　が、しかし。聖司は陽子の身体から離れてしまった。

「え……？」

　残念に思う陽子。すると聖司は、今度は陽子の肩に手を置き、いきなり唇を奪ってきた。

「むっ!?」

　さすがに慌てる。顔は耳まで真っ赤だ。ファーストキスというわけでもないのだが、彼の端正な顔が間近にあるという事実にウブなオトメのようにどきどきする。

　──うわぁ……やっばいなぁ……

　そう思った矢先。

「ンむッ！？！？」

　舌を入れられた。

「……んはっ、……ちょっ、き、きり、む、……らぁ……」

　陽子に抗議の声を上げさせることも許さず、聖司は激しく、それでいて繊細に、陽子の口の中で舌を動かす。陽子も、ほとんど無意識のうちに彼の舌遣いに応こたえようと、一生懸命に舌を絡めていた。

　だんだん頭がぽーっとしてきて……気持ちよすぎて……何も考えられなくなる。舌と舌が唾だ液えきを交換し合ういやらしい音が、情欲を増幅させる。

　と、聖せい司じの右手が、陽よう子この肩から離れた。息が出来ないくらいの濃厚な口づけはまだ終わらない。ぼんやりした頭で陽子は「なにをするんだろう」と思う。

　彼の手は下に向かい……陽子の制服の下側から侵入し、直接その肌に触れてきた。

「げっ、ちょっとちょっとまじで!?」

　そんな抗議の悲鳴も、聖司の唇と舌で塞ふさがれる。

「ン……んぁ……はぁ……」

　制服の中に侵入してきた聖司の手が、ブラの上から陽子の胸に触れる。友人の氷ひ川かわ真ま那なみたいな化け物バストと比べたら大きさは普通なのだが形には自信がある……って、そんなことはどうでもいい。聖司は、何の躊ちゆう躇ちよもなくブラをずらした。そして、陽子の乳房をじかに愛あい撫ぶする。少女のように華きや奢しやな指先が、巧みに陽子の敏感な部分を責める。

　──やっばいなぁ……これ……すっごいヤバい……

　そう思いながらも、舌はなおも聖司に応こたえ、身体からだからはどんどん力が抜けていき、甘い喘あえぎ声を漏らしている。………………どうもこれは……濡ぬれてきたっぽい。

　聖司の手が、ついにスカートへと伸びる。

「おーいおいおい、ちょっと、こんなところで……えへへ……ま、まじですか？　が、学校の屋上で？　……あいやー、まいったねぇ……まいりましたねこれは……」

　僅わずかに残った理性が、苦笑混じりのツッコミを入れた。が、聖司は止まらない。陽子も抵抗しない。スカートがずりおろされる。黒いショーツが姿を現す。

「あちゃー、今日は勝負ぱんつじゃなかったんだけど」

　緊張を誤ご魔ま化かすように軽い調子で言う。そしてついに……陽子は諦あきらめる。力を抜いて体重を聖司にあずけ、目を閉じ、ショーツの下に彼の手が侵入してくるのを待つ。心臓がドキドキしている。緊張。あんまり純情乙女みたいな反応を見せたくないんだけどなーと思う陽子の耳元で、声がした。




「というわけでヨウコ。そ、その……え、え、え、……えっちをしよう！」




　その声は、霧きり村むら聖司のものではなかった。

「──んなっ!?」

　慌てて再び目を開けると。眼前にあったのは、唇をタコのように尖とがらせて「むちゅ」と迫ってくる銀髪赤目の少女──ユウの顔のどアップだった。

「ウボァァァァァァァァァァァァァ────────ッ！」




　　　†　†　†




「ぎゃあああああああああああああ────────ッ！」

「ウボァァァァァァァァァァァァァ────────ッ！」

　国立夕ゆう月げつ学園第三女子寮の一室に、とてもうら若き乙女が上げるものとは思えないような二つの絶叫が響き渡る。声の主……首のチョーカー以外は一糸纏まとわぬ姿で眠っていた銀髪赤目の小さな少女ユウと、パジャマ姿の明るいブラウンの髪をした少女冬ふゆ木き陽よう子こは、二人同時に悲鳴を上げてベッドから跳ね起きた。

「ええい！　おのれセイジ！　何な故ぜ夢の中にまで貴様が顔を出すのだ！　それどころかあんな……あんな破は廉れん恥ちなことを……！　今度会ったらただではすまさん……！」

「こらゆースケ！　なんであんたが人のえっちな夢の中にまで出て来るのよ！」

「えっちな夢？　それはつまり私のことを夢にまで見たということか？　それなら夢の続きを今ここで──」

「しない！　ていうかゆースケ！　あんたはなんであたしのベッドで寝てるのよ！　押し入れで寝なさいって言ってるでしょあんたちっこいんだから！　日本では居候は押し入れで寝るのが昔からの伝統なのよ！」

「居候ではない。ルームメイトだ。マナが先日、術で教師を騙だまして潜り込んでいた私を、正式に学園の転入生にする手続きをしてくれたからな。今の私は夕月学園二年Ｄ組出席番号九番、三み日か月づき夕ゆう子こ様なのだ。ちなみに日本人だ」

「……あー、そうだったわね……氷ひ川かわのやつ、どんなウラワザ使ったのか知らないけど余計なことを……。……あーもう！　だったらせめて、寝るたびにハダカになっちゃうアホドレスはやめてちゃんとパジャマを着なさい！」

「やだ。寝苦しいから。……ヨウコ、そんなことを言って、本当は嬉うれしいのだろう？　ほらほら欲情するか？　すけべな気分になるか？　せっくすをしたいか？　私の身体からだは隅から隅まで全部お前のものだ、ありがたく思え」

「あーもう！　立ち上がるな股こ間かんを見せるな息するな！　毛も生えてない小娘に誰だれが欲情するかっての！　このちびすけが！」

　わしゃわしゃとユウの髪の毛を撫なで回し、陽子が小馬ば鹿かにした口調で言うと、ユウはほっぺたをぷくーっと膨らませて、

「た、たとえば……セイジとか……」

「……なるほど。霧きり村むらはムッツリだからねえ……」

「それに私は小娘ではない！　こう見えても──」

「あー解わかってる解ってる。前世の記憶があるからね。あんた千歳のババアなのよね」












「ば、ばばあって言うなあ！」

　…………そんなこんなで。千年もの長きにわたり生き延びてきた吸血鬼（正確には《試作型プロトタイプ》）の少女ユウと、その恋人だったエシュター・ハミルトンの転生体である女子高生冬ふゆ木き陽よう子こは、いつものように隣の部屋から苦情が来るまで、見苦しくも仲なか睦むつまじく見えなくもない言い争いを続けるのだった──……。








第一章　佩はい刀とうし排除する







　俺おれ──別に前世の運命とかなんて背負っていないごく普通の高校生である霧きり村むら聖せい司じ十六歳は、恐ろしいものに追われていた。

　自分の姿すらよく見えない暗くら闇やみのなかを、息を切らしながら必死で逃げる。もうどれだけ走っているのか判わからない。こんな長期間全力疾走したのは、もしかすると生まれて初めてかもしれない。不治の奇病《月光症候群》の発症した者──《ムーンチャイルド》の常人を超えた体力がなければ、とっくに限界を迎えているだろう。そのムーンチャイルドの身体能力をもってしても、そいつは振り切れない。

　そいつ──その正体が一体なんなのか、俺にもよく判らない。だが、気がつけば俺は全力で暗闇のなかを逃げていた。正体は判らないが、しかし、とてつもなく恐ろしいものだということだけは理解できる。それは本能のレベルでの警告だ。猟犬に追われるウサギの如ごとく、決して抗あらがえない者に対する恐怖と絶望だ。

　追ってくる足音はなおも鳴りやまない。恐怖に顔を歪ゆがませ、泣きそうになりながら俺は逃げ続ける。心臓が破裂しそうなほど激しく脈打つ。今目の前にユウか陽よう子こが出現したら、吊つり橋効果によって一瞬で恋に落ちてしまいそうなほどの動どう悸き。この恐怖から逃れられるのなら、恋でもなんでもしてやろうという気持ちになってくる。

　怖い、怖い、怖い、ただひたすら怖い。なんで……なんで俺がこんな目に……！

　不条理な現実に腹が立つ。くそったれな世界が忌々しい。

　…………逃げ続け、逃げて逃げて逃げて逃げて逃げて逃げて逃げて逃げて逃げて逃げて逃げて逃げて────ひたすらに逃げて…………やがて、体力の限界がきて俺はついに足を止めてしまった。

「かはっ、……はぁ……はぁ……！」

　荒い息をつきながら咳せき込む。ぜえぜえという乱れた呼吸の音が耳障りだ。肺が悲鳴を上げている。喉のどがカラカラで死にそうだ。

　そこで──追ってくる足音がいつの間にか消えていたことに気付いた。

「ふぅ……」

　安あん堵どの息を吐いた瞬間、背後にいきなり人の気配を感じた。

「──ッ!?」

　恐怖心に顔を引きつらせながら、慌てて振り返る。そこには一人の黒ずくめの男が立っていた。黒ずくめだが……首から上は白い。

　闇やみの中でぼんやり浮かび上がったその頭はなんと、人間のものではなかった。

　左目に眼帯をした、ウサギの頭だった。

「はっはっは、ぐっどもーにんぐ、霧きり村むら殿」

　眼帯をした糸目のウサギ執事──シドは、いやらしい笑みを浮かべてそう言った。

「うぎゃあああああああああああああああああああああああああ──────ッ！」




　　　†　†　†




「うぎゃあああああああああああああああああああああああああ──────ッ！」

　という、自分の悲鳴で目を覚ました。上体を起こして周囲を見回すと、整理されているというか単純に物の少ない殺風景な六畳間……つまり見慣れた俺おれの部屋だった。

　どうやら、悪夢を見ていたらしい。悪夢自体は昔の厭いやな出来事に起因するやつを何度も何度も見ているので既に慣れっこだが、今日のはいつもの悪夢とは少々毛色が違っていたためか、今もまだ心臓がバクバクいっている。深呼吸して、荒い息を整える。寝汗でシャツがべたべたして気持ち悪い。シャワー浴びないと……。

「……くそっ、なんであんな奴やつの夢なんて……」

　ベッドから起き上がり、俺は吐き捨てる。朝っぱらから気分最悪だ。あの変態ウサギ男シドは、今この街にはいないというのに。

　ユウがこの街にやってきて色々あって陽よう子この前世が死んだユウの恋人だということが発覚したり、俺に【無間地獄ストロベリーフイールド】とかいうレアな《奇蹟顕見能力タレント》があり、その力のせいでユウと陽子は俺なしでは（正確には俺の血液なしでは）生きられない身体からだになったことが判明したりしてから二週間。

　ユウは正式に国立夕ゆう月げつ学園の学生として夜や光こう市に住むことになり、その手続きが終わったあとも無理矢理陽子の部屋（一人部屋）に居座っている。

　前世の恋人を追ってこの街にやってきたユウを追いかけてきた変態ウサギ執事のシドは、【無間地獄】の呪じゆ縛ばくを解く方法を探すため、夜光市を離れている。

　ユウの世話係であるメイドのシズはこの街に残っているらしいのだが、どこに住んでいるのかは分からない。まさか学生寮というわけではないだろうし。

　ユウの同族らしい《試作型プロトタイプ》とかいう連中の《コミュニティ》の刺客である御厨みくりや槐えんじゆは、あのときの約束通り俺たちに手出ししてくることもなく、表面上はむしろこれまで以上に親しい友人として俺と付き合っている。

　以前は積極的すぎてちょっと引いてしまうようなところがあった陽子の猛烈アプローチは、陽子がユウの対処に追われているおかげで最近は大人おとなしくなった。

　というわけで、俺は思う存分、この日常を謳おう歌かしているのであった。

　人間やっぱり、平和が一番だな。

　シャワーを浴びて服を着替えて朝食をとって……そして学校に行く。学校に行ったあとは読書をしたりゲームをしたりして適当に時間を潰つぶして寝る。

　何の不満もない。何の不安もない。何の不備もない。完かん璧ぺきな一日だ。こんな日々がずっと続いていけばいいと思う。

「さて、と。それじゃ今日も一日、楽しく退屈な日常を満喫しようか」

　寮の玄関から外に出て、爽さわやかな青空に目をしかめながら、俺おれはしみじみとそう呟つぶやいたのだった。
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　ユウと冬ふゆ木き陽よう子こと霧きり村むら聖せい司じが揃そろいも揃って変な夢を見ていたのと同じ頃ころ。

　彼らのクラスメートにしてユウと同じく《試作型プロトタイプ》と呼ばれる吸血種でもある少年、御厨みくりや槐えんじゆは、自分のお腹なかが「ぐう」と空腹を訴える音で読んでいた本から顔を上げた。いつの間にか夜が明けていたらしく、窓の外は既に明るい。

「…………お腹減った……でもご飯食べるのめんどくさいなぁ……」

　昨日部屋に帰ってきてからひたすら部屋の隅っこにうずくまって読書をしていたのだが、べつにそこまでその本の内容が面白かったというわけではなく、単にそれ以外のことをするのがめんどくさかっただけである。

　せっかく読み始めた本を途中で閉じるのがめんどくさい。ページをめくるのがめんどくさいので同じページを何度も読む。さすがに飽きてくるとようやく次のページに行く。そのときには既にちょっと前のページの内容を忘れているので話が解わからなくなるけどそこまで戻って読み返すのがめんどくさいのでそのまま読み、最後まで読んでから再び最初に戻る。非効率的にもほどがあるのだが、一冊の本で時間をたくさん潰せる。

　ご飯を作るのがめんどくさい。ご飯を買ってくるのもめんどくさい。それどころかご飯を食べるのもめんどくさいので、かれこれ三日ほどほとんど何も食べてない。血液さえ補充すれば生きていけるものの、その血液すら吞のんでない。さすがにちょっと辛つらいのでめんどくさいけど何か食べよう……自分の腕とかはどうだろう、食べてしまっても再生するならずっと自分の肉を食べて生きていけるんだけどな……。

　と、そのとき。いきなり部屋のドアが開いた。鍵かぎをかけるのがめんどくさかったので別におかしくはないのだが……誰だれだろうと思う。

「──久しぶりじゃのう、槐。また暗いところでおかしな本を読んでおったのか。目を悪くすると言っておるじゃろうが」

　窘たしなめるように言いながら部屋に入ってきたのは、一人の女の子──少なくとも外見は女の子に見える──だった。

「……げ」

　何事にも無気力無関心な御厨みくりや槐えんじゆが、珍しく厭いやそうに顔をしかめた。

「『げ』とはなんじゃ。せっかくおれが来てやったというに、嬉うれしくないのかえ？」

　心外そうに頰ほおを膨らませて、老人のような時代がかった口調で彼女は言う。ちなみに、「おれ」は「お」にアクセントがある。

　外見年齢は十五歳くらい。勝ち気な印象のある少し幼い顔立ちで、燃えるような赤い髪をツーテールにしている。その服装は白い小こ袖そでと赤い袴はかま……要するに巫み女この格好だった。

　袴はまるでミニスカートのように短くカットしてあり、足には黒い足袋。

　名は蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深み。

　彼女もまた、御厨と同じく《試作型プロトタイプ》たちの相互扶助組織である《コミュニティ（ちなみに正式名称はない）》に所属する者であり、御厨は赤ん坊の頃ころから色々と可愛がられてきた。ときには優しい祖母のように。ときには厳しい母親のように。ときには横暴な姉のように。ときには我わが儘ままな幼なじみのように。

　芙深は御厨が生まれたときからずっとこの容姿で、聞くところによれば実年齢は八十歳を超えるらしい。《試作型》は、ある程度の年齢に達すると肉体の成長が止まる。その年齢は個人差が大きく、外見で実年齢を判別することは困難である。さらに、平均寿命は二百歳ほどなのだが、中には五百年以上生きる長命の者もいるし、ユウのように魔術によって千年以上の延命を図る者もいる。ちなみに御厨の実年齢は外見とほぼ一致の十六歳で、肉体の成長はまだ止まっていない。












「な、なんで、芙ふ深み姉ちゃんがここに──って痛い痛い痛い！」

　芙深に思い切り耳を引っ張られ、御厨みくりやは悲鳴を上げた。

「なんじゃそのイヤそうな顔は。せっかくおれが来てやったというに」

「……ウワー久シブリニ芙深姉チャンニ会エテトッテモウレシイナア」

　御厨が言うと、芙深はうんうんと満足げに頷うなずいた。

「……それで、どうして芙深姉ちゃんがここに……って尋ねるのめんどくさいなあ……」

「既に上の方から連絡が行っておろう？　ぬしの尻しりぬぐいじゃ。まったく、ぬしは昔っから世話のかかる子じゃのう。おれがおらんとなんにもできん」

　何な故ぜか機嫌よさそうに芙深は言う。

「というわけで、これからぬしのお役目じゃった『眠り姫』の確保はおれが引き受ける」

「そ、そう……」

「うむ。ああそれと。ぬしが一度敗れたという、我らの存在を知ってしもうた人間……名前はなんじゃったか……」

「……霧きり村むら聖せい司じ君と冬ふゆ木き陽よう子こさん」

「そうそう。その霧村なんとかと冬木なんとかとやらの始末はもう済んだのかえ？」

「え、と……その……めんどくさくて……なかなか……」

「やれやれ、仕方ないのう。ではそちらもおれがぬしの代わりにやってやるわい」

　仕方ないという言葉とは裏腹にノリノリな様子の芙深に、御厨は顔を引きつらせる。霧村聖司には「もう手を出さない」と約束したし、それになにより、氷ひ川かわ真ま那なに「ミンチにしちゃうゾ？」と脅されたときの恐怖はトラウマとなっている。自分以外の組織の者の手出しまでは約束していないが、一応止めておかないとあとが怖い気がする。

「……えーと、その……む、無理に芙深姉ちゃんに手間をとらせるのも悪いかなーなんて……思ったり……思わなかったり……」

「思わないのじゃな？」

「お、思う！　思います！　……だから二人のことは僕に任せて……」

「ほう、いっちょまえに遠慮しおるか。しかし余計な気遣いは無用じゃ。それに……」

　芙深の口の端に愉たのしげな笑みが浮かぶ。御厨は思わず身震いした。

「槐えんじゆを退けるほどの使い手……少しは歯ごたえがありそうじゃからのう……」

　蹂じゆう躙りん坂ざか芙深は、戦闘に関しては《コミュニティ》でもトップクラスの実力者である。体術の才能に恵まれながら異能自体は攻撃向きではなく何より本人に向上心というものが皆無な御厨とは違い、バリバリに攻撃的な異能を持ち本人も好戦的な性格の芙深はまさに《コミュニティ》の切り込み隊長。若い頃ころは（という言い方を本人の前ですると殴られるが）敵対する他ほかの《試作型プロトタイプ》の組織を相手に派手に暴れ回っていたという。

　ちなみに。今回のような『目立たないように遂行する必要がある任務』には、まったく向かない人物でもある。

　……どうしてよりによってこの人が来るかなあ……と御厨みくりやは頭を抱えた。

「あと、おれの他ほかにももう一人この街に来た者がおるのじゃが……あやつは五月蠅うるさいからの。邪魔が入らぬうちに手早くかたをつけるとしようか。槐えんじゆ、ぬしも協力せよ」

「……もう一人……って誰だれ？」

　芙ふ深みだけでも厄介なのに……と御厨はげんなりした。

「カムイじゃ」

「………………か、カムイ……って……！」

　思わず呻うめく。【総力戦】のカムイカムイ・ザ・ストラグル──それは《コミュニティ》の意思決定機関である《評議会》の議長……つまり組織の大ボスともいえる超大物の名前なのだった。

「……なんでそんな大物が……ぁぅあ……めんどくさいなあ…………」

　心の底から厭いやになって、御厨は深い深いため息をついた。そんな彼の気も知らず、芙深はえらく上機嫌で言う。

「ほれ、元気がないぞ、しゃきっとせんか槐。美う味まいものでも食べて元気を出すといい。おれが何か作ってやろう。ぬしがいなくなってから、うちに帰ってきたときぬしを喜ばせるために……あ、いや、暇潰つぶしに料理などを練習してみたのじゃ。洋食も作れるぞ。そうじゃな……やんぐに大人気の、はんばーぐなどはどうじゃ？」

「ハ、ハンバーグ……!?」

「うむ、そうじゃな、はんばーぐがいい。お姉ちゃん特製手作りはんばーぐにしようそうしよう。なんと材料も偶然既に用意してあったりするのじゃ。偶然、の。牛肉と豚肉を細かく切り刻んでみんちにして──」

「こ、細かく切り刻んでミンチに……！」

　氷ひ川かわ真ま那なのタレント【憂いの美女ラプンツエル】で細かく刻まれそうになったトラウマが甦よみがえり、御厨は泣きそうになった。

「うむ。手作りみんちが美お味いしさの秘訣なのじゃ。……おお？　泣くほど嬉うれしいか槐。どうせ一人暮らしでろくなものを食べておらんのであろう。待っておれ、おれがとんでもなく美味いはんばーぐを作ってやろうぞ。あー、み～ん～ち～、み～ん～ち～♪　挽ひき肉にく～♪　バラバラ～、細かく刻んで～バッラバラ～♪　む～ざ～ん～♪」

　部屋の隅でがっくりうなだれる御厨に背を向け……物騒な鼻歌をご機嫌な様子で歌いながら、芙深は厨ちゆう房ぼうへと立つのであった。

「……ほんとに……めんどくさいなあ……生きるのがめんどくさい……」
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　今日も平和だった。

　そんな一言で済ませてしまえそうなほどに退屈で単調な素晴らしい学校の時間が終わり、放課後になった。うん、予定通り。ここのところ『日常』が順調だ。ユウと陽よう子こに絡まれないだけで日々はこんなにも平和なのか。素晴らしいな。

　さっきもまたユウと陽子は仲良くじゃれあっていて、陽子は三階の窓から重力制御で飛び降り、ユウも背中から変な翼を生やして陽子を追いかけていった。一応ユウには人前であんまり派手に色んな種類の術は使うなと注意してあるのだが……俺おれの言うことなんてあいつが聞くわけないか。聞いていたとしても覚えてないだろうし。基本的にアホだからな、あのロリータ吸血鬼。本能で生きてるからか、ときどきやたらと鋭いけど。

　……ま、ユウのことは陽子に任せておくか。前世からの縁で繫つながれている、運命の恋人なんだし。俺は俺の平々凡々としたうんざりするほど淡白な日常を満喫しよう。今日は真まっ直すぐ寄り道せず部屋に戻って適当にごろごろしてダラダラと無駄に時間を潰つぶせば完かん璧ぺきに朝立てたスケジュール通りの素敵な一日を過ごせたことになる。

「よし、頑張るぞ！」

　前向きな決意を胸に秘め、俺は教科書やノートを鞄かばんに詰め込んで席を立った。

　と、そのとき。

「……霧きり村むら君。って、声をかけるのがめんどくさいなあ……」

　俺のクラスメートであり友人の一人でありクラス委員長であってそれ以外の何者でもない御厨みくりや槐えんじゆが声をかけてきた。

「ん。なに？　御厨」

　すると彼は、ボサボサの髪を煩わしそうにいじりながら、もう片方の手でポケットから何かを取りだして、

「……はい、これ」

　御厨に手渡されたそれは、妙に可愛かわいらしい封筒だった。ご丁寧にもハートマークのシールで封がしてある。

「……説明、いる？」

「頼む」

「説明するのめんどくさいなあ……」

「……そこをなんとか」

「……えーと……今朝、霧村君に渡してほしいって頼まれた」

　ものすごく簡潔な説明ありがとう委員長。

「どんな娘こだった？」

「さあ……人の顔を覚えるのがめんどくさいから……」

「……あ、そう」

「もてもてだね霧きり村むら君、ひゅーひゅー」

　恐ろしく投げやりに御厨みくりやは言って、「……あー、友達としての義務でとりあえず冷やかしてみるのってめんどくさいなあ……」などと呟つぶやきながら教室を出て行った。……付き合いがいいんだか悪いんだか判断に困る。

　……まあ、御厨のことはどうでもいいや。とりあえず、予想はつくものの封筒を開けてみた。そこには彼岸花の柄が散りばめられた、微妙に悪趣味な便せんが入っていて、丁寧な筆跡で「霧村聖せい司じさんへ」というメッセージが書かれていた。

　予想通り、俗に言う『ラブレター』というモノだろう。夜や光こう市に来る前は俺おれも何度か貰もらったことがある。……ちなみにそのうち二通は男から。ＢＬ好きの陽よう子こには絶対に知られてはならない過去だ。

　せいぜい中学生くらいまでの風習だとばかり思っていたのだが……どうやら高校でもまだ絶滅していなかったらしい。携帯電話やインターネットが規制されているためメールのやりとりが出来ないこの街だからかもしれないが。

　ラブレターへの文化的考察はさておき、手紙の文面に目を通す。




　霧村聖司さんへ

　～突然お手紙さしあげることをお許し下さい。私はとある一人の恋する女の子です。霧村さん、あなたにお伝えしたいことがあるので、もしよかったら今日の放課後、田園地区の南のはずれにある神社に来てください。私はいつも遠くからあなたの姿を見ていました。スマートな身体からだがステキです。凛り々りしくて綺き麗れいな顔がステキです。もみあげがよく似合っています（切断して宝物にしたいくらい★）。その綺麗な瞳ひとみに私の姿を映して欲しいです。宝石みたいな眼球を抉えぐって持ち帰って飾りたいです（なーんて♪）。いつまでも待ってます。さようなら。～




「…………」

　色々とツッコミどころはある……というかツッコミどころしかないような気もするが、まあ、文章を書くのが苦手な昨今の女子高生の書くラブレターなんて、大体みんなこんなもんだろう。……それにしても……うーん、見事なまでに外見しか褒めてないな。人間は見た目じゃなくて心なんだよ、とある一人の恋する女の子ちゃん。ま、見た目が良いに越したことはないけど。陽子みたいに「性格がイイ感じに腐ってるあなたが好き！」というのはやはり相当なレアケースなのだろう。

　……それはともかく、どうしようかな。今日の放課後……というのは要するに『今から』ってことだよな。

　行ってみるかなあ……この娘この人生のためにも。人を見た目で判断しちゃいけませんとひとつ説教でもかましてやるか。もしくはこの機会に、『普通の女の子の好意の対象となりうる霧きり村むら聖せい司じ』でも目指すか。

　出来ることなら俺おれだって、優しくて親切で思いやりがあって爽さわやかで笑顔がステキな普通の男の子に変身したいのだ。そうすればユウとか冬ふゆ木き陽よう子ことか妙な連中に絡まれることもなくなるかもしれないし。もしもこの手紙の差出人が好みのタイプだったら、本当に付き合ってみるのもいいかもしれない。

「……ま、どうせ暇だしな。行ってみるか」

　呟つぶやき、手紙をポケットに入れて、俺は教室をあとにした。
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　手紙にあった『田園地区』というのは学園や寮のある学生区に隣接する区域で、名前の通り田畑や林が広がり古い木造の家屋が幾つか点在している、夜や光こう市が月光症候群発症者の隔離地区となる前の、滅亡寸前の寒村だった頃ころの名残を色濃く残した区域だ。

　現在の夜光市には農業や林業を営む人間はほとんどおらず、今は趣味で野菜などを育てている住民や夕ゆう月げつ学園の園芸部や家庭菜園部などが一部の畑を使用しているのみで、土地が大量に余っているのでそのうち新しい住宅街にでもなるだろうと思われる。

　そして、指定された場所である神社は、田園地区の南にある小さな山を少し登ったところにある。村だった頃にはどうも縁結びの神様として祀まつられていたらしく、そのことを知った学園の生徒達がたまに意中の相手をそこへ呼び出していかにも青春っぽい微笑ほほえましいことをしているらしい。

　……ちなみに、何な故ぜ俺がそんな女の子的なネタを知っているかというと……俺がかつて冬木陽子に初めて告白された場所も、その神社だったからだ。

　──き、霧村ってさぁ、あたしのことどう思うかな？

　茜あかね色いろの空の下、頰ほおを赤らめて上目遣いで俺にそう聞いてきた陽子は……正直、とてつもなく可愛かわいかった。それが今では「ほーら霧村パンツよパンツ、嬉うれしいでしょ欲情しなさい！」だもんなあ……。

　過ぎ去りしときを嘆きながら、俺は目的地を目指す。欠けたケーキのような三百度くらいの扇形をした夜光市を幾つものブロックに仕切る『壁』の『門』を、警備員にＩＤカードをチェックされて通過、学生区から田園地区へと徒歩で行く。『門』から人通りの少ないのんびりした田園風景の中を東に歩くこと二十分。神社のある山の入り口に到着。

　割と急勾こう配ばいの山道をえっちらおっちら登り、ようやく神社の境内に着く。境内といっても鳥居や御お手水ちようずすらなく、奥にちっぽけな社があるだけのえらく殺風景な空間である。

　そのちっぽけな社の前に、日本刀を持った一人の少女が立っていた。

　背はユウよりは少し高い程度……つまりかなり小柄。おかっぱの黒髪。俺おれの着ている夕ゆう月げつ学園の制服と同じような赤の着物を身につけており、その着物の柄は髑どく髏ろである。

「……霧きり村むら様」

　俺が近付いてくる気配を察したか、彼女──クラスメートの久く遠どうくおんちゃんはこちらを振り返った。

「えーと……もしかしてあのラブレ……手紙って、くおんちゃんが？」

　戸惑いながら俺が尋ねると、くおんちゃんは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。どうやら違うらしい。まあ、あんなアレげなラブレターをこんな純和風の剣客少女が書くわけないか。くおんちゃんなら恋文代わりに和歌でも詠みそうだ。……でも、だったらどうしてこんなところに──と俺が疑問を口にする前に、

「……ここからさらに奥へ行ったところに、立派な滝があるのです。私はときどき、そこで修行をしているのです」

「修行って……滝に打たれて精神集中とか、流れる水を真っ二つに斬きるとか？」

「はい」

　……冗談のつもりだったのだが、あっさり肯定されてしまった。まあ、くおんちゃんのタレントは刀の斬れ味を高めるとかそんな感じの能力らしいから、そういう漫画みたいな修行もアリといえばアリなのかもしれない。

「……今日もこれからそこへ向かうのですが、その前にお参りを」

「なるほど。好きな男の子と上う手まくいきますように、とか？」

「……斬りますよ？」

　くおんちゃんが刀の柄つかに手をかけた。無表情で口調は淡々としているが、どうも機嫌を損ねてしまったようだ。

「……霧村様……藤とう堂どう様に毒されて頭がおかしくなってしまわれたのではないですか？　私は剣の道を極められるよう祈願していただけです」

「え。でも陽よう子この話では、ここの神社って縁結びの神様らしいんだけど」

「…………え」

　知らなかったらしい。少し頰ほおを赤らめて目を逸そらすくおんちゃんが可愛かわいい。

「……それはそうと、霧村様こそ、こんなところに何の用なのでしょうか」

　あ、誤ご魔ま化かした。まあいいか。

「手紙で呼び出されたんだよ。放課後ここに来いって」

　俺が素直に答えると、くおんちゃんは得心したように、

「……なるほど、果たし合いというわけですか。宜よろしければ立ち会いますが。霧きり村むら様がとどめを刺されそうになったらお止めせねばなりませんし」

「違うって」

　なんで縁結びの神社で決闘しなきゃいけないんだよ。つーか、決闘になったら俺おれが負けること確定なのかよ。……まあ、その通りだけどさ。俺のタレント、どう考えても戦い向きじゃないし。……俺が苦笑しながら首を振った、そのとき。




「──いや、そこの娘の言うとおりじゃぞ、霧村なんとか」




　いきなり社の中から、時代がかった口調でちょっと幼い感じの声が聞こえた。そして、ばんっ、と観音開きの扉を蹴け破やぶって、中から一人の少女が現れた。外見の年齢は十五かそこら、炎のように赤いツーテール、ミニスカートのように短くカットした巫み女こ服という、くおんちゃんといい勝負の奇抜な扮ふん装そうをしている。

「ふぁぁ……遅いぞ……。待ちくたびれたではないか」

　神社の社の扉をぶち壊したことなどまったく気にした様子もなく、変な巫女は大きく欠伸あくびをしながらそう言った。

「……なんて罰当たりな……」

　くおんちゃんが顔をしかめて呟つぶやいた。

「えーとその……もしかして君が手紙をくれたのかな？」

　恐る恐る尋ねると少女は「うむ」と鷹おう揚ように頷うなずいた。

「あちゃあ……」

　普通の女の子と付き合ってまっとうな人間に生まれ変わろう計画は瞬時にして粉々に砕け散った。人を見かけで判断するのは良くないことだが、しかし世の中には誰だれがどう見たところで普通でない人間というのはいるもので、彼女も間違いなくその類たぐいだった。

「ごめんなさい君が誰だか俺は知らないし知る気もないしもちろん付き合えませんごめんなさいそれじゃさようならバイビー」

　早口でそう言ってぺこりと頭を下げ、俺はくるりと踵きびすを返し帰ろうとした。が。

「そうはいかぬ。ぬしにはここで死んでもらおう」

「んなっ!?」

　慌てて振り返る俺に、少女は不敵な笑みを浮かべて告げる。

「こみゅにてぃの者じゃ──と言えば解わかるかの？」

　……《コミュニティ》。ユウを無理矢理仲間に加えようとしている、《試作型プロトタイプ》たちの組織。《試作型》の存在を知った俺と陽よう子こにも、口封じのため抹殺指令が出たらしく、ユウが街に来る前から工作員として侵入していた御厨みくりや槐えんじゆと二週間前に戦いになった。

「どういうことだ！　もう俺おれたちには手出ししないって約束だろ！」

「んあ？　約束？　そんなもん知らんわ」

「なっ……！」

　あっさりと言い捨てられ、思わず絶句する。……いやまあ、たしかに約束したのは御厨みくりや個人であって、組織が手を引くかどうかはまた別問題かもしれないが……。

「というわけじゃ、霧きり村むらとやら。潔くおれと戦うがいい。もしもおれが敗れるようなことがあれば、上の連中も諦あきらめるやもしれんぞ。なにせおれはこみゅにてぃの中でも最強の使い手じゃから、の」

　自信たっぷりにとんでもないことを断言して、少女は右手を顔の前に構え、素早く印を切った。少女の指の動きに合わせ、彼女の前方の空間に金色の光を放ちながら模様が……五ご芒ぼう星せいの模様が浮かび上がる。さらにその五芒星の中心から、直径一メートルほどの青く輝く球体が飛び出してきた。

「出てこい、青せい龍りゆう」

　少女が呟つぶやくと、球体は徐々に細長く形を変え……蛇のように長く伸びていき、やがて鈍い青色に輝くウロコを全身に纏まとった、体長十メートルを超える巨大な大蛇……いや、これは龍りゆうだ……！　子供たちに大人気、伝説の生物──龍。

　大きさこそ龍にしては（あくまで龍にしては）それほど大きな印象はないが、その神々しい姿はまさに伝説の世界の住人だった。宙に浮かぶ龍は少女を守るように彼女の周囲をゆっくりと旋回し、こちらを威い嚇かくするようにワニのような凶悪な口をくわっと大きく開けた。赤黒い口内には鋭い牙きばがびっしり並び、蛇のような二つに分かれた舌が蠢うごめいている。

「どうじゃすごかろう。おれの自慢の式神じゃ」

　少女が、まるで幼い子供がおもちゃを自慢するような顔をして言う。

「……そういえばまだ名乗っておらんかったな。おれの名は蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深み。冥めい土どの土産に覚えておくがよかろ」

　……芙深と名乗るこの少女が見せたのはまぎれもなく、ムーンチャイルドの中にもほんの一握りしか使えないという『召喚』タイプの《奇蹟顕見能力タレント》だった。

　精霊や妖よう精せいや怪物といった、現実にはあり得ないものを現世に召喚する異能。こういうタレントがあるということは知識では知っていたものの、実際に見るのは初めてだ。非現実的にもほどがある。こんなのと戦って勝てと？　陽よう子こもいないのに？

「……事情はよく解わかりませんが」

　俺の横で、くおんちゃんが口を開いた。

「……霧村様、なんでしたらこの果たし合い、私が代わりに引き受けましょう」

　宙に浮く龍というファンタジーな光景の前でも彼女は動じた様子もなく無表情で言う。

「いやいや、いくらなんでもこんなのと戦わせるわけには……」

「……お気遣いありがとうございます霧きり村むら様。しかし……」

　しゃきん、と日本刀を抜刀。俺おれをかばうように移動し、刀の切っ先を芙ふ深みに向ける。

「……龍りゆうを斬きる機会など、そうあることではありませんので」

　淡々としたその声の中に、どこか嬉うれしそうな色があった。やる気満々だ……！

「ほほう……？」くおんちゃんの台詞せりふを聞きとがめ、芙深が目を細めた。「ぬしは今、龍を斬る、と申したか。おれの青せい龍りゆうを！　かかかっ！」

「……なにがおかしいのですか？」

　哄こう笑しようする芙深に、くおんちゃんは本気で不思議そうに首を傾かしげた。芙深の顔から笑みが消える。

「よかろ。霧村なんとかより先に、小生意気な小娘に目にもの見せてくれようぞ」

「……小娘ではありません。久く遠どうくおん、と申します」

「さよか」

　鼻で笑うような短い言葉が合図となった。芙深の周囲の空をゆっくり泳いでいた青龍は、大地が震えるような低い唸うなりを上げて、剣客少女に向けて襲いかかった。

「……離れていてください、霧村様」

　静かに言い放ち、くおんちゃんはまるで体重を感じさせない動きで軽やかにその場から跳躍した。その一瞬後、彼女の立っていた場所……つまり何も反応できずぼけーっと突っ立っていた俺の目の前の地面が、青龍の凶暴な顎あごによって激しく抉えぐられた。

「あいててててッ！」

　砕け散った石畳の破片がぴしぴしと全身を襲い、俺は慌ててその場から離れた。青龍はそんな情けない奴やつのことなどまるっきり眼中にない様子で、くおんちゃんに向かって再び空中を青い迅雷の如ごとく駆ける。

　しかし見れば彼女は、何な故ぜか刀を鞘さやに収めていた。向かってくる青龍を感情の読めない瞳ひとみで見つめたまま、微動だにしない。

「どうした、恐れをなして動けぬか！」

　芙深の哄笑が響き渡り、青龍がその巨大な口を大きく広げ、着物の少女を頭から丸吞のみにしようと襲いかかる。

　だが。




　──────────…………ぷしゅっ、




　どこか間抜けな音とともに、青龍の首に白く光る縦線が入り、ぷしゅううううううううううううううううう────っと、まるで鮮血を噴き散らすかのように白い光の粒子がその縦線から勢いよく噴き出した。

「な、なんじゃと!?」

　芙ふ深みの驚きよう愕がくの声と同時に。

　ごろん、と。

　青せい龍りゆうの頭部が、落ちた。

　細長い胴体から斬きり離されて白目を剝むいている……龍りゆうの首。続いて、空中から胴体が派手な音を立てて地面に落ちた。こうなってしまえば青龍も本来の神々しいまでの迫力は何ど処こにもなく……ただの首を斬られた巨大な蛇の死し骸がいに過ぎなかった。その蛇の死骸も、まるで砂の山が崩れ落ちるようにして無数の光の粒子となり、不意に吹き付けた一陣の風の中に消えた。

「……ぬう……最初に青龍の攻撃を躱かわしたとき、既に首を斬っておったのか……おれとしたことが……見えなんだわ……！」

　芙深が悔しげに呻うめく。くおんちゃんは既に跡形もない青龍の落ちたあとの地面をじーっと見つめながら呟つぶやく。

「……微妙、でした」

　それは龍の首を刀でぶったぎった感触が微妙だということか。一体なにと比べて微妙だったのかと激しく問い詰めたいところだが、怖いのでやめておこう。

　……それにしても、くおんちゃんがここまで凄すごいとは思わなかったな。ムーンチャイルドの常人離れした身体能力とタレントの力があってこそだろうが、刀というのはただ力任せに振るえばいいというものでもない。斬られた青龍がしばらく気付かずに動いていたほどの驚異的な剣の冴さえは、彼女自身が優れた剣客である証あかしに他ほかならない。

「さすが、普段から藤とう堂どうを追いかけるついでに教室の壁やら机やらを斬りまくってるだけのことはあるね」

　くおんちゃんは少しだけ眉まゆをぴくりと動かし、

「……あ、あれは藤堂様が悪いのです……」

　言い訳するように呟いた。

　そのときだった。

「──のう。まさか、もうおれに勝ったつもりではなかろうな？」

　芙深の声に振り返ると、彼女の目の前には再び五ご芒ぼう星せいが出現していた。そして中から再び、光の球体が出現する。

「…………」

　くおんちゃんが無言で身構える。

「お楽しみはこれからじゃ」

　五芒星の中から、さらに一つ、また一つ、また一つ、合計四つの光の球が、芙深の前に出現する。光の球はそれぞれ、先ほど青龍の姿に変身したときと同じような具合に、しかし四つともまるで別の形へと変化していく。

　一つは前回と同じく蛇のように長く伸びていき、青せい龍りゆう──それも先ほど首を斬きられたものより二回りほど大きい──の形に。

　一つは細い首と尾が生え、羽根の一つ一つが炎を思わせる形状をした翼が生え、金色に近い炎を纏まとう翼長五メートルを超える巨大な火の鳥──朱雀すざくの姿に。

　一つは獰どう猛もうな唸うなり声を上げる三メートルほどの白い虎とら──白びやつ虎この姿に。

　一つは五メートル近い黒い多角形に変化したと思ったらそこからさらに頭が生え四本の足が生え、重量感というか異様な圧迫感のある巨大な亀かめ──玄げん武ぶの姿に。

　青龍、朱雀、白虎、玄武。

　四神が芙ふ深みを守護するように一斉にこちらを睨にらんでいる様は、思わず見入ってしまうほどに壮観だった。獣でありながら彼らの目は人間のそれで、知性の輝きすら感じられる。その眼光に射い竦すくめられ、俺おれは蛇に睨まれた蛙かえるのように身動きできない。

「これがおれの《奇蹟顕見能力ちから》──【四神降臨ダイヤモンドフオース】の本来の姿じゃ」

　召喚系というだけでも十分にとんでもないというのに、あろうことか伝説に名高い四聖獣だ。これでびびらない方がどうかしている……と、思ったのだが。……びびっているのはどうやら俺だけだったらしく、隣の剣客少女は微かすかに笑みまで浮かべて、

「……こんなにたくさん……斬り甲が斐いのありそうなものが……」

　そんな頭のおかしい台詞せりふをのたまった。

「かっかっ、その余裕がどこまで続くか楽しみじゃのう！」

　笑いながら……しかし完全にマジな目で、蹂じゆう躙りん坂ざか芙深が叫ぶ。

「式神どもよ！　小娘に目にもの見せてやるがよい！」

　青色の龍りゆうが、炎の鳥が、白い虎が、黒い亀が、一斉にくおんちゃんに襲いかかる。

「えへ」

　……今この娘こ、ものすごく可愛かわいく笑わなかったか？　そう思ったときには既に彼女の姿は視界から消えていて、上空から高速で飛んでくる朱雀に向かい跳躍していた。

　甲高い声を上げて朱雀が翼を大きく羽ばたかせると、その身に纏う炎が飛躍的に激しくなり、神社の境内全体が赤色の光に染まった。火の粉が俺のところにまで降りかかり、慌てて逃げる。かつて俺の血を吞のんで暴走したユウの炎の術よりもさらに凄すさまじい、煉れん獄ごくのような火炎を身に纏う鳥。まさに神獣と呼ぶに相応ふさわしい。

　その神獣を。

　久く遠どうくおんは一刀のもとに斬り捨てた。

　炎をものともせず鞘さやから刀を抜き、一いつ閃せん。朱雀の細長い首は胴から切り離されて落下し、地面に墜おちる前に燃え尽き消滅した。すごい……！

　くおんちゃんはさらに立て続けに、さっきのリベンジとばかり低空より襲ってきた青龍の頭に刀を振り下ろし、龍りゆうの額へと刃やいばを突き立てた。

「ＧＹＡＡＡ阿阿ァＨＡＡａａａａＡ阿ＡＡＡＡＡＡ────────ッ!!」

　耳を劈つんざく龍の悲鳴をよそに、さらに少女は、突き立てられた剣を支点にして龍の背中へと回り込む。きらびやかに輝く鱗うろこに覆われた背中を軽やかに蹴けりつけ、小さく跳躍。と同時に、龍の頭に容赦なく刀を振り下ろす。僅わずかな笑みを浮かべて。

「あは」

　巨大な青せい龍りゆうの頭は、パワーアップして再登場した甲か斐いなく再び切断されて光の粒を噴き散らしながら消失。胴体も地に落ち、続いてくおんちゃんが地面に着地。そのまますぐ近くにいた白びやつ虎こに向かって大きく一歩踏み込み、刀を袈け裟さ懸けに薙なぐ。

　が、白虎はその圧倒的な速さの斬ざん撃げきを、大きくジャンプしてくおんちゃんの上を跳び越えることで回避した。

　地響きを立てて着地し、くおんちゃんの背後をとった白虎がすぐさま反撃に移る。猛もう虎この牙きばが少女の首筋に迫る。彼女は振り返らない。ヤバい──ッ！

　が。

　喉のどが潰つぶれたような悲鳴を上げたのは白虎の方だった。くおんちゃんが後ろに向かって刀を水平に突き出し、白虎の口から頭頂までを貫いたのだ。

「うふ」












　くおんちゃんが刃やいばを引き抜き……白びやつ虎こがどさりと横に倒れ、朱雀すざく青せい龍りゆうと同じく光の粒となって消滅していく。彼女は白虎の方などついに一度も見向くことはなかった。

「な、なんじゃと……」

　ほんの数秒の間に自慢の式神たちが三体も斬きり捨てられ、芙ふ深みは驚きよう愕がくの色を隠そうともせずに呻うめいた。

　くおんちゃんが、四神最後の一体……仕掛けてくるのを待ち構えているかのようにその場を動かない玄げん武ぶの方へと向き直る。黒い甲羅の、恐ろしく巨大な亀かめ。ざっと見て、甲羅の長さだけで五メートル以上、蛇のように長い首をもたげた高さはくおんちゃんの二倍近くありそうだ。朱雀や青龍より神秘的な雰囲気こそ劣るものの、その圧倒的な大きさでもって異様な威圧感をまき散らす亀。神獣よりは怪獣という言葉がしっくりくる。

　だが彼女なら──こんな怪獣すら、他ほかの四神と同じく一刀のもとに斬り伏せてしまうのだろう。御厨みくりや槐えんじゆ、シド、冬ふゆ木き陽よう子こ（前世補正付き）、蹂じゆう躙りん坂ざか芙深、そして久く遠どうくおん。どうしてこう、世の中には化け物じみた連中がごろごろしているのか。

　髑どく髏ろを纏まとう少女が刀を鞘さやに納めて重心を低くし、居合いの構えをとる。その姿はまるで、時代劇で罪人を打ち首にする場面を彷ほう彿ふつさせた。

「……参ります、亀さん」

　刹せつ那な。

　彼女の身体からだが死を告げる赤い疾風となり、玄武へと向かう。銀の刃の煌きらめきがほんの一瞬だけ、目を凝らしていた俺おれの視界に映った──その次の瞬間。玄武の首が消えた──いや、消えたと言っても過言ではないほどの素早さで動いた。残像を残し、信じられないほどに俊敏な動きで、玄武は甲羅の中に頭を引っ込めてしまった。

「……ッ!?」

　くおんちゃんの動揺の気配が伝わり。同時に。

　ガキンッ！

　厭いやな音とともに、くおんちゃんの日本刀が真っ二つに折れて、折れた方の切っ先がくるくると高速で、俺のすぐ真横を掠かすめていった。あ、あぶねえ……！　あと半歩ほど右に立ってたら大おお怪け我がしていたところだ。鉄筋コンクリートすら斬り裂く彼女の刀も、神獣の甲羅には勝てなかったか。

「……つーか、これヤバいんじゃ……」

　くおんちゃんが玄武から跳び退すさる。そして、何な故ぜかちらりと俺の方を見た。

「…………」

「…………」

「……霧きり村むら様」

「……うん。何？」

「……逃げましょう」

　うわっ、意外と諦あきらめが早いぞこの娘こ！

　くおんちゃんは半分に折れた刀をポイとその場に捨てて、鞘さやだけを持ち踵きびすを返してダッシュ。俺おれの横を風のように通り過ぎ──って！　俺を置いていく気か!?

「くかかか！　逃がさぬぞ！　再びいでよ式神ども！　あ、亀かめはもうよい、消えよ」

　芙ふ深みが哄こう笑しようを上げて、先ほどやられた朱雀すざく、青せい龍りゆう、白びやつ虎この召喚を開始する。玄げん武ぶは音もなく甲羅の上の方から徐々に消えていく。

　ああっ、のんびり実況してる場合じゃない！　召喚が終わるまでに出来るだけ遠くに逃げないと！　俺はくおんちゃんのあとを追いかける。本気で俺を置いてけぼりにするつもりはなかったらしく、山道の途中で彼女に追いついた。

「……霧きり村むら様。一つ申し上げておきますが」

　顔色一つ変えず淡々とくおんちゃんは言う。

「……退却はべつに恥ずべきことではないのです。勝てない相手に対して引かないのは勇気ではなく無謀。戦国乱世の武士道ではないのですから、そのような猪いのしし武者の真ま似ねをする必要はありません。剣の道とは即すなわち生きる道を学ぶためのものであり、」

　……おお……なんか言い訳をし始めたぞこの娘。

「つまりこの退却は明日の勝利のための転身ってわけだね？」

　俺が言うと、くおんちゃんは満足げ（無表情だが）に頷うなずく。

「……解わかっていただけたようで何よりです」

「ちなみに藤とう堂どうも前にナンパに失敗したとき同じようなことを言ってたよ」

「…………」

　ぴたり。くおんちゃんがいきなり足を止めた。

「……武士道とは、死ぬことと見つけたり」

「いやいやそんなもん見つけちゃ駄目だから！　さっきと言ってること違うから！」

　今にも山道を引き返しそうな彼女の手を引き走る。……まったく、そんなに藤堂が嫌いか。見た目ほどナンパな奴やつじゃないんだけどなあ。

「くおんちゃん、どうしてそこまで藤堂が嫌いなの？」

　走りながら尋ねる。後ろから聞こえてくる虎とらのような……「ような」というか正真正銘の虎、ホワイトタイガー、白虎の咆ほう哮こうを誤ご魔ま化かすように、尋ねる。

「……どうして、と言われましても」くおんちゃんは俺の手を振り払い、前に出て、淡々と喋しやべる。少し困ったように。「……なんというか、とにかく腹が立つのです」

「それはまた……アバウトな。要するに生理的に駄目ってこと？」

「……恐らくは。その……例えば『まるで小学生のような身体からだだ』などといったいわれのない誹ひ謗ぼう中傷を受けたときはもちろんのこと、そうでないときでも、常日ひ頃ごろから苛いら立だちを覚えます。特に、藤とう堂どう様が他ほかの女性に対してだらしなくしているのを見ると、殺意すらこみ上げてきます。それ以外にも例えば、夜眠るときなどに不意にあの方の顔が浮かんできて動どう悸きが激しくなったり、修行中に藤堂様のことを考えるだけで途端に集中力が落ちたりします。自分でも未熟だとは思いますが、どうしようもないのです。……私がどれほどあの方のことを嫌っているか、霧きり村むら様も御理解いただけますでしょうか」

「…………そ、そうなんだ……ふーん……」

「……霧村様？」

　……えーと……どうしよう。俺おれはここでツッコむべき？　ツッコんでいいのかな!?

　迷っている俺の後ろで轟ごう音おんが響き、背中に強烈な熱波が吹き付けた。朱雀すざくが上空から、俺たちめがけて巨大な炎のカタマリを放出してきたのだ。首の後ろ側にチリチリと焦げ付くような痛みを感じる。軽く火傷やけどしている模様。

「くそっ、こりゃヤバいな……！」

「……急ぎましょう」

　くおんちゃんが走る速度を上げる。正直、俺にとってはこのスピードが限界だったりするのだが……とりあえず限界を超える勢いで全力疾走する。少なくとも気持ちの上では今の俺は限界を超えている。あくまでも気持ちの上では。

　狭い道に無数に転がるごつごつした石に足を取られそうになりながら山道を下る。後ろで再び爆音。それから僅わずかに遅れて、白びやつ虎こと青せい龍りゆうの山を震わすような咆ほう哮こうが轟とどろき渡る。大気の震えを背中にビンビン感じて、汗、そして冷や汗が同時に出る。息を切らせながら必死で走り、ようやく視界から木々が消えアスファルトの道路に出る。とりあえず下山に成功だ。あとはとにかく人の多い場所まで逃げよう。戦闘向きの能力者ムーンチヤイルドが何人もいれば、いかに四神が強大とはいえ勝てない相手ではない。

　と、俺の視界に早くも人の姿が入った。散歩でもしているのか、こちらに向かってふらふらと暇そうに歩いてくる、一人の男の姿が。

　……しかし問題はその通行人が、よれよれの背広を着た、頭の毛がえらく寒々しい、いわゆるバーコードハゲのおっさんで、どう若く見積もったところで年齢は少なくとも四十を過ぎているということだ。月光症候群が発症するのは思春期周辺の若者だけで、しかも初めて確認されたのは十五年前。つまり──四十過ぎのオッサンがムーンチャイルドということはあり得ない。夜や光こう市の公務員か、企業から派遣されてきたサラリーマンか、月光症候群の研究者か。とにかくそんな、ごく普通の人間に違いない。

　またも後ろで爆発音がした。朱雀は容赦なく炎の雨を降らせ、青龍が大地を抉えぐって突撃をぶちかまし、白虎が唸うなり声を上げてくおんちゃんに躍りかかるのを彼女は俊敏な動きで回避する。白虎は続いて俺に襲いかかってきたが、どうにか回避する。速いし強いし素手で戦って勝てる相手ではないが、少なくとも、瞬殺はされない。ボンクラとはいえ並の人間を上回る身体能力でもって、俺おれはどうにか聖獣たちの攻撃を凌しのぐ。

　……そんな人外バトルに、何の能力も持たない一般人が巻き込まれたらどうなるか。

「ひええっ!?」

　前方でいきなり響き渡った爆音に驚いたらしく、通行人のおっさんが悲鳴を上げた。朱雀すざくは一般人を巻き込むことなどお構いなしに、俺めがけて炎を放つ。まずい！　とっさに判断する。このままでは通行人のおっさんが焼け死ぬ！

「ああくそっ！」

「ひいいいい!?」

　ほとんど反射的に、俺はおっさんを突き飛ばし、背中に朱雀の炎の直撃を受けた。

「……霧きり村むら様……!?」

　熱い……背中が灼やける！　熱い、熱いというか……死ぬほど痛い！　神経に直接無数の針を刺し込まれているかのような激痛！　が、どうにかおっさんは無傷だよかった。

「さっさと逃げてください！」

　俺は道端にへたり込んでぽかんとした顔をしているバーコードハゲに向かって叫ぶ。

「え、え……？」

　おっさんが戸惑うように周囲をきょろきょろ見回す。

「あんたしかいないだろうがああああ──ッ！」

「え、あ、は、はいどうも……あ、わたくし大おお石いしと申します」

　おっさんは背広のポケットから名刺を取り出して、ぺこぺこと頭を下げながら、あろうことかこちらに寄ってきた。現実が認識できてないのか、それともサラリーマンってこんな命が危険に曝さらされてるときでも名刺交換をするのか。空気を、空気を読め！

「いいからさっさと逃げろおおおおッ！　死にたいのかあああああッ!!」

　俺が怒鳴りつけると、おっさんはびくっと怯ひるみ、

「は、はいいいいい────ッ!!」

　と、踵きびすを返して慌てて逃げていった。

「ったく世話が焼ける……！」

　……ちなみに俺が身を挺ていして見ず知らずのおっさんを庇かばったのは、もちろん博愛精神だとか安っぽいヒーロー願望からなどではない。

　この街ではときどき、ムーンチャイルド同士で争いが起きて、それに巻き込まれた一般人が怪け我がを負ったり死んだりする事件が、頻繁とは言わないまでも、月に何回かの割合で発生している。

　一般人に危害を加えたムーンチャイルドに対する夜や光こう市の処分は厳しい。詳しいことはよく知らないが、場合によっては研究所の実験室送りという噂うわさもある（そしてその噂が事実だということを裏付ける噂もまた、かなりの数に上る）。……でなければ、精神面ではガキなのに肉体的には圧倒的な強者であるムーンチャイルドが、普通の人間に対してやりたい放題になってしまうから。『子供は保護されるもの』などという『外』の常識など通用しない。夜や光こう市は、普通に生きていくぶんには娯楽施設なども多くて楽しい街だが、決して気楽に生きていける街ではないのだ。

　だからこそ、俺おれは自分が火傷やけどするのを承知の上で、見ず知らずのおっさんを庇かばった。一般人を巻き込んだ争いの当事者として市に目を付けられることのないように。つまりは自分の身を守るための打算的行動。

「……霧きり村むら様！」

　くおんちゃんが俺を突き飛ばし、いつの間にか俺の背後に迫っていた白びやつ虎この鼻の頭を鞘さやで殴りつけた。白虎は「みぎゃーっ」と猫のような悲鳴を上げて怯ひるむ。が、それはほんの一瞬のこと。ますます圧力を増した瞳ひとみで、俺とくおんちゃんを睨にらみつけてくる！

「グルルルル…………！」

　じりじりとにじり寄ってくる三メートルの白い虎とら。

「うう……怒ってるぅ……超怒ってるよこの珍獣ホワイトタイガー……」

　しかも上空には、炎を纏まとう怪鳥と青く輝く龍りゆうが控えている。

「……もはやこれまで、ですか」

　くおんちゃんが鞘を刀のように構えながら、諦あきらめたような台詞せりふを吐く。

　しかし。

「やれやれ……興が削そがれることこの上ないわ」

　ゆっくりと山から下りてきたミニスカ巫み女こ蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みが、つまらなさそうに言った。

「霧村とやら。いつまでおなごの陰に隠れておるつもりじゃ。少しは自分で戦おうという気はないのか」

　……そんなこと言われても。

「悪いけど、俺のタレントは戦闘向きじゃないんで」

　すると芙深は不思議そうに首を傾かしげた。

「……ふむ？　では、前回の刺客を退けたのはぬしではないということかえ？」

　頷うなずく。すると。

「──なーんじゃ、つまらん」

　なんと彼女は、俺とくおんちゃんを取り囲んでいた白虎、朱雀すざく、青せい龍りゆうを、光の粒子へと戻してしまった。「きゅぅん」と無念そうな白虎の声が耳に残る。

「おれは力のない者とは戦わん主義じゃ。霧村とやら、ぬしの始末はカムイにでも任せるとしよう。命拾いしたの」

　そう言って、芙深は踵きびすを返す。そして俺たちに背を向けたまま、

「……そこな武士もののふよ。ぬしとはいずれまた、戦いたいものじゃな。今度はもっと良い刀を持ってくるがよいわ」

　と。風もないのに芙ふ深みの短い袴はかまの裾すそがひらひらと動き、彼女の身体からだがふわりと宙に浮いた。ユウのドレスと同じく、空を飛べる仕様の魔導具なのだろうか。

「では、さらばじゃ」

　あっさりと……それきり俺おれたちには興味を失ったように、芙深は赤い袴と赤いツーテールをはためかせて飛んでいく。そしてほどなく、見えなくなった。

「とりあえず……助かったのか」

　安あん堵どの息が漏れる。……「始末はカムイに任せる」とかいう言葉が気になるが。『カムイ』……なんか……強そうな名前だよな。

「……霧きり村むら様。結局あの方は何だったのですか？」

　くおんちゃんが淡々と尋ねてきた。俺は肩をすくめ、

「さあ？　世の中には変な人が多いからね」

「……たしかにそうですね」

　髑どく髏ろ模様の着物を身につけた剣客少女は、まるで他人事のように頷うなずいた。……藤とう堂どうや真ま那なさんのことでも思い浮かべてるのかもしれないけど君も立派に変な人の一人だよ、とツッコむのはやめておく。怖いから。




　　　†　†　†




「これこれこういうようなことがあったから、お前らも気をつけろよ」

　時刻は夕方。くおんちゃんと別れ、学生寮の自分の部屋に戻ったあと。「ちょっとかくまって霧村！　あ、ついでに何かえっちなことでもしない？　するよね！」などと言いながら部屋に転がり込んできた冬ふゆ木き陽よう子こと、その陽子の居場所をまるで猟犬のような嗅きゆう覚かくで嗅かぎつけてやってきたユウに、俺はそう言った。

「……『なにがこれこれこういうこと』なのだ。わけがわからないぞバカセイジ」

　ユウが不機嫌そうに言った。うーん、相変わらず俺に対する態度がかなり冷たい。『前世の恋人』というのが勘違いだと判わかる前はあんなにべたべたくっついてきたのに。当時はウザかったが寂しいものですのう。ウサギ執事は【無間地獄ストロベリーフイールド】の血を吞のんだ者はその能力者ムーンチヤイルドに心を惹ひかれるようになると言っていたのだが、どうもユウの態度からはそんな様子はまったく見られない。

　まあ、それはともかく。

「つまりだな、今日、《コミュニティ》の刺客に襲われたんだ。御厨みくりやとは別の」

　陽子とユウの顔に同時に緊張が走る。

「えっ！　いつ!?　どこで!?　どんな状況で!?」と陽子。

「……うーん……そのへん詳しく説明しないと駄目？」

「だーめ。あたしは霧きり村むらのことなら何だって知りたいの。身長や体重に靴の大きさに好きな食べ物に家族構成とかの基本的なプロフィールはもう知ってるけど他ほかにも色々と、霧村の全すべてを！　そう、たとえば昨日は何時に寝て何時に起きて朝ご飯は何を食べて夕飯は何を食べて夜のオカズには誰だれを使ったかとか。……もしかして、あたし？　きゃっ、もーう霧村のえっちぃ♥」

「違う」

　相変わらずテンション高く暴走してくれる陽よう子この言葉をクールに否定する。ここで動揺などすれば陽子の思うつぼだからだ。それに事実、俺おれは陽子でえろい想像をしたことなんて………………………………えーと、まあ、それはともかくですね。

　俺は努めて淡々と、今日あったことを説明していく。放課後、御厨みくりやに女の子からだと言われてラブレターを渡されたこと。ラブレターに指定された神社に行ったところ、くおんちゃんがいたこと。続いて十五歳くらいの女の子が出てきて、《コミュニティ》の刺客だと名乗ったこと。そしてなんとその少女は『召喚』系の能力者で──

「あー、ちょい待ち。ストップ。時間よ止まれザ・ワールド」

　陽子が俺の説明を遮った。何な故ぜか、少し眉まゆが吊つり上がっていて、妙に視線が冷たいような気がしなくもない。というか、する。

「……つまり霧村は、他の女の子からラブレターを貰もらって、浮かれてほいほいと呼び出しに応じたってワケね？　そうなのね？　のこのこと女の匂においに釣られて！」

「え、あ、いや、その……ま、まあ落ち着きたまえ陽子さんや。今はそんなことを言ってる場合じゃないだろう、《コミュニティ》の刺客がですね、ボクらをですね、」

「そんなことはどうでもいいわ」

　うわ、言い切った！　こっちは一応殺されかけたのに！

「なに考えてんのよ霧村！　あたしというものがありながら！」

「い、いや、だってべつに俺と君って付き合ってるわけじゃないし……」

「じゃあもしそのラブレターを出した娘こが刺客なんかじゃなくて本当にごく普通の可愛かわいい女の子で、しかも霧村の好みのタイプだったらどうしてた？」

　付き合う気満々でした！

「付き合う気満々だったのね！」

「げえっ！　心が読まれてる!?」

「図星なのね！　あたしというものがありながら……」

　陽子が憐あわれむような目をする。

「…………ねえ霧村、もしかして欲求不満なの？　……えーと、えっちなこと、する？　そう、付き合う前にまずは友達からってワケね？　つまりセックスフレンド！　このヤりたい盛りの思春期童貞坊主めっ！」

「か、勝手に納得して勝手に人をそんな変な目で見るな！　お、俺おれはただ、真人間になりたいだけなんだ！　普通の女の子と恋愛して普通の女の子とえろいことをして普通の結婚をして普通の家庭を築きたいだけなんだよ！」

「やんっ、そんな……結婚だなんてまだ早いよ……」

「だーかーら！　君みたいな変人に好かれないような普通の人間になりたいんだ！」

「そんな『自分は普通じゃないんだ』みたいな自意識過剰で思春期丸出しのどうでもいいことに悩んでる霧きり村むらって超可愛かわいい！　そんな霧村があたしは好きっ！」

「ぐあああああっ！　俺やっぱり口でこいつに勝てる気がしねええ──ッ!!　腕っ節でも百パーセント勝てないしっ！」

「うっふっふっふ、ついに負けを認めたのね霧村！　それじゃあ早速いやらしいことをしましょう！　今日からここで二人で暮らすのよ！　三分だけ待ってあげるからパンツを脱ぎなさい！　その次は耳を甘あま嚙がみね！　……──って、ゆースケ、どうしたの？」

　陽よう子こがいきなり真顔になり、さっきから妙に口数が少ないユウへと視線を向けた。

　見ればユウのただでさえ白い顔が、さらに不健康そうな感じに青ざめ、その表情も何となく苦しそうというか辛つらそうに顔をしかめていた。

　俺と陽子の視線に、ユウはハッとした表情を浮かべ、

「い、いや……なんでもない……なんでもないぞ……。ではヨウコ、そんな男などではなく私とえっちなことをしようではないか……」

　どこか無理をしているような顔で、ユウは気丈に笑った。

「しないわよ。……ま、このちびじゃりもいることだし、今日のところは引き下がるとしようかしら。それじゃーね、霧村。首とアレをよーく洗って待ってなさいな」

　不吉なこと言って不敵に笑い、陽子が軽く「バーイ」と手を振りながら部屋を出て行く。ていうかアレってナニ!?

「ま、待てヨウコ！」

　慌ててユウも陽子のあとを追う。部屋を出て行くとき、ユウはキッと俺の方を睨にらむように見た。が、すぐに視線を逸そらし、何も言わず去っていった。




　　　†　†　†




「……ねえゆースケ。あんたもしかしてさあ……」

　霧村聖せい司じの部屋から女子寮の自分の部屋へと戻ったあと。すぐに倒れ込むようにベッドにうつ伏せになってしまったユウに、陽子は声をかけた。

「……ん」

　ユウはクッションに顔を埋うずめたまま、わずかに視線を陽よう子この方に向ける。

「あんたもしかして生理でもきた？」

「ち、違う！」

　顔を赤くして、ユウはベッドから起きあがる。

「そんな……セーリとか……私は高貴な《試作型プロトタイプ》だからな。そんな俗物のような悩みとは無縁の存在なのだ」

　憮ぶ然ぜんと、しかしどこか弱々しく、ユウは言った。

「ほんとに？」

「……少なくとも、私はまだセーリではない」

「ふーむ……生理じゃないとすると…………便秘？　あたしの作った超美お味いしいエサを毎日あれだけガツガツ食べてるのにちっとも出てこないと」

「……違う。……べつに……なんでもないのだ。普段通り元気いっぱい夢いっぱいだ。この胸はヨウコへの愛で満ち溢あふれている」

　ユウはやはり調子悪そうに言う。陽子は嘆息した。

「……ま、実は予想はついてるんだけどね」

「な、なんのことだ」

　露骨にぎくりとした顔を見せるユウに、陽子はすっと目を細め、




「──あんた、霧きり村むらの血に飢えてるわね？」




　真顔で断定され、ユウの顔が強こわ張ばる。

「……ゆースケ、最初にウサギさんと戦った日に霧村の血を吞のんでから、今日まで一度も血を吞んでないでしょう。そろそろ我慢の限界なんじゃないの？」

　シドの話が真実ならば、霧村聖せい司じの持つ《奇蹟顕見能力タレント》の名は【無間地獄ストロベリーフイールド】。

　血を吞ませた相手の能力を飛躍的に増幅させたり致命傷すら癒いやしてしまう一方、定期的にその能力者ムーンチヤイルドの血を吞まないと麻薬の禁断症状にも似た猛烈な飢餓感に襲われ、やがて発狂し、場合によっては死に至るという厄介極まりない能力。しかも副作用として、【無間地獄】の血を吞んだ者はその能力者に心まで奪われてしまうという。陽子が初めて聖司の血を吞んだのは聖司のことを好きになったあとだったから、心についてはタレントは関係ないのだが。

　もちろん陽子は、一週間に一度くらいの割合で、誰だれも見ていないところでこっそりと、聖司の血を吞ませてもらっている。聖司も「いつも弁当を作ってもらっているお礼」として、陽子の求めには素直に応じてくれるし。

「……ゆースケも変な意地張ってないで、いい加減吞みなさいよ。ただでさえおかしい頭がこれ以上おかしくなったらどーすんのよ」

「……べつに、平気だもん。おかしくないもん」

　ユウはまるで拗すねた子供のように唇を尖とがらせて言った。

「まったくこの聞き分けのないガキは……」

「が、ガキではない！　私はこう見えても」

「あー、はいはい。聞き分けのないババアでちゅねー」

「うー！　ババアって言うなあー！」

　ユウはがばりとベッドから起きあがって叫び、そして再びふらりと倒れ込んだ。それから、呟つぶやくように、今にも泣き出しそうな顔で、

「……私は……絶対にエシュター以外の血なんて吞のまないと決めていたのに……千年間その誓いを破らなかったのに……！　それをあんな……勘違いなんかで……！」

　シドに襲撃され聖せい司じの血を吞んでしまった状況を思い出しているのか、ユウは悔しそうに歯は嚙がみする。

「うーん……まあ、気持ちは解わからないでもないけど……。でもべつに、その誓いってのはあんたが勝手に誓っただけで、エシュターって人が『自分以外の血を吞むな』とか言ったわけでもないんでしょ？」

　陽よう子この言葉に、ユウはわずかに頷うなずく。

「だったら──」

「でも！」

　遮り、ユウは声を荒げる。

「……でも……それでも私は……私のエシュターへの気持ちを裏切りたくないのだ。もう手遅れだけど……一度裏切ってしまったから……もう二度と、裏切らない」

　頑かたくななユウに、陽子は呆あきれつつも少し感心してしまう。頑固というか純粋というか。

「ったく、一度くらいの間違いが何よ。間違いなんて誰だれにでもあるっての。あたしみたいな完かん璧ぺき超人ですらたまに間違えることがあるんだから、あんたや霧きり村むらみたいなボンクラが間違わずに生きてくことなんて出来るわけないじゃない」

「うー……」

　ユウは唸うなった。理屈では陽子の言うことが正しいと理解していても、それでも感情で拒絶している様子である。陽子はそんなユウの綺き麗れいな銀髪をわしゃわしゃと撫なでる。

「…………好きな人の血だったら吞むんだよね？」

　確認し、机の引き出しを開けて中から一振りの小さな万能ナイフを取り出した。

「……ヨウコ……？」

　訝いぶかるユウに、陽子は優しく微笑ほほえみ、

「……ほら、あたしが特製の御ご馳ち走そうをあげるから起きなさい。寝たままお食事なんてお行儀悪いからね」

　軽い口調でそう言って。

　右手に持ったナイフの先端を左人差し指の先に当てて、少し力を込めた。

　──ぷつっ。

　指先の皮を破り血管を破り、赤い粒が一滴滲にじみ出る。陽よう子こは指を差し出し、

「まあ、気休めくらいにはなるんじゃないの？」

　血の流れる指先をユウの口元へと持っていく。

「……ヨウ、コ……」

　ユウは少し戸惑った表情を浮かべながら、しかしその目は吸い寄せられるように赤い一点を凝視し、その舌は無意識のうちに指先へと近付いていく。

「い、いただきます……」

　掠かすれた声で言う。

　──ぺろ、

「ひンッ!?」

　ユウの舌が指先に触れると、陽子の身体からだにゾクッと電流が走った。

　……やば、なにこれ……。

　聖せい司じの血を吞のむだけでなく、彼に今のように自分の血を吞ませたこともあるが、こんな感覚は初めてだった。

「……んふ……」

　ユウが恍こう惚こつとした吐息を漏らし、ちゅぷ、と陽子の指先を口に含む。

「ん……んちゅ……ん……ん……ぁ……」

　切り口から血を吸い出す。舌先が動くたびに、指先から、ぞくぞくと痺しびれるような快感が全身の隅々まで広がる。血の流れが速くなったような……血が躍っているような。

　……やっばいなー……おかしいなぁコレ……どーなってんだろ……なんていうかですね、すっごい……気持ちイイんだけど……。

　ユウの舌の先端が、陽子の指紋をなぞるようにしてゆっくりと動く。

「んぁ……くぁ……ンっ!?」

　陽子の口から、無意識のうちに喘あえぎが漏れる。その声に、ユウは心地よさそうな笑みを深める。その目はどこか……獲物を捕食する肉食動物を思わせた。

　……そーいえば霧きり村むらも、ゆースケに血を吸われてるときエロい顔してたっけ……あれは萌もえたわねぇ……あぁー……なんかその……ヤバいっすねー……実況中継。淫みだらな声で喘ぐ陽子ちゃん。これは売れるわね間違いない。……んあー、なんつーかこう……まるで自分が血を吸っているときみたいっていうか……もしかして……んぁ……《試作型プロトタイプ》が血を吸うときってのは、吸われてる方まで気持ち、よく……なっちゃぅ、モノなンかね……ほんとこれ……どっちが吸ってんだか吸われてんだかわかんにゃいんだけども……ン……やっ……ァん……おっかしいなあ……いい加減あんなちっこい傷口なんて塞ふさがる筈はずなのに……血がどんどん出てくる……ぁぁ……気持ちいいな……血の方からゆーを求めてるみた……い……ぃん……ゆー……あたしを……たべて……たべて、オカしてください──……

　自分の思考を分析することで理性を保とうとするも、絶え間なく押し寄せる快楽の波の前には抗あらがえない。ユウのほっぺた柔らかそーだなあ……キスしたいなァ……あーどうしよ、なんか……濡ぬれてきたよーな……もっといっぱい、みたして……あたし、もう……え、あたしって誰だれだっけ……あたしは誰……ゆーがあたし？　ＹＯＵはＹＯＵ？　やっば、ちょっとまじでわかんなくなってきた……

　足に力が入らずにガクガクと震え──腰が抜けてへたりこむように、陽よう子この膝ひざが床につく。ユウはベッドの端に、まるで玉座に座るお姫様のように腰掛けなおし、再び陽子の指を舐なめる。唾だ液えきを血液と絡めるように小刻みに、舌を震わすように激しく動かす。

　差し出された召使いの指を、口に含む姫君。

　そんなどこかファンタジックで甘い空想に陽子は酔う。目は虚うつろになっていき、身体からだは火ほ照てり、目の前の吸きゆう血けつ姫きに対して己の全すべてを捧げ一つになりたい衝動に駆られる。

　──あっついなぁ……脱いじゃおっかなァ……服……──

　不意に、ユウが指から口を離した。

　つ──と唾液が伝う。赤く光る唾液の橋を、陽子はぼんやり、綺き麗れいだな……と思う。

　ユウは何か名案を思いついた子供のような顔で、ベッドの傍かたわらに置いてあった幾何学模様の刻まれたポシェットにがさごそと手を入れた。

　薄れつつある意識で陽子は思う。……ん……なにしてんのよ……はやく……じらさないでよ……あたしを──……すきなように……して……よ…………はやく、たべ、

「んふ……やっぱりコレがないと……」

　そう言って得意げにユウが取り出したのは。

　黄金色の液体で満たされたチューブだった。

　チューブを傾け、無造作に陽子の首筋から胸元へと蜂はち蜜みつを垂らそうとする。

　──あ……ぁ……あ、あぁ……あ……あ……

「あ、アホかああああああああああああ────ッ!!」




　陽子は我に返って怒鳴り、ユウを突き飛ばした。ベッドの上に蜂蜜がこぼれる。

「な、何をするのだヨウコ。もったいない……まだいっぱいあるけど……」

　抗議するユウに、陽子は火照った顔を「顔が赤いのは怒っているからだ」というふうに誤ご魔ま化かすべく強い口調で言う。

「何をするのだ、じゃないっての！　なにした!?　あんた今ナニしようとした？　なーにーをーしーまーしーたーかー！」

　とっくに指の傷が塞ふさがった手で蜂はち蜜みつのチューブをひったくり、

「これは蜂蜜ね!?　蜂蜜をかけようとしたわね!?　このあたしを甘く美お味いしくいただいてしまおうとしたわね!?　まったく、お姉ちゃんがちょっと親切にしてやればすぐつけあがる！　これだからガキはいやなのよ！　やっぱりこう……お子ちゃまは生かさず殺さずじわじわと飼い慣らすのがベストのようね！」

　ユウは不満そうな顔をした。

「むむー……。ヨウコ、最近気付いたのだが、お前たまにナチュラルに黒いぞ。それに……いいではないか……気持ちよさそうだったし……。首筋とかだと、もっともっと気持ちいいみたいだぞ。エシュターが言ってたもん」

「ほほう……それはなかなか甘美な誘惑……でも駄目！　あたしをあれ以上気持ちよくさせていいのは霧きり村むらだけ！　あたしの感じてる萌もえ萌えソプラノボイスをベッドの上で聞いていいのは霧村だけなの！」

「実際にセイジにお前の萌え萌えソプラノボイスとやらをベッドで聞かせたことは？」

「…………脳内でなら」

　陽よう子こがボソリと呟つぶやくとユウは目を輝かせて、

「だったら私が聞いてやろう！　お前の血のおかげで元気いっぱいだからな！　一晩中でもやらしい声を上げさせてやるぞ、さあ服を脱げ！　私も今から脱ぐ。なにを隠そう、今日の私のぱんつはろーれぐだ！　勝負ぱんつといえばろーれぐだってこないだマナに教わったからな！　楽しみか!?　楽しみかヨウコ!?」

「ローレグで首吊つって死ね！」

　冷たく言って、夕食の準備をすべく荒い足取りでキッチンに向かう。だから陽子は気付かなかった。彼女が部屋を出て行ったあと、ユウが苦しげに胸を押さえたことに。

「……くうぅっ……ま……負けない……私は……セイジの血なんかに負けないぞ……」

　苦しげに荒い息を吐きながら、ユウの口から懇願するような呟きが漏れる。

「…………だからもう……いなくならないで…………」




　　　†　†　†




　時間は少しさかのぼる。放課後──霧村聖せい司じに、「女の子から預かった」と噓うそをついて手紙を渡したあと。御厨みくりや槐えんじゆは、一人とぼとぼと商店街を歩いていた。その手には、蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みから預かったメモが一切れ。いわゆる、夕飯の材料を買うお使いの途中である。

「……えーと……牛乳……牛肉……卵……小麦粉……小麦粉なんて一度も買ったことないよ……めんどくさいなあ……料理なんてめんどくさそう……ていうか食べるのめんどくさいなあ……意外と人間って食べなくても平気なんだけどなあ……」

　霧きり村むら聖せい司じに渡した手紙を書いたのは御厨みくりやだった。芙ふ深みに「霧村聖司を人ひと気けのないところに呼び出せ。あとは全部おれがなんとかしてやる、跡形もなく」と言われ、仕方なくそれに従った。聖司との約束を忘れたわけではないが……あの祖母のような姉のような幼なじみのような少女を怒らせるのはとても怖い。

「芙深姉ちゃん、大丈夫かなあ……」

　霧村聖司に彼女が負ける要素など何一つとしてないが、派手にやりすぎるのではないかと心配になる。朱雀すざくで山を炎上させたりしなければいいけど……。

「……ハァ……心配するのってめんどくさいなあ……」

　御厨が本日何百回目かのため息をついたそのとき。




「あー、えんじゅくん、ちょうどよかったぁ」




　不意に耳元で、のんびりした口調の柔らかい美声がして、御厨は身を竦すくませる。足下まで届きそうなほど髪の長い、ついでに驚くほど胸の大きな少女が、彼の顔を覗のぞき込むようにして声をかけてきたのだ。

　……まったく気配を感じなかった……。

　考え事をしていたとはいえ、仮にも接近戦を得意とする自分が二度もここまでの接近に気付かないなんて……──二度、そう、これで二度目なのだ。二週間前は彼女──氷ひ川かわ真ま那なに、髪の毛でミンチにされそうになって……ハンバーグが苦手になるほどのトラウマを負ってしまった。（ちなみに今朝芙深が作ったハンバーグはほとんど炭化していたのでトラウマを刺激されることなく食べられた。別のトラウマが出来そうな味だったが。）

「えんじゅくん？」

　御厨の恐れなど気付いていないように、真那はおっとりと笑顔で首を傾かしげる。

「……な、なに？　氷川さん……」

「うふふ～、えんじゅくんに、ちょっと尋ねたいことがあるんですよー」

「……なにを？　……って、聞き返すのめんどくさいなあ……」

　動揺を押し殺し、努めて普段通りの口調で御厨は言った。特徴的な口くち癖ぐせがあるとこういうとき便利だと御厨は思う。

「えっとですねー、こみゅにてぃーさんのことなんですけどー」

　真那は頰ほおに手をあてながら首をわずかに傾げた。

「どうもまた新しいお友達が街にやってきたみたいなんですけどー。えんじゅくん、なにか知ってますー？」

　……バ、バレてる……!?　御厨みくりやは心底驚嘆した。芙ふ深みとカムイは、夜や光こう市内へは魔導具を使って少し離れた場所から空間転移で侵入してきたという。市の入出記録にも残らないし、どう考えてもこんな短期間でバレる筈はずがないのに……。

「……さ、さあ……。……ユウさんを組織に迎えるためにそのうち誰だれかが来るってことは聞いたけど……他ほかには何も……」

　御厨は恐る恐る言った。すると真ま那なは御厨の噓うそに気付いた様子もなく……というか、御厨の言葉の真偽などどうでもいいような様子で、

「そうですかあ。うーん、いつもは外から出たり入ったりする子がいてもあんまり気にしないんですけどねー。うふふー、なんていうかですねえ、ちょっと懐かしい感じがしたものですからー」

　独り言のように、謎なぞめいたことを言う。そして、

「あ、呼び止めてごめんなさいねー、えんじゅくん。お使いの途中だったんでしょう？　それじゃあまた明日ですー」

　地に着きそうなほどの長い髪を微かすかに揺らせながら──氷ひ川かわ真那は歩き去っていく。

　彼女の姿が見えなくなったあと。

「……こ、怖かったあ……」

　泣きそうな顔で安あん堵どの息を漏らし、御厨はしばしその場で立ち尽くすのだった。








第二章　廃棄されたハイライト







　蹂じゆう躙りん坂ざか芙深とかいう《コミュニティ》の刺客に襲われた翌日。

　昼食を食べてすぐに眠くなったのでお昼寝タイムに入ろうと思っていた矢先、藤とう堂どうがいきなり俺おれの部屋を訪ねてきて（ちなみにこいつとは住んでいる寮が違う）言った。

「霧きり村むら！　ナンパに行こうぜ！」

　藤堂灯とう夜や。俺のクラスメート。金髪ロン毛でブルーの瞳ひとみという日本人離れした美び貌ぼうを持つ少年だが、顔立ちにはどこか愛あい嬌きようがある。あと基本的にアホである。応用的にはどうか知らないが、とりあえず普段の言動はまぎれもないアホそのものである。

「やだ」と俺は即答した。

　すると藤堂は、わざとらしくまるで子供のように唇を尖とがらせ、ぶりっこのようなものすごくムカつく喋しやべり方で、

「えー、いいじゃんいいじゃーん、行こうぜナンパー。ただでさえお前の人生なんて難破船みたいなもんなんだからさ。せいぜい派手に散ろうぜ！」

「散るのかよ!?」

　ツッコミを入れ、

「……ナンパなんて一人ですりゃいいだろ」

　この男はいつも女の子を取っ替え引っ替えしている。学校でいつもつるんでいる俺おれでさえ、現在何人の恋人がいるのか把握できないほど。その中にはどう考えてもナンパされてついてきそうなタイプには見えない娘こもいたりするので、世界は実に不条理だ。

「いや、たまには二人でってのも悪くないかなーって。それに知ってるか？　グループで行動している女の子をオとすには、こっちも複数で行動した方がいいんだ」

「だからって何で俺なんだよ」

「バカヤロウ！　俺には劣るがそれなりに見てくれが良くてさらにほどよく地味で俺の引き立て役にぴったりな奴やつっていったらお前くらいしかいないだろうが！」

「逆ギレすんなよ！　つーかなにその失礼な選考基準!?」

「まあそう怒るなよ霧きり村むら」

「お前が言うな」

　俺が半眼で呻うめくと、藤とう堂どうはへらへらと軽薄に笑いながら、

「まあぶっちゃけるとだ、俺はお前以外に一緒にナンパに行ってくれるような男友達が一人もいないからな。委員長はさすがにアレだし」

「寂しい奴め」

「でもお前だって友達いないだろ？」

「……ふう」

　ため息をつき、適当な服に着替えて適当に髪を整える。実をいうと、藤堂といわゆるナンパに出かけるのは初めてではない。さっきまでの漫才はまあ、口慣らしといったところである。といっても、積極的に女の子と話すのはいつも藤堂で、俺はその横で適当に突っ立ってるだけだけど。

　だが今日は、ちょっとは俺も積極的になってみようかと思っていた。昨日は失敗した『普通の女の子と付き合って真人間になろう計画』の実現、まだ諦あきらめたわけじゃない。

「さてと、それじゃ、行くか」と俺が言って、

「お、珍しく乗り気だな！」

　と、藤堂がどこか稚気のある笑みを浮かべて言った。《コミュニティ》の刺客のことが気になったが……よく考えると部屋に一人でいるよりも、大勢の超能力者ムーンチヤイルドの中にいた方が安全だしな。そんな自己正当化。
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　そんなわけで俺と藤堂が繁華街の大通りで粘ること、約二時間。戦果なし。絶無。藤堂が歩いている女の子を見定め、そこそこ可愛かわいくて、かつ遊びたがってそうな女性を選別しては声をかける。それを何度繰り返したことだろう。いつもなら見知らぬ女の子達とカラオケやらボウリングやらやっていて良さそうなものなのに、何な故ぜか今日は、ただ一人として一緒に遊ぼうとついてきてくれる女性はいなかった。藤とう堂どうが声をかければちゃんと話は聞いてくれるのに、何故か話をしているうちに逃げるようにどこかへ行ってしまう。

「……なあ、もしかして今日は調子悪いのか？」

　すると藤堂は、何故か少し呆あきれた顔をした。

「……あのなあ。俺おれの話術はいつでも絶好調だ。悪いのは霧きり村むら、お前だ」

「おいおい、人のせいにするなよー」

　まったく失礼な。よくいるんだよね、こういう奴やつってさ。

「……いやいや霧村聖せい司じ君。キミ本気で言ってるのカネ？　……いいか、お前のそれはナンパじゃねえ。毎度毎度やたらとマジな顔で『人生をやり直したいんです』だの『自分を変えたいんです』だの『あなたと一緒に生まれ変わりたいんです』だの！　なんかの宗教か自己啓発セミナーの勧誘にしか見えねえよ！」

「……正直な気持ちを打ち明けて、相手の心に飛び込む作戦だったのに」

「重いわ！　いきなり飛び込むな！　……お前はいつものように黙って俺の隣にいて適当に相あい槌づちでも打ってればいいんだ。心に飛び込むのは俺たちが打ち解けてからにしろ」

　……くっ……ナンパ、難しい。俺ががっくりうなだれると、藤堂は嘆息し、

「あー、なんか疲れたな……ちょっと休むか。どっか適当に入ろうぜ」

「……おう」と頷うなずく。藤堂はなおもぶつぶつと、

「……ハァ……この俺としたことが……ナンパに出て男二人でお茶なんて……くっ、こんな敗北感は久しぶりだ……」

「まあ気にするなよ。たまには航海に失敗して座礁することもあるのさ。難破だけに」

「誰だれがウマいことを言えと言った。別にウマくもないけどな。……ハァ……」

　……どうも本気で落ち込んでいるようだったので、俺は話題を変えることにした。

「そういえばさ、昨日ちょっと頭のおかしい変な奴に絡まれたんだけど」

「陽よう子こちゃんとユウちゃんか？」

「お前、さらりと酷ひどいこと言うな。違うよ」

「ふーん」

　藤堂は特に興味もなさそうに相槌を打った。

「なんか……まあ、とにかく変な奴に喧けん嘩か売られてだな。結構危なかったんだけど……そこをくおんちゃんに助けてもらったんだ」

「……へえ」

　くおんちゃんの名前を出すと、藤堂の片方の眉まゆがぴくりと動いた。俺は歩きながら、昨日のくおんちゃんの戦いぶりを、《コミュニティ》だとかそのへんの事情は伏せつつ、ほんのちょぴり誇張して話した。

「いやー、格好良かったなくおんちゃん。つーか強すぎ。群がる怪物どもをバッサバッサと斬きり倒し『またつまらぬものを斬ってしまった』とか渋く言ってシャキーン。……お前、毎日毎日くおんちゃんをからかってるけど、下へ手たすると軽く死ねるぞアレは。凄すごいなお前。命知らずにもほどがある」

　俺おれが本気で感心して言うと、藤とう堂どうはわざとらしく笑う。

「はっはっは、やっぱりあの娘こをからかわないと一日が充実しないっつーかなんつーか」

　そんな藤堂に、

「お前、もしかしてくおんちゃんのこと好きなんじゃないの？」

　俺はからかうように、冗談めかして言ってやった。すると。




「──え？　好きだけど？　ゾッコンＬＯＶＥだぜ？」




　あっさりと。しかし真顔で、どこまでも本気の声で、そんな肯定が返ってきた。

「へ？」と間抜けな声を出してしまう俺。藤堂は不思議そうな顔をする。

「え、霧きり村むら、お前もしかして気付いてなかったのか？　俺があの娘をアレコレからかうのって、どう見たって好きな娘にちょっかい出しちゃうアホなガキのソレだろが」

「いや、アホなガキてお前……自分で……」

　……えー……。え、ええええ？　マジで？　……いや……たしかに言われてみればそうなのかもしれないけど……俺の中にある『キザで軽薄なナンパ野郎』という藤堂灯とう夜やのキャラクターに、そういう「好きだけど素直になれなくて逆にいじわるしちゃう！」みたいな男子小学生風味の行動が全然嚙かみ合わないというかなんというか……。

「えーと、その……マジで？」

「マジマジ。超大マジ」

　超大マジらしい。

「いや、でも……え、それじゃあお前、くおんちゃんのことが好きなのに他ほかの女の子と遊びまくってるわけ？」

「おうさ」

　何の躊躇ためらいもなく藤堂は頷うなずいた。

「はう……」

　純情な男の子たる俺には理解不能だ……。

「……え、じゃ、じゃあその……こ、コクハクとかは!?」

「お前修学旅行の夜の中学生みたいな顔になってるぞ。……ちなみにコクハクはしてないし、するつもりもねえよ。あんな今どき珍しいにもほどがある天然記念物級に純真無む垢くな女の子、俺おれなんかが汚しちまうワケにはいかないからな。何を隠そう、好きすぎて夜のオカズに使ったことすら一度もねえ。想像の中でだって汚したくない」

　……めちゃくちゃ真剣な顔で──もしこの表情で迫ったら大抵の女の子は一発で落ちてしまうんじゃないかと思えるくらいの真顔で、そんな台詞せりふを吐いた。

　……が、どうやら自分の台詞に照れたらしい。せっかく格好いいと思ったのに、藤とう堂どうはゴホンとわざとらしく咳せき払いをしたあと、またいつものヘラヘラした顔に戻り、

「ま、俺くらいのモテキングになるとベッドのお付き合いをしてくれるオンナなんて腐るほどいるからね。そもそも夜のオカズなんて必要ねーのサー、どうじゃ羨うらやましかろう。つーかそもそも、あんな乳臭いちびじゃりムスメのハダカ想像したって、勃たつモンも勃たねーですよハハハハハハ」

　俺が制止する間もないほどの早口で藤堂は言った。照れ隠しなのは明らかだったが、あえてそれを指摘するのはやめておこう。……そんな余裕もなさそうだし。

「……あー、その。くおんちゃん、うぃっす」

「おいおい霧きり村むらー。お前それはいくらなんでもベタすぎるぞ」

　俺の言葉に、藤堂は苦笑しながらもノリで横を向き──……

　本当にそこに立っていた、久く遠どうくおんの姿を見て硬直する。……俺たちが歩いていると、藤堂の夜のお付き合い云うん々ぬんの発言のとき、ちょうど前を通りかかった美容院から、話題のくおんちゃんが出てきたのである（武士なのに美容院！）。俺がマズいと思ったときにはすでに藤堂の「ハハハハハハ」になっていた。

「……うぃっす、です。霧村様」

　無表情で……いや、この娘こはいつも無表情なのだが、普段よりさらに無表情というか無感情というか……完全に目が据すわっていて怖い。冷気のような殺気をびしびし感じる。

「あー……その……く、久遠さん？　もしかして今の聞いてました？」

　冗談を言える雰囲気でないことを察したか、何な故ぜか敬語になって尋ねる藤堂灯とう夜や。

「……このような往来で……あのような……破は廉れん恥ちなことを……それもあろうことか、わ、私のことを……よ、夜の……オカズにすらならないとか……ちょべりばです……！」

「──ぃっ!?」

　藤堂が息を吞のんだ。あろうことか……くおんちゃんの目から、ぽろりと涙が一粒頰ほおを伝って落ちたのだ。くおんちゃんは少し不思議そうな顔で涙を拭ぬぐい、それからキッと藤堂の顔を睨にらみつけて、

「……私としたことが、あまりの屈辱で涙まで……藤堂様……やはり、斬きります……！」

　対する藤堂は、まるで動揺を押し殺すように、あるいはばつが悪いのを誤ご魔ま化かして開き直ったかのように、

「ハハハ、俺は事実を言ったまで！　捕まえられるものなら捕まえてごらんなさーい！」

　踵きびすを返して一目散に逃げていく。普段のような余裕ぶった印象はなく……どうも本気で逃げているように見える。

「……くっ……！　藤とう堂どう灯とう夜や……ッ！　ＭＫ５真っ二つに切る五秒前です……！」

　うわ、くおんちゃんが人を呼び捨てにするの、初めて聞いた！

　くおんちゃんが逃げる藤堂を追っていく。人通りが多いからかいきなり抜刀はしないものの、藤堂を捕まえたあとはどうするつもりなのか……考えるのが怖い。

　二人の姿はあっという間に見えなくなり……

「……んで、俺おれは一体どうしたらいいんだ……？」

　取り残された俺は一人途方に暮れた。
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「……ふー、どうにか逃げ切ったかな、と」

　久く遠どうくおんに追われ、霧きり村むら聖せい司じを残しあの場から走り去って小一時間ほど。藤堂灯夜は、寮のある学生街へと戻ってきていた。今更ナンパを続行する気力もない。聖司には悪いが、今日はこのまま部屋に帰るとしよう。

「……あれはちょっと……本気で怒らせちゃったかな……まさか泣くとは」












　自分に対する苛いら立だちが募る。好きな女の子を傷つけて、今更実は好きだったとも言えず……これでは本当に、ただのガキそのものではないか。

「ち……っ！」

　人前では滅めつ多たに見せることのない、やさぐれた表情で舌打ちし、地面の石ころを蹴ける。

　と、ふと。遊具も何もない小さな公園のベンチに座って一人で本を読んでいる、同年代くらいの少女の姿が視界に入った。……都合のいいことに、人通りはほとんどない。藤とう堂どうの顔に、まるで霧きり村むら聖せい司じのように皮肉っぽい自じ嘲ちよう的な笑みが浮かんだ。

「……それじゃちょいと……慰めてもらうとしますかね」

　……自分は本当に最低だ。無関係な人間には無害なぶん、子供の方がまだマシだ。

「あー、ねえねえキミ」

　藤堂は公園に入って彼女にゆっくりと近付き、声をかけた。

「な、なんですか？　私ここで待ち合わせしてるんですけど」

　予想通り、彼女は露骨に警戒した視線を藤堂に向けた。黒髪で眼鏡めがねをかけた、今どき珍しいほどの地味な容姿の少女だ。藤堂のようなタイプの男にナンパされてほいほいついてくるような性格にはまったく見えない。

　藤堂は、いつものようにどこか愛あい嬌きようのある笑顔を浮かべ、軽い感じの声で言った。




「──服、脱いでくれる？」




「はあ？」

　自分がナンパされているとは推察できても、まさかいきなり脱げと言われるとは思ってもいなかったらしく、少女は怒りや恐れより先に呆あきれた顔をする。が。藤堂が彼女の冷たい視線も意に介さず、薄笑いを浮かべたままじっとその目を見つめ続けると──……。

「うん……わかったわ……」

　まるで催眠術にかかったかのように、とろんとした目になり、少女は服のボタンに手をかけて……藤堂の命令通り、服を脱ぎ始めた。

「あ、ちょっと待って、人目につくとまずいから」

　近くの樹きの陰へと少女を連れ込む。彼女は虚うつろな表情のまま、抵抗する様子などまるで見せず、再び服を脱ぎ始める。

【愛にあふれた薔薇色の世界エデン】。ユウが学園の生徒と偽って入り込んだとき教師に使った　《魅了》の術──相手を自分の意のままに操る魔術を、効果の持続時間、強制力ともに、格段に強化した異能。それが藤堂灯とう夜やの《奇蹟顕見能力タレント》だった。

　なんとも……最低な力だと藤堂は自嘲的に思う。自分の容姿や話術で魅了することこそナンパの醍だい醐ご味みだというのに。

　自分がこの能力を使って何人もの女性を毒どく牙がにかけてきたと知ったら、霧きり村むら聖せい司じや他ほかの男達はどう思うだろうか。軽けい蔑べつするだろうか。それとも羨うらやましがるだろうか。

　……そして何より……あの小さな剣客少女はどう思うだろうか。いつものように破廉恥だと言って斬きりかかってきてくれるだろうか。それとも本気で嫌われてしまうだろうか。ともあれ少なくとも、こんなふうに穢けがれきった自分には、きっと彼女を好きになる資格などないのだろう。そんなことを考えていると……萎なえた。

　ブラウスの前をはだけ、スカートの下のショーツに手をかけていた少女に命じる。

「あー、やっぱいいわ。脱ぐのやめ。キミはもう帰ってよし。処女膜を大事にね」

「あ、うん……」

　藤とう堂どうはそれきり彼女には興味を失い、ふらふらと家路についた。
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　少しさかのぼり、霧村聖司と藤堂灯とう夜やがナンパにいそしんでいた時間。女子寮の一室、冬ふゆ木き陽よう子こと三み日か月づき夕ゆう子こ（偽名）の部屋から煙が上がっていた。火は出ていないが、部屋中を黒い煙が充満している。

「ケホッ、ゲホッ、あーもうっ！　なに考えてんのよバカゆースケ！」

　咳せき込みながら急いで部屋の窓を全開にする。ベランダに出て外の空気を思い切り吸い込んだあと部屋の中に突入、キッチンでうずくまっていたユウを担いで再びベランダに出る。気分はすっかり消防隊員。

「うー……た、助かったぞ……ヨウ…コ……」

　陽子の腕の中で弱々しく言うユウに、

「助かったぞ、じゃないわよ！　あんたは二度とウチのキッチンを使うなってこないだ言ったでしょ！　なんでお姉ちゃんの言うことが聞けないの！　このバカチン！」

「……むー……誰だれがお姉ちゃんだ……」

　律儀にツッコみつつも、ユウはさすがに堪こたえたようで力なくうなだれた。

　……ベランダから部屋の中を覗のぞいてみると、壁やら床やら机やらダイエット器具にまで煤すすがかかっている。この惨状をもたらしたのは、言うまでもなくユウだった。せっかくの土曜日なので昼まで寝ていた陽子が、焦げ臭い匂においがして慌てて跳び起きると、既に部屋には煙が充満していた。これまでも何度かユウが料理に挑戦しては貴重な食材を炭化させることはあったのだが、これほどの惨状は初めてだ。

「ハァ……。……んで、今回は何を作ろうとしたわけ？」

　呆あきれつつも、どんな料理に失敗すればこうなるのかちょっと興味がわいたりする。

「……えーと……ビーフストロ…ング、だったかな。なんかかっこいい名前のやつ」

　ユウはばつがわるそうに小声で言った。

「……おいこらゆースケ坊主。……あんたそれ……洋食のレパートリーを広げるために今夜あたしが挑戦しようと思ってたやつじゃないの……」

「うむ。もしもヨウコがまだ作ったことのない料理を上う手まく作ることが出来たら、ヨウコも私のことを褒めてくれると思ったのだ」

　ユウが素直に動機を告白する。こういうストレートな好意は可愛かわいく思わないこともないのだが……それで失敗していては意味がない。むしろマイナスだ。

「で、上手く作れずにあたしが昨日のうちに買っておいた食材も全部無駄にしやがったと。奮発して買った特売品の牛肉まで……！」

　陽よう子こがこめかみを引きつらせると、ユウは慌てた様子で、

「……だ、だって、本には『初心者でも簡単にできる』って書いてあったのだ！」

「そんなのただの煽あおり文句よ！　料理の本を見てレパートリーを広げようと考える時点で既に初心者じゃないっての！」

「おおおっ！　そうだったのか！　ヨウコは頭がいいな！」

「誤ご魔ま化かすな！　ていうかゆースケ、あんたは初心者ですらないでしょう！　電子レンジもまともに使えないくせに！」

　するとユウは何な故ぜか得意げに平へい坦たんな胸を反らす。

「ふふーん、甘いなヨウコ、私の電子レンジの腕前はちょっとしたものだぞ。卵を爆発させるのが好きだ」

　ごんっ。……とりあえず頭をぶん殴ってみた。グーで。

「……うー。痛いぞヨウコ」

「それはあたしの心の痛みよ。……ていうか疑問なんだけど、どうしてガスコンロの火力であそこまで被害が拡大するのよ。なんかお鍋なべとか半分溶けてた気がするんだけど」

「だって……火が弱いとなかなか奥まで焼けないし……強いとすぐに焦げちゃうし……なんかじれったくなって、かくなる上はと魔術の炎で消し炭に──」

「するなあああああああ────ッ!!」

　べちこーん！

　ユウの頭を平手で叩たたく。ユウは涙目になって、ふてくされたように言う。

「むー……料理なんて、蜂はち蜜みつをかければみんな同じなのに……」

「んな……っ!?」

　その言葉は、料理人・冬ふゆ木き陽子の魂に火をつけた。心を落ち着けるために煙草たばこにも火をつけて、ふ──っと一服。紫煙が空に上っていく。

「……ふう……。おい馬ば鹿かゆースケ。ちょっとお前そこ座れ。シットダウン、プリーズ。いや、プリーズ無し。シットダウン！　命令！」

「……よ、ヨウコ、ちょっと目が怖いぞ……」

「いいから座りなさい！」

「は、はい……」

　ベランダに正座するユウに、陽よう子こはいかに料理が奥深いものであるか、人間にとって『食べる』という行為がどれほど重要なことであるか、懇切丁寧に懇々と説いた。実に一時間以上も、陽子は料理について熱く語った。ついでに、ユウのなんにでも蜂はち蜜みつをぶっかけるという行為がいかに罪深いものであるのかも。

「……ごめんなさい私が間違ってました私はアホなゴミ虫です。牛さん豚さん鳥さん、愚かな私を気が済むまでファックしてください」

　疲れた顔でガックリとうなだれ、反省のポーズをする。それからユウは、何やらキラキラした尊敬の眼まな差ざしで陽子を見つめ、

「……それにしても、ヨウコは料理が出来てすごいなー」

　お世辞ではないようなので（そもそも、このアホ吸血鬼にお世辞なんて気の利いたことが言えるわけがない）、陽子も悪い気はしない。

「ふふん、まあねー。自分で言うのもアレだけど、和食だったらそのへんのプロにも負けないわ。洋食の方はまだ精進が必要だけど、それでも人並み以上なのは確かね」

　自慢げに言う。が、それが自惚うぬぼれでないことは自分が一番よく理解している。事実を事実として認めそれを誇ることに、冬ふゆ木き陽子は躊躇ためらいを感じない。自信過剰なのは論外だが、過度の謙けん遜そんにも意味はないと陽子は思う。

「ヨウコはどうしてそんなに料理が上う手まいのだ。どこかで修行でもしたのか？」

　ユウの他た愛あいない質問に、陽子は少し遠い目をする。

「修行……ね。ま、たしかに修行かもね。実家で色々と。あたしのウチ、地元じゃ結構な名家だったから。いわゆる旧家ってやつね。ド田舎で、なんか古くさい風習とかいっぱい残っててさ。料理以外にも色々と仕込まれたわけよ。お茶にお花に日本舞踊。とにかく女らしく女らしくって……あの時代錯誤のポンコツども……」

　吐き捨てるように口走って……ユウの視線に気付きハッとする。

「あ、ゆースケ、今のは霧きり村むらには内緒ね」

　ユウは怪け訝げんな顔をしながらも、「え？　ああ、うん……わかった」と頷うなずいた。

「……でも、全然名家のお嬢様には見えないぞ。今も煙草たばこを吸ってるし……」

「あははー、中一のときにちょっと色々やらかしちゃってね。伝統あるお嬢様学校として名高い山奥の女子校に放ほうり込まれたんだけど。そこがまあなんというか……世間の評判とは全然違うアレな……女子校に幻想持ってるっぽい霧村とかには絶対言えないくらいアレなところだったワケよ。煙草とかＢＬとか、楽しいコトは全部そこで教わったわ。言っとくけど、あたしなんてそこでは大人おとなしい方だったのよ？」

「……ヨウコが大人おとなしい方……それは……その…………地獄絵図だな……」

　ユウが真顔で言った。

「あんたなにげに失礼ね……。ま、とりあえず昔話はこれでしゅーりょーね。つーかなんで、あたしが知られざるミステリアスな過去を話さなきゃいけないのよまったくもー。あたしはベリベリキュートで文武両道で家事万能で完かん璧ぺき超人な女子高生の冬ふゆ木き陽よう子こ。それ以上でも以下でもない。もちろん、前世が千年前の魔術師って設定もどうでもいいの」

　むー、とユウは不満げな顔をする。そんな前世の恋人に、

「ほら、それじゃ部屋の掃除をするわよ。そのあとは買い物」

「買い物!?　つまりデート!?　デートなのか!?」

　ユウがぱあっと顔を輝かせた。

「……食料の買い出しよ。あんたが駄目にしやがったせいでね。ついでにどっかでお昼も食べるけど、あんたはドッグフードに蜂はち蜜みつかけて食ってれば？　ま、お掃除を頑張ったら考え直してあげるけどさ」

「が、頑張る！　私は頑張るぞ！」

　尻尾しつぽがあったら振りまくっているに違いない雰囲気のユウに、陽子は苦笑し……なんか手のかかるきょうだいがもう一人出来たみたいだな、と思うのだった。
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　藤とう堂どうなしでナンパを続ける度胸もないし、かといって他ほかに何かやることがあるわけでもないので、俺おれは適当に街をぶらぶらすることにした。この街に腐るほどいる、暇な学生そのものだ。一人で時間を潰つぶせる場所なんて限られているので、俺の足はなんとなく、映画館《白びやつ虎こ座ざ》へと向いていた。先日俺は、そこで陽子と一緒に感動的な映画を観みた。それは愛と感動の物語で、素晴らしい純愛ラブストーリーだった。主人公の少年と幽霊の少女が織りなす、美しきロマンスだった。

　またあの映画でも観ようかな、と思いながら歩いていると。

　……映画館の前で、メイド服の女性が視界に入った。

　灰色の髪と瞳ひとみをした美人さん。年齢的には十八歳かそこらで、ものすごく整った顔立ちなのだが無表情でかなりキツい印象がある。右目に眼帯を付けており、厳しい雰囲気をより強調している。名前はシズ。あのウサギ男と同じく、ユウの父親に仕えてるという。

　彼女は、映画の看板に親の仇かたきを見るような視線を向けたり、入り口に向かって歩きそのまま中に入るかと思いきや寸前で引き返したり、道の真ん中で気難しそうな顔でブツブツ呟つぶやいたりと、全方向に怪しさを振りまいている。道行く人も、みんな彼女を迂う回かいして通り過ぎていく。映画館の警備員もどうしたものかと困った顔をしている。

　この街にはくおんちゃんを筆頭におかしなファッションセンスの人間が多いので、メイド服やユウみたいなロリータで歩いていてもそこまで奇異の目で見られることはあまりないのだが、格好が変でさらに行動まで変だとさすがに引かれるらしい。

　……宗教かな？　そんなことを思いながら彼女の奇行を観察していると。

　目が合った。

　合ってしまいました。

　俺おれは極めて自然にＵターン。

「さーて、部屋に戻って学校の宿題でもやろうかなあ！」

　が。

「──お待ちください霧きり村むら様」

　あろうことが呼び止められてしまった。後ろから規則正しい足音が聞こえる。……道行く人の「なにこの人この変なメイドと知り合いなの？」という視線が痛すぎる。

　仕方なく振り返る。ここはひとつ、雰囲気を和らげるためフレンドリーに挨あい拶さつを。

「えーと、その……はろはろー、シズさんー。お元気ですかー」

　シズさんは、こちらをモノか何かだと思っているかのような無機的な視線で見ながら、深々とお辞儀した。

「馴なれ馴なれしいです身のほどをわきまえなさいこの軟弱者。へらへらした顔が不愉快です目障りです」

「……!?」

　……今、なんか小さな声で暴言を吐かれたような……。

「……さて」

　顔を上げたシズさんが、無表情のまま口を開いた。……空耳だったのかな？　とりあえず気にしないことにした。めんどくさいし……怖いし。

「霧村様、少々お時間をいただけますか」

「……え、あ、いや、だからその……宿題をしないと……家に帰って……」

「では参りましょう。ついてきてください」

「ええっ!?」

　俺の答えを完かん璧ぺきに無視して、ついてこなければ許さないと言わんばかりにシズさんは歩き出した。逃げたいけど……あとが怖そうなので仕方なく、俺はシズさんの半歩後ろからついていく。シズさんはこちらを振り返る様子もなく、どこへ行くのかすら言わない。俺なんかとは口もききたくないってことですかそうですか。

「えーと……シズさん、今日はいい天気ですね」

「べつに」

　視線すら動かさず平へい淡たんな声で言われ、会話終了。うう……気まずい。どうもこの人は苦手だ……。ツンツンしてて冗談とか通じなさそうだし……。そもそも俺、陽よう子こが怪け我がをして俺おれのタレントが明らかになったあの日以来、この人と顔を合わせてないんだよなあ……思い返すと、会話したことすらないような気がする。こりゃ緊張するわけですよ。

「えーと……し、シズさんはいつもメイド服なんですか!?」

　やべ、いきなり何を聞いてるんだ俺は。このタイミングでする質問じゃねえだろ！

「そうですが、何か」

　おっと！　意外なことに会話が断絶されなかった！「何か」ときましたよ！

「ほ、他ほかの服とか着ないんですか!?」

「メイドですから」

「そ、そうですか！」

「はい」

「…………」

　会話終了！　そうですかじゃねえよ俺！　そこでたたみかけろよ俺！

「……私は……」

　しかし意外なことに、シズさんが再び口を開いた。俺に向けて話しかけるという様子ではなく、一人呟つぶやくように。

「……私は……ユウ様のように美しくありませんから。こんな灰色の髪と瞳ひとみに合う服など……どこにも」

　……たしかにユウは幼さを差し引いても呆あきれるくらい綺き麗れいだし、透き通るような銀髪の感触は人間の髪とは思えないほどだが（まあ、実際に人間ではないのだが）……。

「シズさんも十分に綺麗だと思うけど」

「見え透いたお世辞を言う軽薄な人間は好きではありません」

　思わず口をついて出た俺の本音を、シズさんは一いつ蹴しゆうした。……難しい人だな。お世辞じゃないと言って信じてもらえるとも思えないし…………そもそも、べつに無理に信じてもらおうとも思わないし。

　ともあれ、またしても会話は弾まなかった。えーと……何か他に話題になるようなものは……ときょろきょろ周囲を見回しながら歩いていると、

「霧きり村むら様。先ほどから挙動が不審です。何か心の病でも患っておいでなのですか？」

　シズさんがこちらを冷たい目で見て言った。

「……いや、その……恥ずかしながら、陽よう子こ以外の女の子と二人で歩くのって慣れてないもんで……だからその……緊張しちゃって」

　緊張している最大の理由ではないが、噓うそというわけでもない。

「……女の子、ですか」

　シズさんがその単語を淡々と繰り返した。……しまった！　怒らせたか!?　実年齢は知らないけど千歳のユウに幼い頃ころから仕えてるって言ってたから相当なものだろうし、そもそも実は人間でも《試作型プロトタイプ》でもないとか何とか言ってたし……だからとりあえず若い感じがする言葉を選んでみたのだが……。

「……女の子」

　眼帯メイドは何な故ぜかもう一度呟つぶやくように言った！　ひいっ、やっぱり怒ってる!?

「あの……シズさん？」

「なんでしょうか」

「……怒ってます？」

「そう見えるのでしたら、そうなのではありませんか？」

　すげなく言って、早足ですたすたと歩き出す。

「…………女の子……女の子……きゃっ」

「え？　何か言いました？」

「べつに」

　……うん、まあ、その……もうこの人と和やかな会話を望むのは諦あきらめよう……。
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　煤すすまみれになった部屋の掃除を一通り終えたあと、冬ふゆ木き陽よう子こはユウを連れて、遅めの昼食をとるべく繁華街へ向かった。寮の近くの学生食堂で済ませても良かったのだが、たまにはプロが作った料理を食べて刺激を受けるのもいいだろう。何でも蜂はち蜜みつをかけたがる悪食お姫様に、料理の美お味いしさをみっちり仕込んでやる必要もあるし。

「……うう～……ヨウコ……私はもうお腹なかがぺこぺこだぞ。べつにどこの店でもかまわないから、はやく入ろう」

　ユウが駄々をこねた。

「うーん……もうちょっと待ってなさいゆースケ。たしかこのあたりに美味しいって評判のパスタのお店があった筈はずなのよ。めいっぱいお腹を空すかせて楽しみにしなさい。空腹は最高の調味料なんだからね」

「ヨウコ、それは違うぞ、最高の調味料は蜂蜜だ。パスタにもきっと蜂蜜は」

「うるさい黙れ」

「うう……ヨウコが冷たい……」

　泣きそうな顔をするユウを無視して陽子が店を探してきょろきょろしていると、

「あ、陽子ちゃん」

　一人の少女とばったり遭遇した。クラスメートで、真ま那なやくおんほどではないがそこそこ仲の良い友達である。まあ、クラスのほとんど全員がそんな感じの仲なのだが。面倒見のいい冬木陽子は、クラスでも男女問わず人気がある。

　それはそうとして、彼女は街の情報に明るく、美お味いしい店などの噂うわさにも強い。陽よう子こは渡りに船とばかり、

「あ、ちょうど良かった斉さい藤とうさん、このへんに美味しいパ──」

「ねえねえ陽子ちゃん、さっきすっごい美人の女の人と霧きり村むら君が一緒に歩いてたんだけど、陽子ちゃん、そのこと知ってる？」

「んあ？」

　不意打ちを食らって、陽子は思わずぽかんとした顔をする。

「セイジが他ほかの女と!?　あの男……何を考えているのだ……！」

　ユウが身を乗り出し、憤りを露あらわにした。

「その話、詳しく聞かせてもらおう！」

「わ、夕ゆう子こちゃんが怒ってる……。えーとね、なんかすごい美人の外人さんで、髪の色は夕子ちゃんの髪の毛よりもちょっと暗い感じの銀……っていうか灰色かな？　あと眼帯みたいなのを付けてて……それで、メイド服なんて着てたの！」

「「なーんだ……」」

　ユウと陽子が同時に安あん堵どの息を漏らす。

　灰色の髪で眼帯をしたメイド。そんな格好の女は、シズ以外にいない。ユウが聖せい司じの血を吞のんでしまったので、ユウを守る立場である彼女が聖司をどうこうするとは思えない。だったらどうして一緒に歩いていたのか……という疑問はあるものの、多分街で偶然会ったとかそんな感じだろう。間違っても色気のある話ではない。

「えー、なにその反応ー。つまんないなあ」

　どうも修羅場を期待していたらしく、斉藤が不満そうな顔をした。

　陽子は苦笑しつつ、彼女に探していた店の場所を聞いて、別れた。
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　──くっ！　私としたことが……！

　クラスメートの斉藤さんと別れ、再び陽子と一緒に目的の店に向かう道すがら。ユウは胸中で毒づいた。

　先ほど『霧村聖司と美人の女が歩いていた』という話を聞かされたとき、つい頭に血が上ってしまった。べつに聖司のことなんて、何とも思ってない筈はずなのに。むしろ聖司が誰だれかそのへんの知らない女とでもくっつけば、陽子はフリーになり、自分にとっては好都合の筈なのに。それなのにあんなふうに取り乱して……。

　これではまるで、私がセイジのことを……くそっ……！

　──【無間地獄ストロベリーフイールド】の血を吞んだ者はその能力者に心を惹ひかれる──。

　なんて最低な能力だ。まさにあの陰険な男に相応ふさわしい、陰険な能力だ。

　……さらに、霧きり村むら聖せい司じの血に対する飢えもまた酷ひどくなっている。昨日陽よう子こに血を吞のませてもらって少しは持ち直したものの、やはり気休め程度にしかならなかった。どうにか陽子には誤ご魔ま化かせているものの……本能のレベルで聖司の血を求める。ふと気を抜くと、すぐにでも聖司を求めて飛んでいきそうな自分に気付き愕がく然ぜんとする。美お味いしいパスタなんてどうでもいい。大好物の蜂はち蜜みつですら、今はいらない。ただ血が吞みたい……霧村聖司の血を存分に浴びるように吞みたい……！　そう思うだけで身体からだが焼けるように熱くなり、妙な力が全身から溢あふれ出しそうになる。

　実を言うと、今日部屋をあんなふうにしてしまったのも、魔術がコントロールできなかったからだ。でなければ、いくらなんでも一番扱いに慣れている炎の魔術で、鍋なべを溶かしてしまうような真ま似ねをするわけがない。

　──シド……早く【無間地獄ストロベリーフイールド】をどうにかする方法を見つけてこい……！

　あの変態ウサギ執事をあてにするなど甚だ不本意だが、しかし今は奴やつだけが頼みの綱だ。いずれ第二の《コミュニティ》の刺客が来ることを承知の上で、シドに自分達の護衛ではなく【無間地獄】の方を優先させたのだ。案の定聖司が刺客に襲われたし……これでシドが任務に失敗したら本当に最悪だ。

「ゆースケ？　どうかした？」

　口数少ないユウを心配に思ったか、陽子が声をかけてきた。

「……うう……お腹なか空すいた……」

「ほらほら、もう少しの辛抱だって。あ、ほら、あのお店じゃない？」

　……陽子の笑顔を見ていると、元気になる。自分は絶対に、陽子と一緒に幸せになるのだ。エシュターの生まれ変わりである、陽子と。

　──私は……絶対に【無間地獄】なんかに負けないぞ……！　セイジなんかに心を許したりしないぞ……！　見ていてくれ……エシュター……！
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《ラブホテル　真実の塔》。

　それは夜や光こう市の繁華街の端っこの方にそびえ立つ五十階建てのホテルで、夜光市で最も高い建物でもある。市内にもそれなりの数があるその他ほかのブティックホテルとは違い、「ラブホテル」という単語がれっきとした正式名称として登録されており、入り口の看板にもでかでかと「ＬＯＶＥ　ＨＯＴＥＬ」と書かれていて、しかも壁が原色のピンク色のため、普通の神経の人間が入るのには相当の勇気を要する。もちろんまったく流は行やってない。度胸試しだか罰ゲームだかで入った者の話によると、中の設備は「まあ普通に十五年くらい前のラブホ」らしい。ちなみになんと市営であり、利用料金は非常に安い。「ムーンチャイルドのカップルに安らぎの場を」というのが建前らしいが、『交配実験』のためである、というのが定説だ。普通の自治体なら取り締まられる若者同士の不純異性交遊を市が公に認めることで、ムーンチャイルド同士、あるいはムーンチャイルドと普通の人間とを積極的に交わらせて、子供を産ませる。その子供がタレントを持っている確率はどの程度か……そんなところか。

　実際に利用する人間こそほとんどいないものの、少なくとも『えっちなことはいけないと思いません。むしろ推奨』という夜や光こう市のスタンスを示すシンボルとして、《ラブホテル　真実の塔》はその役割を果たしていた。




　……そんなホテルの前に現在、何な故ぜかわたくし、霧きり村むら聖せい司じは立っています。不思議。




　シズさんのあとを黙ってついていくと、昼間の繁華街だというのにだんだん人通りが少ない方へ少ない方へと向かっていき……ついに、繁華街の片隅にあるこの場所と連れて来られてしまったのだ。

　シズさんは俺おれの動揺に気付く様子もなく、ホテルの中へと入っていこうとする。

「ちょ、ちょっと待ってくださいプリーズ！　お、俺たち、まだ何も始まってもいないのに……い、いきなりこんな……！　心とパンツの準備が！」

　さすがに素直についていくわけにもいかず、俺は焦ってわけのわからないことを口走った。するとシズさんは五月蠅うるさげに振り返り、

「……ここまで来て何を言うのですか。まったく……度し難い人ですね。私の部屋は最上階です。ほら、はやく行きますよ」

「や、やっぱり部屋に連れ込むんですか……！　そしてそのあとは……」

　……って、アレ？　今、何かちょっと変な言葉を聞いたような……。

「えーと……私の、部屋？」

　シズさんはこくりと頷うなずき、

「ええ。このホテルの管理者に長期間の滞在をお願いしたところ、快諾していただけましたので。ユウ様に《庭園》にお戻りいただける日が来るまでは、このホテルの一室が私の住居となります。本来ならユウ様のおそばにお仕えしたいのですが……ユウ様に『お前は邪魔だ』と胸が痛くなるようなことを言われましたのでやむなく。冬ふゆ木き様のお部屋は三人で住むにはさすがに狭いですし……。まあ、冬木様も見かけによらずしっかりしたお方のようですので、お世話をお任せしても大丈夫だとは思いますが……」

　そんなことは聞いてないし、興味もない。

　それよりも。

「えーと、シズさん。そこの看板の文字、読めます？」

　入り口にでかでかと飾ってある看板を指さす。けばけばしい装飾のなされたフォントで『ＬＯＶＥ　ＨＯＴＥＬ』と書かれた看板を。

　彼女は心外そうに眉まゆをひそめた。

「……霧きり村むら様、あなたは私を馬ば鹿かにしているのですか？　思考言語が日本語に設定されているとはいえ、この程度の簡単な英語、読めないわけがないでしょう。ラブホテル。あえて日本語で訳せば『愛の宿る場所』といったところでしょうか。美しい言葉です」

　完全に真顔でシズさんは断言して。

「では、参りましょうか」

「…………」

　……あー……なるほどー……。……なんかちょっとだけ、この人のことが解わかってきた気がするぞ。この人はアレだ……さすがユウに仕えるメイドだけあって……天然なんだ。

「はぁ……」

　深々とため息をつき、俺おれはシズさんと一緒にホテルに入るのだった。




　　　†　†　†




　評判の店だけあって、パスタはそれなりに美お味いしかった。

「さーて、あとは食料買って帰るとしますかー」

　陽よう子こはそう言って、隣を歩くユウを見た。ユウは何やらブツブツと、

「うーむ……たしかに美味しかったのだが……やはりなにか物足りない感じがする……そう……具体的には蜂はち蜜みつ……。あの産地直送の海の幸、ぷりぷりのエビや貝に、とろーりとした甘い蜂蜜を絡めることで、きっと絶妙なハーモニーが生まれたに違いないというのに……えへへ……想像するだけで……じゅるり……」

「…………おげえ」

　蜂蜜をかけたシーフードパスタをイメージしてしまい、陽子は思わず顔をしかめた。

　──やっぱりこの小娘の味覚は、一度徹底的に矯正する必要があるみたいね……。

　そう思いながら歩いていると。

　陽子の前に、またもクラスメートの斉さい藤とうさんが現れた。

「あー、間に合った、陽子ちゃん！　大変なの！　今度こそ大変！」

「な、なにが？」

　尋常でない様子の彼女に、陽子はたじろぎながら尋ねる。

「さっき友達から聞いたんだけどね、霧村君とすっごい美人のメイドさんが一緒にホテルの中に入って行ったのを見たんだって！」

「「ホテルだあ!?」」

　陽よう子ことユウが声を合わせて言った。

「う、うん……しかもよりによって《真実の塔》なんだけど……」

　陽子とユウは顔を見合わせる。

「ゆースケ。確認するけど、シズさんって、もしかして霧きり村むらのこと狙ねらってたりする？」

「……あの腹黒メイドの考えていることなど私には解わからん。たまに平然とした顔でとんでもないことをやらかすし……」

　先日誤ってシズの調合した媚び薬やくを吞のんで酷ひどい目にあったことを思い出し、ユウは顔をしかめた。用がないときは自分の前に姿を見せるなと言ってあるので、どこに住んでいるのかすら知らなかったが、まさかまた何かろくでもないことを企たくらんでいるのではと不安になってきた。近くに置いて監視すべきだったかもしれない。

「……シズはなんというか……自分のことを真人間だと思い込んでいるぶん、シドよりもタチが悪いというか……これは以前シドがシズを評して言った言葉だが、『真顔で自分の掘った落とし穴に自分で落ちるドジっ娘こメイドちゃん』らしい。シドの言葉に同意するのは癪しやくだが、私も的を射ているとは思う」

「それじゃまるで霧村じゃないの！」

「うん……よく考えるとセイジとシズはちょっと似たところがあるかもしれないな」

　……まずいな、と陽子は思う。

　これは思わぬ伏兵だ。思い返してみるとシズはとんでもない美人だし、メイド服に隠れて見えないけどスタイルも相当良さそうだし、外人さんだし、それに何より、腹黒い。ひねくれ者の霧村聖せい司じと気が合ってしまっても、まったく不思議ではない。ホテルに行くくらいだから……か、カラダの相性までいいのかもしれない！

「くっ……霧村……あたしとだってまだホテルなんて行ったことないのに……！」

「修羅場!?　やっぱり修羅場なのね!?」

　興奮し小鼻を膨らませる斉さい藤とうさんを無視して、陽子はユウに告げる。

「ゆースケ」

「う、うむ」

「カチコミよ」

「わ、解った！」

　陽子がタレント【堕ちない林檎リバテイ・グラビテイ】を連続発動し、空中に極彩色の足場を作る。ここから《真実の塔》までは結構遠いが……空中から最短距離で突っ走ってやる。

　ユウが魔導具《鮮血の貴女カーミラ》に命じて背中から赤い翼を出現させる。

「待ってなさい！　霧村！」

「わ、私はセイジのことなどどうでもいいのだが、ヨウコが行くなら私も行く！」

　二人の少女は口々に叫び、大空へと駆け上がった。
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　まくれあがったスカートからのぞく白磁のような脚の眩まぶしさに、俺おれの目は吸い寄せられる。ほとんど無意識にそっと撫なでると、「やぁんっ！」という喘あえぎ声がシズさんの口元から漏れる。「やぁんっ！」ですよ。ベッドの上で仰あお向むけになる彼女は、俺が触れるたびに過剰に思えるくらいの反応を返してくれる。どこのＡＶかエロゲーだと思ってしまうほどに、激しく。「やぁっ、んぁっ、ァんっ！　あぁっ！」ほんとこれ、なんてエロゲ。メイドさんと。こんなとこで。……可愛かわいい声をもっと聞きたくて、ついつい色んなところを触りたくなってしまう。服の上から胸に触れてみる。そこまでボリュームがあるわけではないものの、手が吸い込まれるような感覚がヤバい。必死で押し殺そうとしているのにそれでも漏れてしまうシズさんの声がとても心地良くて脳が溶けそうになる。以前陽よう子こにやられたことを思い出し、今度は耳を舐なめてみる。灰色のメイドは再び甲高い声で鳴く。

　──なにやってるんだろう、俺……。ぼんやりした頭で、振り返ってみる。

　何な故ぜこんなことになっているのか……なんで俺は、シズさんをベッドに押し倒して、足だとか胸を触りまくっているのか。頭の中が真っ白だ。獣の本能が脳のう髄ずいを支配する。

　ウサギ執事や御厨みくりや槐えんじゆにすら壊せなかった俺の日常ラブコメが、壊れていく──……




　……──というわけでここから回想シーン。↓




《真実の塔》の中は、外から見た印象とほぼ変わりない、なんというか、こういうホテルの存在をまったく知らなかった人が「男と女がいちゃいちゃする場所だよ」という説明を聞いて想像だけで造ってしまったような雰囲気が漂っていた。壁が原色のピンクに赤色のハートマークがびっしりとか、ちょっとあり得ないのではないだろうか。

　フロントの奥からはテレビかラジオから漫才の声が聞こえてきて、どうせ客なんて来ないからという投げやりな雰囲気が漂いまくってるし。

　……でも俺もこういう場所に来るのは初めてだから、もしかするとこれが普通なのかも……──いや、いやいや違う、断じて違う！　あまりのアレさに思わず自分を疑ってしまったが、やっぱりこれはどう考えてもおかしい。

　中を黄色一色に塗られたエレベーターに乗って、最上階にあるというシズさんの部屋に向かう。狭い廊下を、二人ぶんの足音だけが響く。あー、緊張するなあ……。

　ルームナンバー『５０１３ゴー、お父さん』の部屋の前でシズさんが立ち止まり、鍵かぎを開ける。

「どうぞ」

「あ、どうも……お邪魔します……」

　緊張しながら部屋に入る。そこはかなり広い部屋で、内装は意外にも普通。外のアレさに比して、なかなか落ち着いたいい感じの雰囲気だ。部屋の真ん中で圧倒的な存在感を放っている回転するベッドって、外では既に禁止されてるんじゃなかったっけか。ま、外のことなんて別にどうでもいいけどさ。……あ、大きなテレビがある。カラオケまで！　大抵のブティックホテルは同じ値段で泊まれるシティホテルなんかよりよっぽど豪華なんだぜという藤とう堂どうから聞いた豆知識は間違ってなかった！

　……で、それはともかくとして、明らかにホテルの備品ではないようなものまで置いてあるのが気になるのだが……。アンティークっぽい棚の中に、何な故ぜかフラスコだとかネズミや蛇のホルマリン漬けだとか見たこともない植物だとか妙な色をした薬品の瓶だとかが並んでいて、まるでどこかの研究所のようだ。ラブホっぽいアンニュイな雰囲気と、実験室チックなマッドな雰囲気が変な具合に混在していて、まったく落ち着かない。

「リラックスなさって結構です」

　きょろきょろと挙動不審になってしまった俺おれに、シズさんが無む茶ちやなことを言った。ここでどうリラックスせよというのですか。

「お茶の準備をいたしますので少々お待ちください」

「え、あ、はい、お構いなく……」

　窓際に、シズさんが持ち込んだと思われるやたらと高そうな木製の椅い子すと丸テーブルのセットがあったので、座る。ブラインド越しに見える五十階からの眺めはそれなりに素晴らしい。だが、そんな景色を楽しんでいる余裕は今はない。

　本物のメイドさんがお茶を淹いれてくれるって結構素敵な体験ではなかろうかと思いながら、シズさんの様子を窺うかがう。

　棚に置いてあったティーポットにスーパーで売ってるような徳用のティーバッグを入れて、そこに電気ポットからすごく大ざっぱにお湯をジャーっと注いでいる。

　……いやまあ、べつにいいけど。どうせ紅茶の味なんてわかんないし、メイドさんに紅茶を淹れてもらったという事実そのものが重要なのであって……。

　シズさんがティーポットとカップを持ってこちらにやってくる。カップに紅茶を注ぎ、テーブルの上に置いて俺の対面に座り、ずずっ、と紅茶を一口──

「って、自分で飲むのかよ！」

「……飲みたいのでしたらご自分でどうぞ。カップはそこの戸棚に」

　紅茶を飲みながら、シズさんは冷たく言った。……えーと……これはもしかして遠回しな嫌がらせなのかな？　いや、全然遠回しじゃないか。めちゃくちゃ露骨か。

「……べつにいらないです。喉のど渇いてないし。……で、そろそろ俺をこんなところまで呼んだ理由を聞かせてもらえませんかね」

　……ちょっと棘とげのある口調になってしまった感は否めない。

「……こんなところ」

　シズさんの眉まゆがぴくりと動いた。が、すぐに何事もなかったように表情を消して紅茶をずずっと啜すすり、そっとカップを置いた。

「……ユウ様に仕える者として、霧きり村むら様とは一度、じかにお話をして人となりを見ておきたいと思っておりました」

「……？　なんで？　俺おれがユウの前世の恋人……えーと、エシュターだっけか。その人の転生だっていうのはユウの勘違いで、本当の転生体は陽よう子こ。俺はなんの関係もないただの一般人。ユウには俺の血が必要だけど、必要なのはあくまで血であって、俺自身の人格とかはどうでもいい……そういうことだった筈はずじゃないんですか？」

　自己確認の意味を込めて、俺はあえて説明的な言い方をした。

「……まあ……それはその……そうなのですが……」

　シズさんは何な故ぜか言葉を濁す。

「……く……どうしましょう……ユウ様があなたに好意を抱いている可能性があると、この男にはっきり言ってしまっていいものなのでしょうか……いえ、ユウ様のことを考えれば私の口からこんなことを申し上げるのはあまり好ましくないことなのでしょうが、しかしこの男の言う通り、それを説明しなければ何故私がこんな男を自分の部屋に招いたのかという理由付けが非常に不自然になってしまうというのも事実……私としたことが……すぐに何か適当な言い訳をでっちあげねば……しかしどう言えばいいものでしょうか……何かないですか……何か……」

「あのー……シズさん……？」

「霧村様！」

「は、はいっ!?」

　いきなり大声で名前を呼ばれて驚く俺に、




「す、好きです！」




　──んなっ!?

　驚きすぎて椅い子すからずり落ちそうになった。しかしいきなり告白してきたシズさんはもっと慌てた様子で立ち上がり、

「な、何を言っているのですか私は！」

　乱暴にテーブルに両手をついてこちらに身を乗り出し、

「ち、違います！　冗談です！　私があなたのような軟弱者に好意など抱くわけがないでしょう！　あなたを構成する全すべての要素のうち何か一つでもこの私に好意を持たれるようなものがあるとお思いですか！　ないでしょうありはしません絶無です！」

「え、あ、はい……そ、そうですね。ごめんなさい……」

　すごい剣幕のシズさんに、なんだかよくわからないけどこくこく頷うなずいて謝ってしまう。

　シズさんは、取り乱したことを恥じるかのように赤面し、淡々とした口調で、

「……ふう……まったく……いい加減なことを言わないでもらいたいものです。……紅茶がこぼれてしまったではありませんか……」

　ええっ!?　何な故ぜか俺おれが悪いみたいになってる!?

　シズさんが紅茶で濡ぬれたテーブルを布ふ巾きんで拭ふき始める。時折俺の方にキツい視線を向けながら。

　……まさかとは思うがこの人、本気で心の底から、紅茶がこぼれてしまったのは俺のせいだとか思っているのではなかろうか。…………だとしたらちょっと面白すぎるぞ。

　どうしたものやら……と思いながら、俺は何となく視線を泳がせ室内を見る。透けたガラスの向こうに浴槽が見えて、今気付いたけど天井は鏡になっている。さすが愛の宿る場所……なんかすごい。

　……お？

　すぐそこにあった、アレげなものが並ぶ戸棚の一つの、よく分からない小動物の骨格標本とよく分からない鳥類の骨格標本（どちらもガラスケース入り）の間に、何やらパンフレットのようなものがはみ出しているのを見つけた。

「……？」

　何気なく、俺は椅い子すに座ったまま手を伸ばし、それを取った。

　……パンフレットのようなというか、パンフレットそのものだった。映画の。

「あ……！」

　テーブルを拭いていたシズさんが気付いて手を止める。

　パンフレットは、例の二週間前に観みた、とても感動的な映画のものだった。なんでこの映画のパンフレットがこんなところに……。

　怪け訝げんに思っていると、いきなりシズさんにパンフレットを引ったくられた。

「か、勝手に見ないでいただきたいです。まったく……これだから下げ賤せんの者は……！」

　少し頰ほおを赤らめて、シズさんはパンフレットを隠すように背中にまわした。

「……もしかしてシズさん、この映画好きなんですか？　あ、そういや今日も映画館の前にいましたよね」

　するとシズさんは開き直るように正面から灰色の隻せき眼がんで俺を見据すえ、

「だったらどうだというのですか。あなたには関係のないことでしょう」

「いや、なんか映画館に入るのを躊躇ためらってたみたいだったから……」

「…………。……さすがに同じ作品を五回となると、怪訝に思う者がいる可能性もありますので。ユウ様を陰ながら支える身としては、あまり目立つわけには参りません」

　……うわ。まさか映画館の前であんな怪しさ一〇〇パーセントの行動をしておいて、目立ってないつもりだったのか。ていうかもう四回も観みてたのか。

「なんですかその目は……。何か言いたいことがあるのなら仰おつしやってください」

　……言いたいことはある。山ほどある。が、

「いやその……実は俺おれも好きなんですこの映画。泣けますよね」

　すると彼女は、一瞬鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をしたあと、なんかやたらと興奮した様子で後ろ手に持っていたパンフレットを「どん」とテーブルの上に叩たたきつけ、

「そ、そうなのです！　これはたいへん感動的で素晴らしい作品なのです！　あの無礼なウサギ男は話が陳腐だの設定がありがちだの制作費が安そうだの役者の演技が下へ手ただのＢ級だの色々と難癖なんくせをつけていましたが、そのようなことは些さ細さいな問題です。この作品で涙を流さない者は人の心を知らないとしか思えません」

　おお……おおおおおお……！　は、激しく同意なのですが！　俺と一緒に観に行った陽よう子こは寝やがったし、前に観たとか言っていたクラスの知り合いも陳腐だとか退屈だとか散散こきおろしやがったし、絶対に最高だからと言ってチケット代を半分出してまで観に行かせた御厨みくりやと藤とう堂どうに至っては、翌日何か可哀かわい想そうな人を見るかのような目で、「……あーめんどくさかった……霧きり村むら君って、意外と純情なんだね……」だの「噓うそだお前みたいなひねくれ野郎がこんな普通の映画で感動なんてするわけがないさてはお前は偽物だな本物の霧村をどこへやった！」だの、とてつもなく失礼なことを言われて結構本気で傷ついたりしたのだが、やっと……初めて俺おれと意見が合う人を見つけた……！












「シズさん！」

　思わず手を差し出す。シズさんは少し目を見開いて俺の手をまじまじと見つめたあと、

「フッ……」と微かすかに笑って、その手を握り返した。冷たい雰囲気で、しかも人間ではないという話だったけど……彼女の手はちゃんと温かかった。




　　　†　†　†




「ここが……《ラブホテル　真実の塔》……こんな近くまで接近するのは初めてだわ……なんというかこう……すごい障しよう気きが漂ってるわね。歩くだけでＨＰが減りそうな」

「うむ……魔王が住んでいてもおかしくなさそうだな」

「こんなどピンク色した塔に住んでる魔王がいたらイヤすぎだけどね」

　空を疾走し、《真実の塔》まで直線距離でやってきた陽よう子ことユウは、塔のあまりに禍まが々まがしいというかなんというかアレな雰囲気に気け圧おされながら、口々に言った。

「斉さい藤とうさんの『友達から聞いた』って話を鵜う吞のみにしてついノリでここまで来ちゃったんだけど……本当にこの中に霧きり村むらとシズさんが入っていったの……？　なんか……勘違いであってほしいっていうか、ぶっちゃけさっさとこんな場所からは逃げたいんだけど」

「……たしかに、これで勘違いだったらかなり恥ずかしいな」

　陽子の言葉に、ユウは神妙な顔で頷うなずく。

「ゆースケ、あんたの《探知》の術で確認できないの？」

「無理だ。私が探知できるのは自分の魔力と、特殊な術でマーキングした相手だけだからな。ついでに言えば《探知》には専用の魔導具が必要で、シドの奴やつがそれを持っていってしまったから」

「専用の魔導具が必要……ああ、そういえばそうだったわね」

　頭の中に入っている前世──魔術師エシュター・ハミルトンの知識から魔術についての情報を引き出し、陽子は言った。

　ダウジング用のクリスタルみたいな魔導具を補助として使用することで、初めてあの術は使用可能になる。《結界》を張るにも道具を使う必要があるし、魔術というのは意外と不便なものだと陽子は思う。道具なしでも使える炎とか氷とか光の剣とかの単純な術なんて、現代社会ではほとんど役に立たないし。

「……となると、一部屋ずつ虱しらみ潰つぶしに探していくしかないわけだけど……うーん……」

　利用者の情報を簡単に教えてくれるわけがないし、一部屋ずつ調べていくにしても、五十階建てのこの塔に一体どれだけの部屋があるかなんて考えたくもない。そもそも使われている部屋を探すということは、カップルがゴニョゴニョしてる場面に踏み込むということで、さすがの陽よう子こでも気まずすぎる。

「ヨウコ、シズの居場所なら多分すぐに判わかるぞ」

「なんですと!?」

　あっさりしたユウの言葉に驚く。

「シズは高いところが好きだからな。ホテルに泊まるときも最上階を選ぶに違いない」

「でかしたゆースケ！」

「えへへ」

　そして二人は、ついに意を決して《ラブホテル　真実の塔》へと乗り込む。

　利用可能な部屋とそうでない部屋を表示する電光パネルを確認すると、五十階にある部屋のうち光が灯ともってないのは──というか全すべての部屋のうち使用中なのは『５０１３』号室のみ。本当に大丈夫なのかここはという当然の疑問が陽子の頭をよぎるが、どうでもいいのでスルー。

「……外であんなふうに悩む必要はなかったみたいね。んじゃ、行くわよゆースケ。ぶっ殺しモード全開で」

「おーっ！」




　　　†　†　†




　回想シーン後半戦スタート。↓

　俺おれとシズさんはしばらく映画について熱く語り合った。紅茶を飲み、スコーンを食べながら。

「最後に美み晴はるが消えてしまうシーン、そこでの裕ゆう樹きの表情がもう……本当に……。たしかに序盤は演技がいささかぎこちなかった印象があるのですが、しかしあの瞬間、彼はまさに役そのものと一体化していたと言えるでしょう。素晴らしい俳優です」

「美晴役の女の子も相当すごいですよ。幽霊なんて難しい役をよくあそこまで自然に演じられたものだと思います。ていうか、どうしてあの年であんなに深い悲しみの表情を出せるのか、心底不思議ですね」

「パンフレットに書いてあったのですが、彼女は幼い頃ころ実の父親を亡くして、病気の母親を一人で支えてきたそうです。幼なじみの少年だけがただ一人の心の支えで、彼が応援してくれたから女優への道を歩めたのだとか。なんとも美しいお話です」

「えっ！　それじゃあまるで美晴そのものじゃないですか！　はー……納得ですね、それであの演技……。……あ、ちょっとパンフレット見せてもらっていいですか？」

「どうぞどうぞ」




　……まあ、そんな感じで。小一時間分ほど。和やかに。和わ気き藹あい々あいと。まるでヌルい映画オタクのような会話を。藤とう堂どうや陽よう子こが聞いたら「毒が！　毒が足りない！」と胸を搔かきむしりそうなほど平和な会話を。あろうことか俺おれとシズさんが繰り広げた。




「……ちょっと話し込んでしまいましたね。それじゃ、そろそろ俺は帰ります。藤堂のことも気になるし……。今度一緒に映画を観みに行きましょう」

　俺が笑ってそう言うと、シズさんも穏やかに微笑ほほえんで、

「はい。ぜひとも」

　俺が席を立ち、シズさんも微笑みながらそれを見送り──

「──ああ！　こんなことを話している場合ではありませんでした！　何を和んでいるのですか私は！　お待ちください霧きり村むら様！　本題がまだです！」

　うわ、びっくりした……。

「まったく……私が油断した隙すきにこのような……なんという策士……」

　わーい、何な故ぜかまたしても俺が悪いみたいなことになってるよ！　人のせいにするのはよくないと思いますシズさん！

「……こうなったら単刀直入にお尋ねしましょう。これは仮に……あくまで仮のお話なのですが……単なるこの場限りの戯ざれ言ごとと思って、すぐに忘れていただければたいへんありがたいのですが」

　単刀直入にと言いながらやけにまわりくどい言い回しだ。

「すぐに忘れて欲しいならそもそも言わなければいいんじゃあ……」

「……（シズさんの氷点下の視線）」

「……はい黙ります」

　難儀な人だなあ……。

「……よろしいですか霧村様。……もしも……もしもあなたにその……こ、好意を抱いている女性がいたとしたら、どうなさいますか」

　ややうつむきがちに、ちらちらとこちらを窺うかがうような視線を向けてくるシズさん。

「……えーと、もしかしてその女性っていうのは……」

「私ではありません」

　ぴしゃりと断言されてしまった。……いや、でも、この状況だと誰だれだってそう思うだろう。思うよね？

「……その女性にはかつて、将来を誓い合った恋人がいました。やがて時が経たち、彼女は恋人と再会しました。しかし彼女は現在、恋人とは別の男性にも心を惹ひかれてしまっている。もちろん恋人との誓いは大切ですが、別の男性への想おもいも断ち切れない。……そんな感じです」

　そんな感じですか。

「浮気性なんですね、その女性」

「茶ちや化かさないでください」眉まゆをつり上げて、シズさん。「そしてその女性が新たに好きになってしまった男性というのが、霧きり村むら様……という設定でお願いします」

　……設定、ね……。

「それ、心理テストか何かですか？」

　苦笑しながら言うと、シズさんは怖い顔で、

「真剣にお答え下さい。その返答如何いかんによっては……いえ、なんでもありません」

「うーん……」

　どうも冗談で済ませられる雰囲気ではなくなってきたな。仕方ないので真面目まじめに考えてみよう。はい、考えた。二秒ほど。結論。

「そんなことになったら、俺おれが身を引くだけですよ」

「……たとえその女性が、あなたにとっても大切な人であったとしても、ですか？」

「さあ……そんなふうに本気で人を好きになった経験がないのでよく解わかりません」

「……なるほど」

　妙に納得するシズさん。

「……いやまあ、そりゃ俺だって過去に好きな女の子の一人や二人いましたけどね。それでも……もしも自分が好きな人に、別の……将来を誓い合った恋人……ですか？　そういうのがいたとしたら、やっぱり身を引くと思います。その方が彼女のためでしょうし。まあ、その昔の恋人とやらがどんな奴やつかにもよりますけど」

「……性格に多少難があるものの、スペック的には霧村様よりありとあらゆる面で遙はるかに優れている完かん璧ぺき超人だとお考え下さい」

　スペック、というまるでモノみたいなシズさんの物言いに苦笑する。

「……完璧超人ですか。だったら迷うことはないでしょう。彼女の幸せのために、俺の恋心なんてとっととドブに捨ててやりますよ」

　皮肉っぽい……自虐っぽい笑みを浮かべて、言う。

「……それに失恋なんかより、変に人間関係がこじれでもして、これまでの日常がめちゃくちゃになる方が怖いですしね」

「……たとえ相手が完璧超人であろうと、自分の好きな人のためならば真正面から立ち向かっていこうという意志は？」

「ないですね。まったく」

　即答する。

　シズさんは、そんな俺を冷たい目で見つめてこう言った。




「ヘタレですね」




　思わず苦笑が漏れる。そんなこと、今更誰だれかに言われなくても分かってるのに。自分がヘタレであることなんて、俺おれが一番よく知っているのに。

　ヘタレはヘタレなりに、ヘタレた日常を守ることに必死なんだよ。だからシズさん、

「そんな目で見ないでくださいよ。せっかく仲良くなれたのに」

　すると彼女は、ますます冷たい眼でこちらを見た。

「仲良く？　巫山戯ふざけないでいただきたいですね。いつ私が霧きり村むら様と仲良くなりましたか。そんなへらへらした顔で私を見ないでください気持ち悪い」

　……何でこの人は……いきなりこんなふうに怒り出したんだろう。わけがわからない。情緒不安定もいいとこだ。カルシウム足りてないんじゃないか？

「……やはりあなたは、ユウ様には相応ふさわしくない。あなたごとき低能のクズのためにユウ様が苦しまれることが、私には我慢なりません」

「ユウが……なんですって？」

「なんでもありません。あなたのようなヘタレで、クズで、軟弱で意気地なしで愚鈍で鈍感で愚劣で愚ぐ昧まいで浅慮で短慮で腐れ脳味み噌そのド低能に、語る言葉などありません」

　……おいおい。なんなんだろうねこの人は本当に。だからンなこと全部解わかってるっつってるだろそれをわざわざネチネチネチネチと………………不愉快だな。苛いら々いらする。

「おや霧村様、顔が引きつっていますよ？　安心しました、いくらあなたでも、罵ば声せいを浴びせられて怒る程度の矜きよう持じは残っていたと見えます」

「……残念ながら怒ってませんよ、べつに。全然、まったく、これっぽっちも」

　俺は無理矢理笑顔を作る。安い挑発だ、受け流せ。乗ってやるのは馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そもそも、何でこの人が俺を挑発してくるのかもよく解らないし。だから俺は笑ってやる。

「俺は事実を指摘されたくらいじゃ怒りませんよ。ぜーんぶ、シズさんの仰おつしやる通りです。俺はヘタレでクズで軟弱で意気地なしで愚鈍で鈍感で愚劣で愚昧で浅慮で短慮で腐れ脳味噌のド低能です生まれてきてすみません」

「それは『自分は自分のことを客観的に判断しそれを自じ嘲ちようできる程度には優秀である』と遠回しに自慢しているのですか？　おやおや、呆あきれたナルシストぶりですね」

「……っ！」

　あー……落ち着け。落ち着けー。冷静になーれ。ここでブチキレてしまうと台無しだ。だってこの人はユウの……俺の日常を構成する一要素であるユウに仕えるメイドさん。関係悪化は避けたい。一緒に映画を観みに行くような雰囲気は完全にぶっ壊れてしまったけれど、どうせもともと仲が良かったわけでもない。明日からまた、これまで通り、互いが互いを疎うとましく思いながらも特に何の接点もないというドライな関係に戻ればいい。

　合理的に思考し、壊してはならない関係を見極め、維持する。やっていいこと、悪いこと、ラインを見極め、冷静に計算する。この選択肢で好感度プラス３、ここで好感度マイナス４、ここで好感度プラス５でフラグが立つ──……そんなシミュレーションゲームのように、どこまでも機械的に、作業的に、全すべてを冷たい数字で置き換え矮わい小しよう化かしろ。

　──そうすることでしか、無力な俺おれは不条理なこの世界と戦えないのだから。

「……シズさん。ぶっちゃけた話、俺なんかに……誰だれかを好きになる資格なんてないんですよ。というか実は俺……人を好きになることが怖いんです」

　殊勝さを演じる。悲劇的な過去により同情を買い、相手の中の俺への認識を、「嫌い」から「どちらかというと嫌い」にまで引き上げるための言い訳を開始する。

　トラウマを道具として扱える程度には……乗り越えられている筈はずだ。そうだといい。

「……怖い、ですか……？」

　目を細めるシズさんに、俺は皮肉っぽい笑みを浮かべる。

「高校一年の秋……俺が月光症候群を発症して、血に対する渇きに苦しんでいた頃ころのことです。当時俺には、好きな女の子がいました。多分彼女の方も、……自惚うぬぼれでなければ多分、俺のことが好きだったと思います。その頃の俺は人当たりもよくてそれなりに友達も多くて結構明るい奴やつだったし」

　少なくとも表向きは、そんな自分を演じていた。中学のときのような失敗を犯さないように。人間関係には細心の注意を払い、目立ちすぎず、なめられもせず、仲間にいるとちょっと愉快で、かといって集団の中心というわけでもない、そんなごく普通の高校生、霧きり村むら聖せい司じを、演じていた。そして多分それは、成功していたのだ。

「二学期のはじめに席替えがあったとき隣の席になって、それから何度か話してるうちにだんだん仲良くなって……住んでる地域が同じだって分かって、文化祭の準備期間の頃からよく一緒に帰るようになって……血が吞のみたいと思うようになったのはその頃からだったんですけど……その吸血衝動をどうにかこうにか誤ご魔ま化かして……彼女や、他ほかのクラスメート達と一緒に平穏な日常を送ってたんです。文化祭が終わったら彼女に告白しようなんて思ったりしながら」

　シズさんは無言で、俺の話を聞いている。その能面のような無表情からは、彼女が何を思っているのか窺うかがい知ることは出来ない。

「……で、文化祭の当日です。ほとんど我慢の限界まで達して、普通に喋しやべることすら辛つらいような状況で、俺はなんとか、無事に喫茶店でウェイターの仕事を果たしました。笑顔を振りまきながらね。休憩時間はずっと保健室で寝てましたけど。……それでまあ、仕事が終わったら早く帰るつもりが、いつの間にか日が暮れて、後夜祭が始まってて……満月の下、炎を囲んで踊ってる他の連中を避けるように帰ろうとしたんですけど……そこでクラスの友達に捕まっちゃったわけですよ。せっかくだからお前も踊れって、強制的にフォークダンスの輪に加えられて……。フォークダンスには例の好きだった女の子も参加してて。俺おれの前に来たとき、その娘こは嬉うれしそうに言ったんです。ちょっと照れたような顔して、『あ、霧きり村むら君』って。俺も気分が舞い上がって──彼女と手を繫つないで……




　舞い上がりすぎて、彼女を抱き寄せて首筋に思いっきり囓りついちゃいましたっ！」




　笑顔を作り。「てへっ」とおちゃらけた動作をしながら俺は言った。シズさんは、相変わらず無表情で無反応だった。

「……それからのことはよく覚えてないです。気がついたら、目の前に全身血ち塗まみれの彼女が倒れていました。あれだけ苦しかった吸血衝動はいつの間にか収まっていて……頭がぼーっとして何も考えられなくて手は真っ赤に染まっていて口の中には鉄てつ錆さびの味がしてでも何な故ぜかその味が妙に美お味いしく感じられて。周りを見回したら多分俺を止めようとした連中が何人か倒れててその中には教師もいれば友達もいてさらにその周囲には大勢の人間がいて。……みんな俺のことを、化け物を見るような眼めで見てて」

　その眼は、中学時代俺が自分を虐いじめていた人間に仕返ししてやったとき、連中が向けてきた視線と同じだった。

「……俺はずっと……駆けつけてきた警察官に取り押さえられるまで……ぼーっと、空に浮かぶ月を見ていたんです」

　……あー……ヤバいな。思い出したら……気持ち悪くなってきた。ゲロ吐きそう。甘かった。全然乗り越えてない。道具として割り切るには、この記憶はまだ生々しすぎる。

　目を閉じて、俺は「ふ────っ」と、大きく深呼吸をした。

「終わりですか？」

　淡々とした声でシズさんが聞いてきた。

「……ええ。つまらない話を聞かせてしまってすいませんでした」

　俺が自虐的な笑みを浮かべて言うと。




「本当につまらない話ですね」




　シズさんは。俺のトラウマを。今でもたまに夢に見るほどに、脳裏に焼き付いて離れないような記憶を。二ヶ月以上前に冬ふゆ木き陽よう子こに告白されたときもフラッシュバックのように頭に浮かんだ、血塗れになって倒れている好きだった女の子の姿を。化け物を見るような気持ち悪い視線の暴力を。吐き気がする絶望を。たった一言で切って捨てた。

「残念ですが、今の話で私が何らかの感銘を受けたということは一切ありませんでした。まったくの絶無です。ごくごく、ありふれた不幸ですね。その程度の不幸でしたら、世界中にいくらでも転がっていますよ」

「……っ！」

　……それは、たしかにその通りなのだろう。

　この街で月光症候群が発症したときのことを尋ねるのは何となく禁句タブーみたいになってるから、俺おれは藤とう堂どうや陽よう子こ、くおんちゃん、その他ほかのクラスメート達がこの街に来るまでのいきさつを何も知らないけど。きっとその中には、俺が経験した以上の凄せい惨さんな事件を引き起こしてしまった奴やつだっているだろうけど。

　……自分が世界で一番不幸だなんて思ってたわけじゃない。

　でも、それでも。

　一人の人間の人生を人格ごと歪ゆがめてしまうような悲劇を──『ありふれた不幸』なんて一言で、片付けられたくはなかった。

「……では私からも一つ、つまらない昔話をいたしましょう」

「昔話……？」

「ええ」と頷うなずき、シズさんは淡々と話し始めた。

「昔々あるところに、一人の人形愛好家の《原型アーキタイプ》がいました。彼は無数の人形……それも生体部品を使った限りなく人間に近い精巧な人形を作り、その……夜な夜な、人形達を愛めでていました。擬似的に与えられた人形の心は、ただ主に快楽を与え、主の愛あい撫ぶに喘あえぐためだけに存在します。……あるとき彼はまた、一体の精巧な人形を造りました。くすんだ灰色の髪と、同じく灰色の瞳ひとみをした、一体の人形です。完成した人形に向けて、彼はこう言いました。『着色に失敗した。もっと綺き麗れいな銀色の髪と瞳になる予定だったのに』……それきり彼は人形にただ一度の視線を向けることもなく、きわめて作業的に人形を廃棄場へ放ほうり込みました。あるとき人形愛好家のもとをふらりと訪れた、蛇遣いという変わり者の《原型》が、廃棄場の中からその人形を拾い上げて《擬似生命アンドロイド》として甦よみがえらせてくれなかったら、その人形は今頃ごろ、他の無数の『失敗作』達と同様に、この世から消えていたことでしょう」

　淡々と、しかし微妙に早口で。厭いやな記憶から逃げ出すように。

「……その、生まれながらにして存在を全否定された人形というのが、あなたですか」

「そうだと言ったらどうしますか？」

「同情します」

「余計なお世話です」

「ならしません。……帰ります」

　立ち上がり、逃げるようにシズさんに背を向ける。

「そうはいきません」シズさんの嘲あざけるような声。「あなたのようなクズは、やはりただの血液供給用の家畜として飼われているのが相応ふさわしいのです。人間から血を吸うのではなく家畜の肉を食べるのだと思えばユウ様も抵抗は少ないでしょう。実は先ほどあなたにお出しした紅茶の中に、私が調合した特殊な薬品を混入しておきました。その薬を飲むと、自我は崩壊し、自分の意思では何も出来ない、ただ本能のままエサを求めるだけのケダモノと成り果てるのです。……くすっ、そろそろ薬が効いてきた頃ころではありませんか？　次に目覚めたときには、あなたはユウ様の家畜です」

「な……に……？」

　振り返ると、シズさんはいつの間にか立ち上がり、無表情で口元にだけ薄笑みを浮かべて俺おれをじっと見つめていた。そんな彼女に、俺も努めて無表情で淡々と言う。

「……シズさん、俺からも一つ教えておいてあげますよ。あなたが見ていない隙すきを見計らって、俺はティーポットの中に自分の血液を入れました。【無間地獄ストロベリーフイールド】の血液をね。あなたはもう、俺の血を定期的に吞のまなければ生きていけない身体からだになってるんですよ」

「──ッ！」

　シズさんの顔に緊張が走る。

　俺と彼女はしばし無言で睨にらみ合い──……不意にシズさんが、ぽつりと口を開いた。

「……私が紅茶に薬品を混入したというのは噓うそなのですが」

　内心ホッとしながら、安あん堵どを悟られぬように、俺も言う。

「……俺が血を入れたっていうのは冗談です」

　シズさんは一瞬ホッとした顔をしたあと、再び俺を厳しい目で睨んだ。

「……なんという……情けない人なのでしょう。そんなあまりにもくだらない……悪趣味な冗談を平気な顔で……やはりあなたは、最低のクズです。あなたのような人は死んだ方がいいのです。【無間地獄】の件がなければ躊躇ためらわずあなたに毒薬を飲ませて差し上げるのに、たいへん残念です」

　俺も、怒りを押し殺した作り笑顔を浮かべて言う。

「……あなたも本当にムカつく人ですね。先にくだらない噓をついたのはあなたの方じゃないですか。自分のことを棚に上げるのもいい加減にしておかないと、いくら温厚な俺でもちょっとばかし怒っちゃいますよ？」

　シズさんは小馬ば鹿かにしたように嗤わらう。

「怒ったところで、ヘタレのあなたに何が出来るというのです？　好きな女性を血ち塗まみれにしたことを自慢げに話すような蛆うじ虫むしに、一体何が出来るというのですか？」

「……ッ！」

　頭がカッと熱くなる。誰だれが……誰が自慢したって言うんだ……！　あんなことを、誰が、あんな最悪、また吐き気、くそっ、深呼吸……ああ落ち着け、落ち着くんだ霧きり村むら聖せい司じ。こんな奴やつの挑発に乗るな。クールになれ、クールになれ……──

「霧村様、あなたは所しよ詮せん──」

「──いい加減にしろ廃棄処分されたダッチワイフごときが。犯すぞ」

　言葉を遮って発せられた俺おれの悪意は、それなりの威力があったらしい。

「…………な……ッ!?」

　彼女の顔が一瞬、般はん若にやの如ごとく変化した。が、恐るべき自制心ですぐに能面に戻る。

「フッ……犯すと仰おつしやいましたか。やれるものならやってみれば宜よろしいでしょう。もっとも、自分にあれほどの好意を向けている冬ふゆ木き様にすら手出し出来ないようなあなたが、この私をどうにか出来るとは思えませんが」

　そう言って、俺を挑発するようにわざわざベッドの近くまで移動し、スカートの裾すそを持ち上げて優雅に一礼する。その動作の隅々までが、いちいち癇かんに障る。

「ほら、いかがなさいましたか？　ここまで言われて何も出来ないなんて……ああ、もしかして霧きり村むら様は、実は女の子だったのでしょうか。道理で顔だけは小こ綺ぎ麗れいな筈はずです」

「……はは、よく言われますよ。ちなみに中学生のとき『お前って女みたいな顔だな』って因縁つけられて、大勢の前でパンツ脱がされたこともありますよははは、アハハハハハハハハ。そこには好きだった娘こもいてみんなと一緒に嗤わらってましたあははははははは。あーあ、思い出しちゃいましたよあっはっは、あのときの屈辱も怒りも絶望も何もかもねアハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ────……」

　俺は何な故ぜか笑う。馬ば鹿かみたいに笑う。気が狂ったみたいに笑ってしまう。ほんと、苛いら々いらするなあ……可お笑かしいくらい、苛々する……。

　シズさんは、そんな俺をどこまでも冷たい視線で刺した。

「……それもまた、先ほどの話と同じくらいありふれた悲劇ですね。哀かなしいまでにごく普通です。ですがまあ……」灰色の隻せき眼がんをスッと細め、せせら笑う。「先ほどのように悲劇的な過去を明かすことで私の同情を引こうという薄汚くて浅はかな計算がなかったぶん、多少は同情してさしあげましょう、可哀かわい想そうなお・ん・な・の・こ・さん」

「……ッ!!」

　羞しゆう恥ちで顔が熱くなった。俺の思惑は見抜かれていた。吐き気をこらえながらくそったれな昔話をしたのはまったくの無駄だった……！

「恥ずかしい過去を得意げに話していただきありがとうございました霧村聖せい司じ子ちゃん様。好きな娘の前で裸にされたそのあと複数の男性教師に輪りん姦かんされたとでも付け加えればお話の完成度が上がり、より多くの人の同情を買えると思いますよ？」

　………！　──…言、葉、──～ッ!!　──……！　声に、なら、

「…………ンのクソ人形が……！」

　ようやく口から出てきたのは群れに捨てられた狼おおかみのような唸うなり声。だめだこれはクールじゃないやめろこんなのもっと理性的に知的に論理的にクールクール冷静に落ち着けやめろヤメロ止まれカラダ止まれ婦女暴行禁止バカそんなことしたって何にもならない賢くない駄目だ野蛮なこと駄目こんなのはチンピラのすること無意味ヤメロ暴力なんてガラじゃないスマートに理性的理知的に黙れ霧きり村むら聖せい司じこのクズが！

「だったらッ、望み通り犯してやるよッ!!」

「──くぁッ!?」

　シズさんの腕を摑つかみ、彼女を乱暴にベッドに押し倒す。押し倒して初めて気付いたが彼女は思っていたよりも小柄で華きや奢しやな体格だった。威圧感のせいかずっと俺おれより背が高いように感じていたのに。…………あー、イヤだな俺。相手が自分より小さかったことに、優越感なんて感じちゃってる。

「……ようやく本性を現しましたか。所しよ詮せんあなたはただのチンピラなのですよ。どうしようもなく小者で俗物で一般人、そのくせ自意識だけは過剰なクズです」

　組み伏せられながらも、シズさんは冷然とした表情を崩さずに、嘲ちよう笑しようの言葉を俺に投げつけた。……が。俺はそのとき気付いた。俺に摑まれた両手首のあたりが、小刻みに震えていることに。……彼女は、怯おびえている。虚勢を張っているだけだ。ああそうか、なんでこの人の言動がここまで逐一俺の神経を逆さか撫なでしてくれるのか、ようやく理解。

　この人、俺と似てるんだ。趣味嗜し好こうとかそういう次元ではなく。

　劣等感のカタマリで、虚勢を張ることでしか世界と向き合えない。

　自爆だと解わかっていながらそれでもなお挑発を続けるしかない自縛。

　最後の最後まで無駄な小細工を弄ろうし、徹底的に叩たたき潰つぶされるまで空虚な言葉の弾丸を弱弱しく吐き続けるしかない、不条理な世界に対して無謀な戦いを挑んだ愚かな凡人。

「……はは……」

「……何を笑っているのですか霧村聖司。私を組み伏せたことがそれほど愉快ですか。さすが下半身だけで思考するクズですね。私はもともと、《原型アーキタイプ》黒山や羊ぎによって、こういうことのために作られた存在だというのに。私を思う存分に陵りよう辱じよくするがいいでしょう霧村聖司。ケダモノのように。そしてそのとき、あなたはユウ様の思い人となる資格を決定的に失うのです」

　何を言っているのか解らない。ユウのことなんてどうでもいい。今はただ、彼女の言う通り、彼女の身体からだを好きなように弄もてあそびたいだけ。霧村聖司という殻を脱ぎ捨てて、ただ一人のオスの獣として、この華奢な身体を思うがままに蹂じゆう躙りんし尽くしたいだけだ。まともな恋愛なんて出来そうにない俺には、きっとこういうのがお似合いなんだよ。早まった真ま似ねをするな、冷静になれ、自分が何をしようとしているのか分かっているのか。塵ちりほどに残った最後の理性が呼びかける。よし分かった、冷静になるよ。俺は冷静になるよ。なにせ初体験だからね。大事に大事にしないと。冷静に彼女を愛そう。こんな綺き麗れいな人と初体験が出来るなんて、俺はなんて幸せ者なんだろう。メイド服の構造ってよくわかんないから、上を脱がすのは後回しにして、まずはスカートだ。脚が見たい。パンツが見たい。あ、噓うそ。実はパンツとかどうでもいい。彼女を──征服したい抱きたい。

　……。

　…………。

　………………。

　……………………。

　回想終わり。そんなわけで俺おれは今、シズさんとベッドの上にいます。少年霧きり村むら聖せい司じは大人おとなの階段を上る真っ最中です。どうぞ皆様、生温かく見守っていてください。

　俺の手は、まるで別の生き物にでもなってしまったかのように自動的にシズさんの身体からだを愛あい撫ぶし続ける。彼女の耳に心地良い喘あえぎも止まらない。「……あなたは、本当に、クズです……あぁぅっ、やあぁんっ！　……どうしようもなく、クズな、ぁんっ！　蛆うじ虫むしのような駄目にんげ、ぁひんっ!?」普通の女性に比べて相当に感じやすい身体らしい。エッチな身体ですね、と耳元で囁ささやいてやると、彼女は相変わらず無表情無感情を装おうとして見事に失敗している掠かすれた声で、複雑な作業をしやすいように、色々と繊細に作られているのだと説明した。彼女が、ではなく、相手が、色々とやりやすいように、色んな部分が感じやすくなっているらしい。制作者の変態人形マニアさん、グッジョブです。

　まあそれはそうとして……そろそろいいかな。服とか……脱がせてもいいかな。胸を見たい。直接触りたい。肌と肌をじかに触れ合わせたい。それに何より……一つになりたい。ズボンがきつい。我が愚息めが大変なことになっています。












　ぼーっとした頭でそれを伝えると、シズさんも熱病に魘うなされたような顔で言った。

「一つだけ……お願いが……」

「なに？」

「霧きり村むら様が私を……そ、その……お、犯しているとき、もしかすると『御主人様』とお呼びしてしまうかもしれませんが……聞き流してください……」

　──ああ、なるほど……。働きの鈍い脳のう髄ずいが少しだけ仕事をして、理解が流れ込む。道理で抵抗しないわけだ。彼女は望んでいたのか。誰だれかとこうなることを。これはつまり代償行為なのだ。制作者に愛されなかった者の。生まれながらにして存在を否定された哀かなしき愛あい玩がん人形。彼女のことが少し──本気で愛いとおしく思えてきた。きっと、勘違いだけど。

　彼女に抱く全すべての愛情は、自己憐れん憫びんの裏返しに過ぎないのだろうけど。

　俺おれは無言で、優しく髪を撫なでる。彼女がコンプレックスを抱く、灰色の髪を。

「……くっ……なんで……急に、そんな優しく……これでは……憎めない……」

　シズさんは潤んだ左目を閉じて、唇を少しだけ突き出した。

　キスのおねだり。

　そういえば、まだキスをしてなかったっけ。これはよくない。イチャイチャするのにチュウをしないなんて、たいへん宜よろしくない。陵りよう辱じよくではなく、合意の上で結ばれるのだから。一刻も早く、とびきり濃厚な口吻くちづけをしないと。

　俺の口と、シズさんの口。

　悪意のある言葉を吐き出して互いを傷つけ合うことしか出来ない迷惑な器官を、二つともいっぺんに塞ふさいでしまえる冴さえたやり方。素晴らしいね。

　吸い寄せられるように、俺の唇がシズさんの唇へと接近していく。

　ゆっくりと……ゆっくりと。……ああ……すっかり忘れてたけど、そういえば俺、キスだってまだしたことなかったっけ。冬ふゆ木き陽よう子この血を吞のんだり吞ませたり、エロい感じのことは慣れているのに、口づけすら未経験のチェリーボーイでしたか。ほんと……仕方がない奴やつだ。ファーストキス＆脱・童貞。こんな……高校生男子にとっては世界が変わるような出来事をいっぺんに体験できるなんて。それも好きでもない女の子と。好きじゃないどころか、むしろ大嫌いな女の子と。強引に押し倒して。レイプみたいに。最悪だ。最低だ。彼女の言うとおりだ。俺はヘタレで、どうしようもないクズだ。カスだ。接近する唇。キスまでの距離はあと三センチ。ぽつり。不意に俺の目からこぼれた一粒の雫しずくが、シズさんの頰ほおを濡ぬらし、彼女が怪け訝げんそうに潤んだ左目を僅わずかに開ける。

　不意に脳髄へと流れ込んでくる内なる声が俺を罵ば倒とうする。

　お前はヘタレだ！　お前はヘタレだ！　お前はヘタレだ！　お前はヘタレだ！

　だからこそ……そんなどうしようもないクズだからこそ……！

　ヘタレた日常を、死ぬ気で守るんじゃなかったのかっ！

　アホみたいに湧わいてくる涙と一緒に脳裏へフラッシュバックするのはあの日の光景。

　オレンジの空。うっすらと浮かぶ月。それをバックに空中を跳ねるウサギ男の姿。

　あんな不条理な現実なんかに！　負けられるか！　吞のみ込まれてたまるか！

　世界をぶっ殺してやるんじゃなかったのか!!　霧きり村むら聖せい司じッ!!

「ぐあああああああああああぁぁ──────────────────ッ!!」

　俺おれが獣みたいな絶叫を上げ、残り五ミリまで近付いた唇を、シズさんの顔から無理矢理引き離したのと。




「ここかああああああああああああああ────────ッ!!」




　部屋の扉をヤクザキックで蹴け破やぶって、冬ふゆ木き陽よう子こが部屋に乱入してきたのは、まったく同じタイミングだった。

　…………。

　…………。

　…………。

　時間が止まる。

「……んあ……あ？」

　陽子が、口をアホみたいに大きく開けて、部屋の中央のベッドにいる俺たちを見る。

「……ハァ、ハァ……。……よ、ヨウコ、ちょっと、待って……」

　陽子に続いてユウが部屋に入ってきて、

「──んな──っ!?」

　引き続き、目を丸くして硬直する。

「……ぁ……ゆう……さま……」

　潤んだ目で、顔をゆっくりと部屋の扉の方に向けるシズさん。

「……き、霧村……まさかまさかまさかとは思ってたけど……まさか本気でホントにこんなことになってるとは……どうせ人生相談してたとかマッサージしてたとかそんなオチがつくものだとばかり……。……いやあ……あたしもまだまだ甘ちゃんだわねえ……ヌルいラブコメ漫画の読み過ぎだったみたいだわ……反省反省、てへっ……」

　陽子が引きつった笑みを浮かべて、掠かすれた声で言う。

「よ、陽子……これはえとその……ご、誤解……」

　ヘタレな俺の口が、苦しいにもほどがある言い訳を絞り出す。

　何が誤解なのか。この状況をどう見れば誤解だと思えるのか。無理に決まっている。俺はシズさんの両腕を摑つかんでいて、明らかに押し倒していて。シズさんの胸元は半分くらい乳房が露出していて。スカートはめくれあがり綺き麗れいな脚線と黒い下着が丸見えで。彼女はいかにも情事の最中だったと言わんばかりの潤んだ瞳ひとみで、頰ほおを朱に染めて荒い息をついていたりするのだ。誤解なんかじゃない。俺おれはシズさんを押し倒し、シズさんとエロいことをしようとした。陽よう子ことユウが今の俺たちの様子を見て抱いた印象に、恐らく何の誤解も曲解も勘違いもありはしない。

　と。突然陽子は、気合いを入れるように、パチンと自分の頰を両手で叩たたき、ちょっと顔を赤くしながら指をこちらに突きつけ、

「き、霧きり村むら……あたしは……諦あきらめないから！」

　声高らかに、そんなことを断言した。

　……わあ……相変わらずこいつは……すげえな。……でもまあ、こういうところが、俺が陽子に対して及び腰になっちゃう理由でもあるんだけどな……。可愛かわいくて、一緒にいると楽しくて、それなりに好きでもあるんだけど。冬ふゆ木き陽子という人間は、間違いなく俺の手に余ってしまう。ヘタレ男には相応ふさわしくない。名前の通り太陽のような彼女の輝きに、灼しやく熱ねつの炎に、俺の無様な自意識はきっと耐えられない。

　と、そのときだった。

　──ぽろり。

　と、床に一筋の涙がこぼれ落ちた。

　部屋の入り口で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた、ユウのルビーのような瞳から。

「……え、あ、あれ……？」

　ユウは、何か言い訳でもするかのように、

「ち、違う、こ、これは……違うんだ……違う……ほんとに違うから……」

　言いながらも、あとからあとから、ユウの目からは涙が溢あふれてくる。その言い訳が一体誰だれに向けられたものなのか、俺には判わからなかった。

「……う……うぅ……」

　ユウの顔がぐしゃぐしゃに歪ゆがむ。俺の頭も混乱する。陽子ならともかく……なんでユウが泣くんだ？　おいおい……ただでさえ混乱してるのに……そんな……ますます俺を動揺させるようなことばかり起きないでくれよ……。

「ううう……うわあああああああ─────ん────ッ！」

　ユウがいきなり踵きびすを返し、逃げるように部屋を出て行ってしまった。

「あ、ちょっとゆースケ!?」

「ユウ様!?　……どきなさい霧村聖せい司じ！」

　俺の下で、我に返ったシズさんが啞あ然ぜんとしていた俺の身体からだを乱暴に突き飛ばした。

「うわっ!?」

　俺は勢いよくベッドから転がり落ち、ごん、とテーブルの脚で思い切り頭を打った。

「いてて……」

　シズさんはそんな俺おれには一いち瞥べつもくれず、慌てた様子で衣服の乱れを整え、

「お待ち下さいユウ様！」

　叫び、ユウを追って部屋から出て行った。取り残されたのは、床に仰あお向むけで倒れる俺と、冬ふゆ木き陽よう子こ。ゆっくりと近付いてくる陽子。

　俺の前まで来て、陽子はぽつりと漏らす。呆あきれるような……苦笑するような……憐あわれむような、慈しむような、そんな声で。

「……霧きり村むら……あんたって、ホントにしょうがない子ねえ……」

　その視線がどうしようもなく心に突き刺さった。泣きそうになる俺の頭を、陽子はまるで子供をあやすようにくしゃくしゃと撫なでて、彼女にしては珍しく、どうするべきか逡しゆん巡じゆんした様子を見せたあと、

「おーい、ゆースケー！　待ちなさいってー！」

　ユウを追って部屋から出て行った。

　愛の宿る場所で、俺はただ一人、取り残される。

「はは……」と自じ嘲ちようの笑みが漏れる。

　大丈夫……きっとまだ……大丈夫……。

　よろよろと立ち上がり。

　俺は逃げるように、《ラブホテル　真実の塔》をあとにした。
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　シズの部屋を出て『立ち入り禁止』の階段を駆け上り、鍵かぎのかかっていなかった扉を開け、ユウは《真実の塔》の屋上に出た。夜や光こう市の街並みを見下ろしながら、多目的型魔術甲かつ冑ちゆう《鮮血の貴女カーミラ》に命じて、背中から蝙こう蝠もりのような形状の赤い翼を呼び出す。

「お待ち下さいユウ様！」

　後ろから聞こえてきたのはシズの声だった。さっきまで霧村聖せい司じとベッドの上でいちゃいちゃしていた女の声だった。彼女と顔を合わせたくはない。今の自分は、彼女に何を言ってしまうか分からない。

　シズは自分に忠誠を誓っているメイドで、ユウが五歳のとき『父』たる《原型アーキタイプ》蛇遣いがユウの世話係として、他ほかの《原型》に捨てられたという人形を「改造」して作った。

　それ以来、ずっと一緒だった。放ほう浪ろう癖へきのある蛇遣いや執事のくせにことあるごとに各地を遊び歩いていた馬ば鹿かウサギと違い、シズはずっとユウに連れ添い《庭園》にいた。

　エシュターの転生を待つために数十年単位の冬眠を繰り返すと誓ったとき、自分もユウ様と同じ時を過ごすなどと言って、ユウの《冬眠》の魔術と自分のコアが連動するように設定し、ユウが眠っているときは彼女も停止し、《冬眠》の効力が切れてユウが目覚めた僅わずかな時間だけ起動してユウの話し相手になってくれた。

　シズは大人おとなびた容姿をしているが、実際に活動している年齢を考えると実は十五歳相当のユウよりもさらに年下だったりする。引き算すると……十歳くらい？　つまりユウにとってシズは、メイドでもあり、これまでの人生で最も長く同じ時間を共有した、妹みたいな存在でもある。もしかしたら、家族と呼べる唯一の存在と言えるかもしれない。

　そんな彼女に、今の自分はきっと暴言を吐いてしまう。感情のままに怒鳴り散らし、詰なじってしまうだろう。そしたら、シズはきっと傷つく。彼女は意外と弱い。

「ユウ様！」

　だからユウは振り返らず、翼を羽ばたかせて空へと舞い上がった。

　空を飛べない彼女は、追って来られない。

　ちらりと後ろを振り返ると、シズは屋上から、今にも飛び降りそうな勢いでユウの名前を叫んでいた。それどころか、飛べもしないのに手すりから身を乗り出そうとして、追ってきた陽よう子こに取り押さえられている。

　やがて《真実の塔》は遠くなり──シズと陽子の姿も見えなくなって……

「……あ、あれ……？」

　不意に眩暈めまいがして。

　赤い翼がどんどん小さくなっていく。

　まずい。魔導具《鮮血の貴女カーミラ》は、通常形態とドレス形態以外だと、使用者の魔力を消費する。聖せい司じの血に飢えている状態では、《翼》を維持するのは辛つらい。聖司。聖司、聖司、聖司聖司聖司聖司聖司聖司聖司聖司聖司聖司！　またセイジか！

　あいつがいなければ、今の自分は自由に空を飛ぶことすらできないのか！

「くそっ！　バカセイジッ！」

　吐き捨てて。ユウはゆっくりと、地上へと降りていった。
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　静かな公園のベンチで、ユウは荒れた呼吸を整える。二週間前に聖司と陽子のデートを尾行しているときにも来た、繁華街の外れにあるあの公園である。

　どうにか渇きの発作が収まると、今度は何な故ぜか、涙があとからあとから溢あふれてきた。自分が泣く理由なんてどこにもないのに。そんなもの、あってはいけないのに。ふと気付けば聖司の顔を頭に思い浮かべていた。困ったような笑顔。皮肉っぽい微笑。シドの攻撃から自分の身を挺ていしてユウを庇かばってくれたときの、激痛を堪こらえる表情。ユウに血を吸われているときの、恍こう惚こつとした顔。身体からだに蜂はち蜜みつをかけてローレグで迫ったときの、慌てた顔。陽子が大おお怪け我がをしたときの、世界の全すべてを呪のろうかのような凶相。

　これまでユウに見せてくれた全ての表情が、鮮明に思い出される。思い出すたびに、胸の中が熱くなる。恐るべし【無間地獄ストロベリーフイールド】。いっそ開き直って……何もかも【無間地獄】のせいにして、霧きり村むら聖せい司じにこの想おもいをぶちまけてしまおうか。クールぶっているがあの男はスケベだ。ローレグの自分にドキドキしてたし。今日だって、シズと……

「ぅううぅ……ううう……！」

　あのことを思い出すだけで胸が張り裂けそうになる。涙が止まらない……。

「──そこの童わらべ。どうしたのじゃ。何を泣いておる」

　時代がかった口調の若い女の声が聞こえて、ユウは顔を上げた。

　そこにいたのは、赤い髪をツーテールにした十五歳くらいの少女だった。袴はかまをミニスカートのように短くカットした変な巫み女こ服を着ている。

　言うまでもなく昨日霧村聖司を襲った《コミュニティ》の刺客、蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みである。特徴的な外見にもかかわらず、ユウは気付かない。何な故ぜなら昨日聖司が襲われたことを報告したとき、『ラブレターを貰もらってほいほい呼び出しに応じた』ということが問題になったせいで、肝心の刺客の情報は『十五歳くらいの女の子』ということしか話していないからだ。十五歳くらいの女の子など、この街でなくとも腐るほどいる。

「……べつに。あっち行け」

　ごしごしと涙を拭ふき、とげとげしい口調でユウは言った。しかし芙深は、かまわずにユウの隣に腰を下ろした。

「そういうわけにもいくまい。おれは昔から、ぬしのような幼子が泣いておるのを放ほうってはおけんのじゃ」

「幼子って言うな。私は……見た目よりずっと年上なのだ」

　それを聞いた芙深は愉快そうに笑った。

「それは奇遇じゃの。実はおれも、若く見られることにかけては自信があるのじゃ」

「……本当は何歳なんだ？」

　少しだけ興味を引かれてユウが尋ねると、

「かっかっか、女性に歳としなど尋ねるものではないわ。そういうぬしは幾つなのじゃ？」

「……教えてくれないなら、私も教えない」

　実年齢が千歳を超えるロリータお姫様と、実年齢九十歳近いミニスカ巫女は顔を見合わせ……どちらからともなく、「……ふっ」「かっかっか」と静かに笑い合った。

「で、見た目よりちょっとあだるとなお嬢さんは、どうして泣いておったのじゃ？」

　ユウは迷う。こんなこと、会ったばかりの人間に話すようなことではないと思う。だが、誰だれかにこのもやもやした気持ちを聞いてもらいたいという気持ちも確かにある。詳しい事情を知らない人間だからこそ、気負わずに話せることもあるだろうし。

　……それに目の前の少女は、服装はちょっとだけ変わっているがいい人のようだ。どことなく、お姉さんっぽい雰囲気が陽よう子こに似ているような気もする。

　迷った末、ユウは細かい説明を省いて、分かりやすいようにところどころアレンジを加えて、大まかな事情だけを話すことにした。

「……私には昔、将来を誓い合った恋人がいたのだ」

「ほう……最近の子供はおませさんじゃのう」

「茶ちや化かすな」

　ユウが頰ほおを膨らませて怒ると、芙ふ深みは「すまんすまん」と謝り、先を促した。

「とある事情で私は長い間その恋人と離ればなれになっていたのだが……先日ついに、私はその恋人と再会したのだ」

「ほほう。それはめでたい」

「……でも。再会した恋人は、私のことを覚えてはいたものの、私への好意を失ってしまっていたのだ。しかもその知り合いに一人、変な男がいて……あろうことか私は……そ、その男のことを、す、……す、好きになってしまったのだ」

「ふむ……なるほど。それでぬしは、恋人との誓いと、その男への恋心の間で悩んでおるというわけじゃな？」

　ユウが頷うなずく。すると芙深はしばらく考えたのち、諭すように言う。

「……哀かなしいことじゃが、人の心は移ろいゆくものじゃ。ぬしのかつての恋人が、ぬしへの愛情を忘れてしまったのも仕方ないと言えよう。おれも昔は大好きな男がおったが、そやつと死に別れたのち、今は奴やつの息子にぞっこんらぶじゃからのう。もっとも、奴に似てにぶちんじゃから、なかなかおれの気持ちには気付いてくれんのじゃがの。……まあ、おれのことは今はどうでもよいわ。……んで、ぬしもまた、新たに好きな男が出来たのであろう？　だったら迷うことはあるまい。昔の約束にとらわれることなく、今の自分の気持ちの方を大切にするのじゃ」

「で、でも！　私は今でもまだあいつのことが好きだし……それにその変な男のことを私が好きになってしまったのは、その男に……なんというか……強力な惚ほれ薬みたいなものを吞のまされてしまったからなのだ！」

「な、なんじゃとっ!?」

　ユウの言葉に、芙深は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ぐぬぬ……薬を使って人の心を操るとは……なんたる外道。許せぬな、その男」

「そ、そうなのだ！　許せないのだ！」

　ユウは我が意を得たりとばかりにうんうんと頷き、

「あの男は軟弱者で、意地が悪くて、根暗で、外道で、スケベで、浮気性で、本当に最低のダメ男なのだ。……まあ……たまに格好いいと思うこともあるが……と、とにかく、あの薬の力さえなければ、私はあんな男に惹ひかれることなど一切なく、かつての誓いをまっとうできた筈はずなのだ！　それはもう、間違いなく！」

「そ、そうか……」

「そうなのだ！」とユウは力強く頷うなずいた。

　芙ふ深みは「うーむ」と唸うなる。

「……おれも用事がなければ、ぬしのようなよい子をそんな酷ひどい目にあわせた男をとっちめてやれるのじゃが……。……そうじゃの、まあ、べつに大した用でもないから後回しにしてもよいか。……のう、おれに何か手伝えることはあるか？　こう見えてもおれはなかなか強いからの。薬を使っておなごを手込めにしようと企たくらむ外道なぞ、おれの力でこてんぱんにのしてやるわい」

　芙深の誠意溢あふれる言葉に、ユウはちょっと感激してしまった。

「ありがとう。しかしその男をけちょんけちょんのボコンボコンにやっつけてしまっても、問題は何も解決しないのだ。私自身が、奴やつの呪じゆ縛ばくを乗り越えなければならない。……大丈夫、私の愛は、絶対に負けない！」

　拳こぶしを握りしめて力強く断言するユウに、芙深は「おおっ！」と感動に目を見開く。

「うんうん、ぬしは本当によい子じゃのう……。ぬしを見ておると、なんだかおれまで勇気がわいてくるわい」












「……さっきちらりと言っていたが、お前も恋をしているんだったな」

「うむ。赤ん坊の頃ころから色々と世話を焼いてきた、ちょっと年の離れた幼なじみの男の子での……ずっと保護者のように接してきたからか、全然色恋の対象として見てくれん。どうにかあやつに振り向いてもらおうと、苦手だった料理にも挑戦してみたのじゃが……不器用なせいで上う手まくいかんかった。気に食わん連中に頭を下げてまで、任務にかこつけてあの子のおるこの街に来たというに……まったく、歯がゆいわ」

　落ち込んだ顔を見せる芙ふ深みに、今度はユウが励ましの言葉を贈る。

「事情はよく分からないが、大丈夫だ。お前は私から見てもすごく可愛かわいいし、それにとてもいい人だ。いつか必ず、その男もお前の魅力に気付いてくれる筈はずだ！」

「おお、おぬしに言われると心強いわ。うむ、さっさと仕事なんぞ終わらせて、存分に料理とか女らしいところを磨くとしようかの！」

「うん！　お互い頑張ろう！」

　二人は立ち上がり、固く握手をした。

　そしてユウは力強く宣言する。

「見ていろセイジ！　私はお前なんかに絶対負けない！　私は絶対に、陽よう子こと……エシュターと幸せになるのだ！」

　それを聞いて芙深は眉まゆをひそめた。

「……セイジ？　今ぬしはセイジと申したか？　それはもしや、霧きり村むら聖せい司じのことかえ？」

「？　セイジのことを知っているのか？」

　ユウは首を傾かしげる。

「……のう。一つ訊ききたいのじゃが……おぬし、名前はなんという？」

「三み日か月づき夕ゆう子こ」

「ふむ……では関係ないか」

「……という名前で街には登録してあるのだが、お前には世話になったから、本当の名前を名乗るとしよう。私の本当の名前はユウだ」

　瞬間。芙深はユウの手を振り払い、後ろに跳躍した。

「え……!?」

　いきなりのことに驚くユウに、芙深は口惜しそうな顔を浮かべ、

「おれとしたことが……槐えんじゆに特徴を聞いておったのになんと迂う闊かつなことを……。それもこれも、この街におかしな格好の人間が多すぎるのが悪いのじゃ！　昨日の髑どく髏ろ柄の着物を着た小娘とか給仕服の女とか頭にふらんすぱんを乗っけた男とか柔道着で踊っとる男とか顔を真っ黒にした山姥やまんばのようなおなごに比べたら、ろりーたふぁっしょんなんぞごく普通のお洋服に見えてしまっておったわこんちくしょうめ！」

　ミニスカ巫み女こ服の自分を棚に上げて、街の住民の服装のアレさを逆ギレ気味に愚痴る。

　それから啞あ然ぜんとするユウに指をビシッと突きつけて、

「かの悪名高きとりっくすたー蛇遣いが直々に創造せし唯一の《試作型プロトタイプ》、眠り姫ユウ！　ぬしをこみゅにてぃへと連れて行くのがこのおれ、蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みの任務じゃ！　ぬしと戦えることを心待ちにしておった！　さあ、存分にその力を見せてみよ！」

　心の底から嬉うれしそうな笑顔を浮かべて、芙深は言った。

「お前が昨日セイジを襲った刺客だったのか……！　くっ……いい奴やつだと思ったのに！　相変わらず、運命とはなんて残酷なのだ……！」

　ユウは悔しげに呻うめき、意識が朦もう朧ろうとするのを堪こらえながら、右手に魔力を搔かき集める。

「──ハァ……ハァ……『剣』よ……！」

　言葉とともに、茜あかね色いろの光の剣がユウの手に構成される。が、その大きさは通常の三分の一ほどしかなく、剣というよりは貧弱なナイフのようだった。しかしときおり痙けい攣れんしたように、ユウの意思とは無関係に刀身から荒々しい光の粒が火花のように弾ける。

「ふむ……？　どうにも見栄えのせぬ能力じゃのう。じゃが、見た目で相手を侮るほどおれは未熟ではないぞ。地味な能力でも強力な使い手をおれは何人も知っているからの。槐えんじゆとか槐とか槐とか。その槐を退けたぬしの力、一体いかほどのものか……！」

　そう言いながらも、芙深は恐れるどころか、ますます愉たのしそうに笑みを深めた。

　芙深は「ネタバレしてしまっては戦いの楽しみが半減する」などとのたまい、御厨みくりやから彼が敗北したときの状況を聞いていない。だからもちろん、御厨槐を破ったのはユウではなく冬ふゆ木き陽よう子こだということも知らない。昨日の戦いで霧きり村むら聖せい司じがただの雑ざ魚こだと判明したため、そんな足手まといを守りつつ御厨を破ったユウはとんでもない猛も者さに違いないと、勝手に過大評価していたりする。

「世界でも残り少ない、《原型アーキタイプ》に直接創造された《試作型》……出し惜しみなどしては失礼というものじゃの！　最初からふるぱわーでゆくぞ！　出てこい！　式神たちよ！」

　芙深が目の前で素早く印を切る。指の動きに合わせ、空中に金色に輝く五ご芒ぼう星せいが浮かび上がる。そこから生み出される四つの光の球。

「【四神降臨ダイヤモンドフオース】────ッ！」

　芙深が凄せい絶ぜつな笑みを浮かべて叫ぶと、光の球の形状がそれぞれ獣の形へと変へん貌ぼうする。青せい龍りゆう、朱雀すざく、白びやつ虎こ、玄げん武ぶ。神々しい聖なる獣たちが芙深の周囲に出現した。

「な……！　こんなところで結界も張らずに……！」

　静かな公園とはいえ、今日は休日で、それなりに人もいる。見れば巻き込まれるのを恐れて離れていく人々と、面白い見せ物をやっているとみて集まってきた連中の二通りの反応がある。

「おれは機械音痴なのじゃ！　あんなめんどくさい魔導具、難しすぎてよう使わん！」

　芙深がつくづくパワー馬ば鹿か丸出しの台詞せりふを吐き、

「さて、それではゆくぞ！　全軍……突撃ィィィィ────ッ!!」

　号令とともに四神がユウに対して攻撃を開始する。

　低空を滑るように、蛇を思わせる動きで空を這はい、鰐わにのように凶悪な顎あごを全開に広げながら、唸うなりを上げて迫り来る蒼あおい龍りゆう。

　周囲に強烈な熱波をまき散らしながら飛んでくる翼長二メートルを超える炎の鳥。

　地の底まで響き渡るような咆ほう哮こうを上げて大地を蹴けり、躍り掛かる白い虎とら。

　見上げるほど巨大な黒い亀かめだけは、やる気がないのか何かの作戦なのか、ぬぼーっという顔をしたままその場を動かない。

「く……っ！」

　ユウは剣を構え。迫り来る巨大な聖獣たちを迎え撃つべく果敢に向かっていった。




　──……そしてユウは、蹂じゆう躙りんされた。




　──青せい龍りゆうの巨大な尻尾しつぽに何度も打ち据すえられ。

　──朱雀すざくの放つ灼しやく熱ねつの炎に何度も身を焼かれ。

　──白びやつ虎この爪そう牙がに腕や脚を何度も切り裂かれ。

　ふらふらと振り回される剣は素早く動き回る獣には一太刀も当たることなく霧散。火球も雷も、見当違いの方角へ飛んでいくだけ。翼を広げて空に逃げることもできず。

　ユウは一方的に、ボロボロにやられた。

　魔術甲かつ冑ちゆう《鮮血の貴女カーミラ》の性能のおかげかどうにか致命傷だけは免れたものの、それはとてもではないが戦いと呼べるものではなかった。

　最初のうちはユウが自分を油断させるため手を抜いているのではないかと警戒していた芙ふ深みだったが、ほどなく「実はこの娘、本当にザコなのではないか」と気付いた。

「──やめじゃ」

　芙深が短く言うと、空を大地を縦横無尽に暴れていた四神は、寂しげな咆哮を上げたあと、光の粒となって空中に霧散した。

「……これではまるで、おれがぬしをいじめてるようではないか」

　ギャラリー達の非難の視線に、芙深は頭をかきながらばつが悪そうな顔をする。

「……おれは弱いものいじめは好かん。つまらんし、格好悪いからの。おれはつまらんことと格好悪いことが世の中で一番嫌いなのじゃ」

　吐き捨て、芙深は踵きびすを返す。任務よりも自分の美学を優先するのが彼女だった。

　芙深は、ボロボロになった真紅のドレスを纏まとい、身体からだのあちこちから血を流して地面にうずくまるユウをちらりと振り返り、

「……すまんかったの」

　ぽつりと呟つぶやいて、周囲を取り囲むギャラリー達を「ええいどけどけい！　見せ物ではないわ！」などと怒鳴り散らしながら押しのけて去っていった。
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　ユウが陽よう子この部屋に帰ってきたのは、夕方になってからのことだった。

「うわっ、どうしたのゆースケ!?　なんかボロ雑ぞう巾きんみたいになってるよ!?」

　ユウは答えず、よろよろとベッドに向かい、ばたりと倒れ込んでしまった。さすがに陽子は心配になる。

「なにがあったの？　近所の悪ガキにでもいじめられた？」

「……そんなわけあるか」

　弱々しい答え。ただでさえ白い顔が、白を通り越して蒼そう白はくになっている。

「……《コミュニティ》の《試作型プロトタイプ》に襲われたのだ。死闘の末になんとか勝ったけど、残念ながら取り逃がしてしまった」

「はいはい、がんばったがんばった」

　こんなときまで見み栄えを張るユウに苦笑しながら、くしゃくしゃと彼女の髪を撫なでる。

　もともと戦闘能力が低いのに精神的にも肉体的にも弱っているユウが、他ほかの《試作型》と戦って勝てるわけがない。

「……ヨウコ」

　ベッドに顔を俯うつむけたまま、ユウがぽつりと言った。

「ん？」

「……血を吞のませてくれ」

「おっけ」

　軽く頷うなずき、陽子はポケットから小さなナイフを取り出した。実はユウがまた『飢えて』しまったときに備えて、今日はずっと持ち歩いていたのだった。

「……蜂はち蜜みつかけていい？」

「駄目」

　慣れた仕草で、陽子は人差し指の先端に刃先を当てて力を込める。

「……ほら、吞みなさい」

　血の流れる指先を差し出すと、ユウは顔を上げ、焦点の定まらない目でじっと見つめたあと、ぱくり、と陽子の指をくわえた。「んは……」

　例によって襲い来る、全身が痺しびれるような快感。それを理性の力でどうにか堪こらえながら、陽子はユウが血を吞み終わるのを待つ。

「ねえゆースケ。いい加減、諦あきらめて霧きり村むらの血を吞のんだら？」

　ユウの動きが止まる。口を指から離し、

「……やだ。絶対やだ」

　あくまで頑かたくなに拒み、ユウは再び陽よう子この血を吸い始める。快楽の波が陽子の脳のう髄ずいを襲い、何も考えられなくなる。……ああ、ほんとこれ、気持ちよすぎて……壊れちゃいそう……。……陽子は「くぅ……っ」と歯を食いしばって目を閉じ、喘あえぎを押し殺す。

　が、不意に、血が躍るような昂こう揚よう感かんが急に終わった。

「……ん？」

　目を開けると、ユウは指を口に含んだまま寝息を立てていた。寝顔は安らかで顔色も先ほどより大分良くなっていたので、とりあえずホッとする。

　次の瞬間、ユウのドレスが消失し、チョーカー以外は何も身につけていない状態になった。前に聞いた話では、意識を失うと不可視の魔術障壁になるアホ仕様らしい。

「……ほんと、ろくでもない服ねこれ」

　自分の前髪を指でいじりながら苦笑し、ユウにパジャマを着せてやる。ベッドに横たわらせ、シーツをかけて、安らかな寝息を立てるユウの顔をじっと見つめる。

「……寝顔は可愛かわいいんだけどね……千歳のババアのくせに」

　苦笑しながらも、そう言う陽子の目はとても優しいものだった。








第三章　ハイになるバイアス







　翌日、日曜日。夕ゆう月げつ学園第五男子寮の一室、御厨みくりや槐えんじゆの部屋。

「決めたぞ槐。なんか気分が乗らんから、仕事はカムイに全部任せることにする」

　朝ベッドから起きあがるなり、芙ふ深みは床で寝ていた御厨を蹴けり起こして言った。

「いてて……」

　同居人の暴挙に抗議の視線を送りながら、御厨は芙深の言葉を頭の中で反はん芻すうする。芙深が唐突に勝手なことを言い出すのは今に始まったことでもないが、やっぱり疲れるなあと御厨は思う。

「……えーと……考えるのめんどくさいけど……考えよう……幸せのために……。えーとつまり……芙深姉ちゃん、帰るの？」

　期待を込めた視線を向ける御厨に、芙深はものすごくイイ笑顔で答える。

「いんや、安心しろ。せっかくじゃからおれはしばらくこの街に留とどまることにする。ぬしの母親からも、ぬしをよろしく頼むと言われておるからの」

「んな……!?　そ、そんな……」

　御厨の絶望の表情をどう勘違いしたか、芙深はさらに笑みを深め、

「そうじゃ槐えんじゆ、やることもなくなったことじゃし、今日は久しぶりに一緒に遊びに行くとしよう。案内せい。つ、つまりその……」そこで芙ふ深みは、何な故ぜか微妙に視線を逸そらして頰ほおを赤らめる。「つ、つまり……その……で、でーとをしよう！」

　勇気を振り絞って言った台詞せりふだったのだが、

「……そんな……ああ……これからもずっと芙深姉ちゃんの相手をしなきゃいけないなんて……めんどくさい……超めんどくさい……うああ……」

　御厨みくりやはうなだれてブツブツ呟つぶやくだけで、聞いていなかった。

　ぴきっ、と芙深の顔が引きつる。

「槐っ!!」

「は、はいっ!?」

　びびりまくる御厨に、芙深は少し拗すねたような顔をして言った。

「……早く行くぞ。準備せい」
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　夜が明けた。というか、ギリギリ午前中とはいえ太陽が既にかなり高いところまで昇っている。ホテルから逃げるように自分の部屋に帰ってきたあと、俺おれはいつものように適当に時間を潰つぶし、適当に夕飯を食べて、適当に不ふ貞て寝ねしたらこんな時間だ。……不貞寝してばっかだな、俺。情けない。

　さて、と。一晩寝て多少は落ち着いた頭で、昨日のことを反省する。ついつい腹黒メイドの挑発に乗ってしまい、あろうことか押し倒した。その現場を何故か陽よう子ことユウに踏み込まれ……そういえばなんであいつらあんな最悪のタイミングで来やがったんだラブホテルの最上階なんかに。……まあ、過ぎてしまったことは仕方ない。とにかく今後は気をつけよう。クールに。クールに行こう。どれだけ罵ば倒とうされようと、全人格を否定されようと、クールに。本能なんて蹴け散ちらしていこう。たとえ目の前に綺き麗れいなお姉さんが全裸で立っていたとしてもぴくりとも反応しない心の強さを持って生きていこう。いや、それじゃただの不能か。……とにかく、二度とこんなことが起きないように最大限の注意を払って生きていくのだ。

　……で、当面の問題としては陽子とユウのことだが……まあ、どうにかこうにか、口八丁で丸め込むしかないだろう。あれは誤解だったのだと。押し倒していたように見えたのはただの勘違いなのだと。我ながら最低だが、これも平穏な日常のためだ。仕方ないさ。

　そんな自己正当化。本当に、反へ吐どが出るほど最低だ。

「……ま、今更だけどさ……」

　自じ嘲ちよう気味に呟き、皮肉っぽく嗤わらう。最低な自分を受け入れる覚悟なんて、とっくの昔に出来ていた筈はずなのに。

　と、そのとき。

　ぴんぽーんといういかにもチャイムという感じの普通のチャイムの音が響いた。

　……誰だれだろう？　わざわざチャイムを鳴らして入ってくる人なんて俺おれの知り合いにいたっけな？　一瞬そんなことを思ってしまった自分が悲しい。

　ドアを開く。

「……こんにちは」

　不機嫌そうな顔で立っていたのは、灰色の髪と瞳ひとみをした眼帯メイド、シズさんだった。

「……ど、どうも」

　気け圧おされながら、とりあえず挨あい拶さつする。

「…………」

「…………」

「……とりあえず、入ってください」

「いえ、ここで結構です」

「ここじゃ目立って仕方ないんですよ。一応ここ、男子寮ですし」

「……なるほど」

　シズさんは頷うなずき、相変わらずの規則的な足取りで部屋に入ってくる。

「昨日の件でお話ししておきたいことがあります」

　扉を閉めるなり、シズさんは開口一番そう言った。

「霧きり村むら様。昨日その……あなたが私を……お、押し倒したことは……ユウ様と冬ふゆ木き様には、誤解だったということにしていただきたいのです」

　シズさんは、ちょっと視線を逸そらしながら言った。俺は思わず苦笑してしまった。

「……ちょうど良かった。俺も同じことを頼もうと考えていたところです」

　この人に口裏合わせを頼んでおかなければ、いくら陽よう子ことユウを上う手まく誤ご魔ま化かせたところでバレてしまうからな。

　シズさんは、左目を少し細めて深々とため息をついた。

「……本当に気が合いますね。不本意なことに」

「……ええ。最悪ですね、お互い」

「あなたと一緒にしないでください低能ヘタレ男」

「ごめんなさい、実は俺もメイド型ダッチワイフの同類になるのはまっぴらです」

「下半身が本体の能無しチンピラの分際でよく言いますね。自慰のたびに脳の中身まで発射するのは控えた方がいいと僭せん越えつながら進言いたします。情欲が収まらずにお困りのようでしたら特別に薬を調合して差し上げましょう。すぐに楽になれますよ。永遠に」

「そりゃご親切にどうも。しかし俺の愚息のことなんかよりも自分のお腹なかに寄生している謎なぞの暗黒生命体を駆除する薬を作った方がいいんじゃないでしょうかね。近付かないでください腹黒いのがうつったらどうするんですか」

「…………」

「…………」

「…………ふっ」

「…………へへ」

　ほどよく口も滑らかになったところで、俺おれたちは噓うその細部を煮詰めるべく話し合いを始めるのであった。
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　同時刻。またしても冬ふゆ木き陽よう子この部屋から火が出た。陽子は昨日と同じく迅速に消し止めた。燃えやすいものには昨夜あらかじめ火ひ除よけの魔術をかけておいたのでモノの被害自体はそれほどでもないのだが、問題は出火原因であるユウだ。彼女は例によってキッチンで気を失って倒れていた。

「……ったく、そう何度も、料理に失敗したフリして魔力が暴走したことを誤ご魔ま化かそうとしても無駄だっての。バレバレよゆースケ」

　ぺちぺちとユウの頰ほおを叩たたきながら陽子は言う。意識を取り戻したユウは、それでも弱々しく誤魔化そうとした。

「ち、違う……今日はハンバーグを作ろうと思ってだな──うぁうっ……!?」

「ちょっ、ゆースケ!?」

　いきなりユウが胸を押さえて苦しみだした。顔は蒼そう白はくで、荒い息を吐き、目は血走っている。不意にユウが必死の形相で叫んだ。

「──ヨウコ！　逃げろッ!!」

「──ッ！」

　反射的に陽子が自分の周囲に魔力障壁を展開したのと、ユウの身体からだから轟ごう音おんを上げて巨大なオレンジの光の球が出現し見た目は普通の壁だが実は特殊な金属で二重三重に強化されている寮の壁をぶち抜いたのは、ほとんど同時だった。

　壁に大穴が開き、隣の部屋と陽子の部屋が繫つながってしまっている。隣の住民は幸い留守のようだったが。……毎日のようにユウと騒いでるせいで何度も苦情を言われているが、さすがにこれは苦情では済まないだろう。

「……って、そんなこと考えてる場合じゃないわ！　ゆースケ！」

　慌てて自分の指を切り裂いて、今にも第二波を放ちそうな勢いで身体から光の粒子をほとばしらせているユウの口に指を突っ込む。ユウは獣のように……まさに『吸血鬼』の名に相応ふさわしい勢いで陽よう子この血を吸う。

「ぐがぁぁぅ…ぐぁあっ!!」

「ぃっ──ッ!?」

　陽子は痛みに顔をしかめる。傷口の奥を抉えぐるようにグサリと犬歯を突き立てられて、指を嚙かみ千切られるかと思うほどに傷を大きくこじ開けられる。これまで血を吸われることに痛みを感じたことなどなかったのだが、今回は快感よりも痛みの方が大きい。鼓動が脈打つたびに傷口がズキズキする。このまま全身の血を吸われて干物になっちゃうのかなー、などと割と冗談では済まないことを考える。

　が、その心配は杞き憂ゆうに終わり、ユウは昨日と同じくいつの間にか意識を失っていた。

　……顔色は先ほどよりはマシだが、決して良くはない。汗も酷ひどく、呼吸も荒い。

「あー……こりゃどう考えてもマズいわね……」

　前々から考えていたことだが、やっぱり強引にでも聖せい司じの血を吞のませるしかない。

　かつて陽子も一度だけ聖司の血を二週間ほど吞まなかったことがあったのだが、あのときの苦しみはまさに地獄だった。あれはやせ我慢してどうにかなるものではない。陽子が異能を暴走させたときはブラックホールで部屋を八割方消滅させてしまったし。

「さてそれじゃ、善は急げね。あとでいくらでも恨みなさいゆースケ。恨むついでにあたしのことも諦あきらめなさいな」

　決断するが早いか、陽子は全裸のユウにぶかぶかの自分の服を着せると、お姫様だっこでユウの身体からだを抱え、聖司のところに向かうべく部屋を出た。
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　休日のため人通りの少ない石畳の道を歩き、「まずはぬしの通っておる学舎まなびやに案内せよ」と言い出した芙ふ深みを、御厨みくりやは「……めんどくさいなあ……学校なんてここから歩いて十五分もかからないのに……ていうか案内なんてするまでもなくここからも見えてるし……寮のすぐ前の角を曲がって真まっ直すぐ歩けばまず迷わないのに……」などと、『本当は御厨と一緒に街を歩きたいだけでべつに場所はどこでもいい』という芙深のオトメゴコロを察せずにぶちぶち言っては殴られつつ、彼女をやたらといかめしい雰囲気のある校門の前まで案内した。日曜日のため、校門は固く閉ざされている。

「ふむふむ……ここが槐えんじゆの通っておる学舎か。じっくり眺めてみると、はいからで良いところじゃのう。おれもこんなはいからな学校に通いたかった」

　ついさっきまでやたらと不機嫌そうにしていた芙深は、（表面の壁だけは）レンガ造りの、ヨーロッパの伝統ある立派な邸宅を思わせる（繰り返すがそれは外装だけの話で、教室などは普通の日本の学校とあまり変わらない）夕ゆう月げつ学園の校舎を見ると、ちょっとしみじみとした顔で言った。

　機嫌は既に直ったらしく、「ふーんふふーん♪」と鼻歌など歌い始めている。校門からＵターンし次はどこへ行こうかと考えながら、相変わらず芙ふ深み姉ちゃんは気分屋さんだなあ……と御厨みくりやは思う。

「──あら？　えんじゅくん？」

　不意に、忘れたくても身体からだが自動的に反射してしまうおっとりした声が後ろから聞こえてきた。振り返ると、そこにいたのはやたら髪の長い少女──氷ひ川かわ真ま那な。

「うふふ、こんなところで会うなんて、偶然ですね～」

　硬直する御厨に、真那はにこやかに笑いながら近付いてくる。

「そ、そう……だね……」

　御厨の緊張した声。その緊張をどう勘違いしたのか、芙深はすっと半歩ほど進み出て御厨の前に立ち、一瞬真那の豊満な胸に目をやって「……うっ」と呻うめいたあと、ぺこりと軽く会釈する。真那もいつものように柔らかな微笑で、

「はじめましてー。わたし、えんじゅくんのクラスメートの、氷川真那と申しますー」

「そうか。おれの名は蹂じゆう躙りん坂ざか芙深じゃ。え・ん・じゅ、の、」

「た、ただの知り合いだよ氷川さん！」

　昔なじみの人間が同時に月光症候群を発症するというのは確率的にかなり低いので怪しまれると考え、御厨はとっさに噓うそをついた。が、芙深にはそれが気に入らない。

「ただのとはなんじゃ槐えんじゆ！　おれがお前のことをどれだけ……どれだけ……その……」

「いや、えーと、だからあの……ああ……めんどくさいなあ……」

「めんどくさいとはなんじゃ槐！　おれといるのがそんなにイヤか！」

「ええっ!?　……ええと、その、イヤかどうかと言われますと……」

　二人のやりとりを見て、真那は楽しげに微笑ほほえんだ。

「うふふ、お二人は仲良しさんなんですねー。うらやましいですー。あ、それじゃあわたしはこのへんでー」

　笑顔でそう言って、手を振る真那。踵きびすを返し、しかしふと思い出したように、

「えんじゅくん、学校のみんなとも仲良くねー」

　顔を引きつらせる御厨を尻しり目めに、真那は歩き去っていく。先日のことを言っただけなのか、それともまさか、芙深が市の人間でないことがバレているのか……。

　悩む御厨に、「槐」と芙深が声をかけてきた。数秒前までのむくれた顔はなりをひそめ、どこか心配そうに。

「そういえば聞いておらなんだが、学校では上う手まくやっておるのか？」

「え、あ……えーと……」

　御厨は言葉を濁す。とりあえず上手くやっているものの、氷川真那が色々と怖い。しかし芙ふ深みにそんなことを言ったらすぐにでも真ま那なに喧けん嘩かをふっかけそうだし……。

「む……もしやおぬし、またいじめられておるのか？」

　幼い頃ころは神童と呼ばれもてはやされてきた御厨みくりや槐えんじゆだったが、そのぶん《コミュニティ》の《試作型プロトタイプ》の中には彼をやっかむ者もいた。《試作型》には自分の力を誇るあまり他者を軽んじる自己中心的な人物が多いのだ（その典型が蹂じゆう躙りん坂ざか芙深なのだが、本人は気付いていない）。いじめられている御厨を庇かばい、面倒を見てやっているうちに、芙深は御厨に情が移ってしまったというわけである。

「え、えーと……」

　御厨は口ごもる。が、芙深は口ごもったという事実こそが肯定の証あかしだと解釈した。

「誰だれじゃ！　誰にいじめられたのじゃ！　おれがそやつをぶちのめしてくれる！　……むう、そういえば槐、霧きり村むら聖せい司じに素性を知られたのだったな……まさか……奴やつがそのことでぬしをいじめておるのか!?　それとも、いじめられたせいで素性を知られたか!?」

「え、あ、その……」

　二週間前、学校の屋上で霧村聖司と話したときのことが脳裏に浮かぶ。どんなことをしてでもこの日常を守り抜くと宣言したときの、彼のある種の狂気すら感じるゾッとするような笑みを、御厨はたしかに「怖い」と思ったのだ。

　……しかし、別にいじめられているというわけではない。だが、御厨が否定しようと口を開く前に芙深がいきり立った。

「そうなのじゃな!?　やはり霧村聖司なのじゃな!?　一目見たときから卑劣そうな面構えの小男じゃと思っておったが……槐が大人おとなしいのをいいことに……！　おれの槐になんということを……！　くっ……ああ、槐が……槐の尻しりにそんな……！」

　怒り心頭といった様子で憤る芙深。頭に血が上った状態で一体どんな想像をしているのか、彼女の頭の中では御厨は霧村にとんでもないことをされているようだ。尻て。……しかもさりげなく「おれの」とか言われてるし……所有物扱い？　御厨はちょっと泣きそうになってしまう。その表情がさらに芙深の誤解を加速させる。

「ゆ、許すまじ霧村聖司……！　一昨日は見逃したが、やはりその素っ首、この蹂躙坂芙深が叩たたき落としてくれる！」

　芙深は憤怒の形相を浮かべ、いきなり男子寮の方に向けて走り出した。

「ええっ!?　ちょ、ま、待ってよ芙深姉ちゃん!?　……あああ……追いかけるのめんどくさいなあ……」

　めんどくさいと言いながら、やはり律儀に追いかける御厨であった。




　　　†　†　†




　シズさんと俺おれの口裏合わせ会議は一時間ほどで終了した。客をもてなすための準備など部屋にはなかったので、床に座布団を敷いて座り、顔をつきあわせて会議。そして俺たちは、二人力を合わせて、これならば間違いなく誤解だったと信じてもらえるであろう、とてつもなく完かん璧ぺきでリアリティのある噓うそを作り上げることに成功したのだった。それは自分でも恐ろしくなるほどに真実味のある噓であり、思わず自分でも、あのときはべつに彼女を押し倒したわけではなく、やむにやまれぬ事情があったのだと信じてしまいそうになるほどだった。パーに見えるが実は相当に頭がキレる陽よう子こも、普通にアホだがやたらと感覚が鋭いユウも、これは絶対に信じてくれる筈はずだ。

「……完璧、ですね……。このような噓を生み出してしまうとは……霧きり村むら聖せい司じ……なんという恐ろしい人でしょう……」

　座布団に正座して、冷や汗混じりに言うシズさんに、俺も手の甲で汗を拭ぬぐい、

「いやいや……シズさんの悪魔のような知謀のおかげですよ……」

　シズさんは微かすかに唇を歪ゆがめて腹黒い笑みを浮かべた。

「……さて、用事も済んだことですし、私は帰ります。長居して、噂うわさにでもなると大変ですし……。それでは霧村様、口裏合わせの方、よろしくお願いいたします」

　言いながら立ち上がり──

「あきゃっ!?」

　いきなりそんな可愛かわいらしい悲鳴を上げて、シズさんがよろめき、倒れてきた。座っていた俺の、身体からだに乗っかる……つまり押し倒すようなカタチで。シズさんの端正な顔が間近にあり、頰ほおが紅潮するのが分かった。シズさんの方も同じく頰を赤らめて、

「……も、申し訳ありません。正座は不慣れなもので、足が痺しびれて……」

「そ、そうですか」

　あー、ヤバい。なんかまた心臓がドキドキしてるよ。

　……そのときだった。部屋の外からいきなり、

「は、離せヨウコ！　私は大丈夫なのだー！」「あーもう！　大人おとなしく寝てなさいゆースケ！　あんたが目を覚ましたときには何もかも全すべて終わってるからねくくく」「くっ、この鬼畜！　誰だれか助けてー！　犯されるー！　あ、いや、ヨウコに犯されるなら本望！　むしろ犯してくれ！」「犯さないわよ！　変な噂が立つでしょ黙れ！」「むがぐぐ虐待！　児童虐待反対！」「都合のいいときだけ児童とか言うなババア！」「ぐぎゃー！　やめてやめて痛い！　ヨウコ痛い痛い！　背骨が曲がる、ブーメラン状に曲がる！」

「ブーメランババアいっちょあがり！　というわけで入るよー霧村ー」

　何が『というわけ』なのかは全然意味わかんないのだがノックもせずに、ばたばた暴れるユウ（いつものドレス姿ではなく、白いぶかぶかのＴシャツをワンピースのように着せられている）を肩に担いだ冬ふゆ木き陽よう子こが、俺おれの部屋に入ってきた。

　そして、硬直した。どさっと、ユウの身体からだが床に落ちる。「いたた……」と泣きそうな声を上げたユウのことは意識の外。ただじっと、俺とシズさんを見ている。

「……こ、今度はシズさんが上なのね……」

「ち、違う、これはえーとその、アレだよ、アレなんだ……なんだっけ……」

　咄嗟にさっき作った噓うそを使って言い訳しようとするが、頭が回らない。

「つ、つまりアレなのです、ああユウ様！　そんな目で見ないで……！」

　慌てて俺の上から起き上がったシズさんも必死の言い訳を試みるが、やはり混乱して上う手まく説明できないらしい。

「……くっ、細部まで緻ち密みつに考えすぎたせいでアレンジがきかないし一箇所ミスすると全体に矛盾が出る仕様なのが痛い……！」

「ええ……これは盲点でしたね……」

「二人して内緒話!?」

「ち、違うぞ陽子これはその」「ち、違います冬木様これはその」

　やべ、ハモった！　あまりの気まずさに陽子から視線を逸そらしてみると、床にへたりこんだまま、ユウが今にも泣き出しそうなくらい顔をぐしゃぐしゃにしてこちらを睨にらんでいる。見た目は可か憐れんな女の子にこういう顔をされると精神的にかなりキツい！

　大体、なんでよりによってこんなタイミングでユウと陽子が来るんだよ！　間が悪いにもほどがある。えーと、よく考えると今回はべつに言い訳しなくてもただの事故だったんだから正直に話せば……いや、それにしたって何な故ぜシズさんが俺の部屋にいたのかという説明はする必要がある。

　思考を整理し、陽子とユウをどうにかなだめようと俺が口を開こうとしたそのとき、




「霧きり村むら聖せい司じ────ッ!!」




　部屋のドアが再び乱暴に開いて、さらなる厄介ごとが飛び込んできた。赤い髪をしたミニスカ巫み女こ──《コミュニティ》の工作員、蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深み！

　げげっ！　なんでこいつまでこんなところに!?

「あ……フミ……」

　ユウが呆ぼう然ぜんとした顔で彼女の名前を呼んだ。え？　知り合い？

「……ユウか」

　芙深はちらりとユウの方に視線をやり、どこか気遣わしげな顔をした。しかしすぐに俺の方に視線を戻し、びしっと指を突きつけ、高らかに抹殺宣言。

「覚悟せよ霧きり村むら聖せい司じ!!　貴様のような外道は、おれがじきじきに誅ちゆう殺さつしてくれる！」

「ええっ!?」

　一昨日は俺おれにはもう興味をなくしたとか言ってたのに！　何がどうなってるのかさっぱり解わからない！　が、とにかくピンチということは確かだ。こんなところで戦いになっては、寮に被害が及ぶ。そうなれば、目立つ。戦いそのものはともかくとして、目立つのはよくない。どうにかお金とか、あるいは指一本とかでお引き取り願えないだろうか。

「ユウ、邪魔するでないぞ。任務など関係なく、おれはおれの意思でもって霧村聖司を抹殺する。邪魔さえしなければぬしには手出しせぬ。というわけでいでよ朱雀すざく！」

　話すことなど何もないと言わんばかり、芙ふ深みが指先で五ご芒ぼう星せいを描き、中から赤く発光する光の球を出現させる。その球が徐々に炎を纏まとう鳥のカタチに……って正気かこいつは!?　よりによって朱雀かよ！　サイズは前回襲われたときよりちょっと小さいとはいえ、一番室内向けでない奴やつを召喚しやがった！

　そのとき。

「ふう……や、やっと追いついた……走るのめんどくさい……」

　息を切らせて、御厨みくりや槐えんじゆが部屋にやってきた。

「おい御厨！　どうなってんだこれは！」

　俺が叫ぶと、何な故ぜか芙深が「むむっ！」と唸うなった。

「槐に対してそんな乱暴な言葉を吐くとは……！　やはりぬしはいじめっこじゃな！」

　御厨は俺の方をちらりと見て、諦あきらめたような顔をする。

「……ごめん。こうなったときの芙深姉ちゃん、止められないから……。……とりあえず、この部屋にいる人全員を対象に《結界》を展開しておいたから……えーと……その……頑張ってね……」

　たしか《結界》というのは対象の存在の次元をずらして平行異世界に導く術とかなんとか言ってたっけ。ちらりと窓の外を見てみれば、たしかに人の気配がない、無音の世界となっていた。……つまりこの中でならいくら被害が拡大しても大丈夫だということだ。

「ふう……」

　思わず安あん堵どの息をつく。

「何を安心しておるのじゃ霧村聖司！　早くも覚悟を決めたか!?　ならば話は簡単じゃ！　ゆけ朱雀！」

　芙深の前に出現した炎の鳥が、甲高い声を上げて俺に突撃してくる。が、

「凍れ！」

　キィイイイン────ッ！

　炎を纏った朱雀の身体からだが、突如としてダイヤモンドのような輝きを放つ巨大な氷に閉じこめられ、

「砕けなさい！」

　次の瞬間、床から出現した尖とがった岩の柱によって、氷漬けの朱雀すざくは粉々に砕けた。

　やったのは……冬ふゆ木き陽よう子こ。さすがだ。

「ふふふ、この冬木陽子さんを無視して話を進めてもらっちゃ困るわねえ……」

　不敵に笑う陽子に、芙ふ深みは愉たのしげに目を細める。

「ほほう……ぬしが三人目のたーげっと……。なるほど、足手まとい二人を抱えながら槐えんじゆを打ち破ったのはおぬしというわけか……。たしかに、手て練だれのようじゃの……」

「そーゆーこと。……で、ここじゃアレだし、場所を変えない？」

　陽子が言うと芙深は俺おれをちらりと見て、

「……よかろ。霧きり村むら聖せい司じの始末はあとでゆっくりじっくりと……時間をかけてじわじわといたぶってくれよう……」

「残念。霧村にオシオキするのはあたしだけなんだから」

　陽子は洒落しやれにならないことを言って、これまた愉しそうに笑うのだった。




　　　†　†　†




　霧村聖司の部屋を出て、冬木陽子と蹂じゆう躙りん坂ざか芙深は寮の庭である広い場所へとやってきた。ここならばお互い思う存分に暴れられる。ユウと霧村聖司、それにシズと御厨みくりや槐も、仕方なく、といった感じでついてきた。

　さらにユウは、陽子の方にふらついた足取りで歩み寄る。

「ヨウコ……私も手伝うぞ……」

「……ユウ。これはおれと冬木陽子の決闘じゃ。まあ、結果的に死ぬかもしれんが、とりあえず命まではとらぬ方針でいく。じゃから安心せい」

　芙深がやんわりと諭した。が、ユウは下がらない。

「……だって、お前が勝ったらセイジを殺すんだろう？」

「それがどうした？　まさかおぬし、霧村聖司を庇かばう気ではあるまいな？」

　ユウは迷いなく頷うなずいた。

「……セイジが死ぬと、ヨウコが悲しむから」

「ゆースケ……あんた……」ちょっと嬉うれしそうに、陽子はユウを見る。「……気持ちは素直に嬉しいんだけどね。今のあんたじゃ足手まといにしかならないわ。戦いたければさっさと霧村の血を吞のみなさい」

「や、やだ！　絶対やだ！　大丈夫だヨウコ！　邪魔なんかしない……絶対お前の役に立つから……だから──もうどこにも行っちゃやだ!!」

「……ッ！」

　涙を浮かべた真まっ直すぐな視線に貫かれ、陽よう子こは一瞬怯ひるんだ。

「行っちゃ……やだ……」

　ユウが陽子に抱きついてくる。胸に顔を埋うずめていやいやと首を振る。

「……ったくもう……」

　陽子は空を見上げて嘆息する。……非論理的で、感情的で、子供みたいで。……しかし、そのあまりに純粋すぎる感情を、陽子は決して否定しない。頑かたくなに千年越しの愛を守ろうとする一いち途ずさを、羨うらやましいとさえ思う。仕方ないことを仕方ないと受け入れられない幼さを、羨ましいと思う。どうにもならない現実に打ちのめされながら、それでも足あ搔がくことをやめない小さな少女のことを、冬ふゆ木き陽子は笑わない。愚かだと言う者もいるだろう。しかしこれは彼女の強さだと陽子は思う。

　ユウの強さが羨ましい。眩まぶしい。妬ねたましいとさえ思う。

　……あたしはもう、汚れちゃってるからね……。

　無意識のうちに、寂しげな笑みがこぼれた。と同時に。そんな陽子の脳裏に、幾つかの光景が瞬時にフラッシュバックのように甦よみがえってきた。

　思い出したくもない過去の記憶。自分が『冬木陽子』ではなく、『冬木家のご令嬢』という記号で周囲に認識されていた時代の記憶。時代錯誤な家族や村人たちに自分の力を認めさせるべく、必死でありとあらゆる努力をした。それが徒労で、どれだけ自分を高めようと自分は『冬木家のご令嬢』でしかないことを悟ったとき、今度はありとあらゆる非行を重ねた。具体的には……とにかく色々。鬼子、狐きつね憑つき、そう呼ばれるようになるまでにさして時間はかからず、晴れて家を追い出されることとなった。

　そのときの……唯一大切に思っていた家族──次期当主である弟の哀かなしそうな表情。

　この子のことをずっと守ってあげると誓ったのに、それが果たせない無念。

　そして……家を出られるという喜びに──ようやくただ一人の『冬木陽子』になれるという喜びに──弟のことすらどうでもいいと思ってしまった罪悪感。

　頭の隅っこに追いやっていた記憶が、罪が──陽子の胸を締め付けた。

　しかし脳裏に流れ込む記憶の奔流は、自分のものだけには留まらない。

　……これは誰だれの記憶？　あたしの知らない光景……ここはどこ……？　せ、戦争してるの……？　これって……前世……エシュターの……記憶……？




　──抜き身の剣を振り下ろし／そのたび鮮血がほとばしる／獣のような悲鳴を上げて／男が死ぬ／女も死ぬ／敵も死に／仲間も死ぬ／みんな死ぬ／首が飛ぶ／腕が飛ぶ／意識が飛ぶ／ここは戦場で／同時に遊戯場雷いかずちを放てば家が燃え／氷の魔術で裸の女が樹氷となる／犯し／殺し／自分を満たすためならば何でもした／あのおかしな吸血鬼と出会うまでは／正確には、その吸血鬼の娘と出会うまでは／名をユウ／夕／蛇遣いの娘／純真無む垢くな／穢けがれを知らぬその魂／絶望を見せてやりたくて／旅に連れ出し／幾多の地獄を見せた／吸血鬼がいると噂うわさを流し／わざと襲わせたこともある／それでも揺るぎない、彼女の眼まな差ざし／自分はもう、その想おもいに応こたえてやれない／泣くな……ユウ──……




　断片的だが脳が焼けそうになるくらい強烈な光景の数々に、陽よう子こは眩暈めまいを覚えてふらついた。気付けば目から涙が溢あふれている。

　──なるほどね……あたしの前世とやらも、こういう気持ちだったワケか……。

「ヨウコ!?」

　心配そうなユウの声にハッとし、陽子は涙を拭ふいていつものように強気に微笑ほほえんだ。しがみつくユウの身体からだをやんわりと引き離し、その髪をくしゃくしゃと撫なでる。

「……ゆースケ、こいつはあたしが絶対に倒してやるから。だからあんたはずっと、お姫様のままでいなさい！　……この戦いが終わったらでいいから、ちゃんと霧きり村むらの血を吞のむのよ。あたしはやっぱり、あんたが苦しんでるのを見たくないし、エシュターもきっとそう言うから」

　そう言って陽子は、ユウの手をとる。

「ヨウコ……？」

　怪け訝げんな顔をするユウの前に片かた膝ひざをつき、陽子はまるで騎士のように、ユウの小さな手の甲に軽くキスをした。




「──ユウ。あんたはあたしが守ってあげる」




「え……!?」

　ユウが驚き……そして頰ほおを赤らめて満面の笑みを浮かべる。その目に浮かんだ涙を指先そっと拭ぬぐい、陽子は立ち上がる。

　黄昏たそがれ色の光こう刃じんを呼び出して切っ先を芙ふ深みに向け、高らかに宣言する。

「待たせたわねえミニスカ巫み女こ！　今からあたしが、あんたをすごい勢いでぶちのめしてあげるから感謝しなさい！」

　二人の様子をぽかんと見ていた芙深は、すぐに凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ応じる。

「かかかっ！　やれるものなら……やってみるがいいッ！　いでよ式神どもっ!!」

　印を切り、【四神降臨ダイヤモンドフオース】をフルパワーで発動。四神の大きさは芙深がそれぞれに注ぎ込む魔力の大きさによって変化し、巨大になればなるほど強くなる。今回呼び出された四神の大きさは──青せい龍りゆうはこれまでの大蛇レベルではなく、まさに龍りゆうと呼ぶに相応ふさわしい、おそらく三十メートルはあるであろう天を覆うかのような威容。朱雀すざくは翼長十メートルを超え、少し羽ばたくだけで、ちょっと離れた場所で傍観している霧きり村むら聖せい司じや御厨みくりや槐えんじゆのところにまで火の粉……というか炎の塊が飛んでくるほど。白びやつ虎こは朱雀すざくと同じくらいの大きさで、並の虎とらや獅し子しなど腕一本で蹴け散ちらされてしまいそうな迫力がある。玄げん武ぶはその三体を足したよりもさらに大きく、小さな山と見まごうばかり。

　玄武の甲羅の上に軽やかに飛び乗り、芙ふ深みが腕組みをして陽よう子こを不敵に見下ろす。

「……うわ……すごいや……驚くのめんどくさいなあ……」

　フルパワー状態を何度か見たことがある御厨、一度加減した状態での四神を見ている聖司とユウでさえ、四神の威風堂々たる様相には驚きよう愕がくを隠せない。

　だが、四神全すべてを見るのはこれが初めての冬ふゆ木き陽子は。

「へえ……面白いじゃないの……！」

　あくまで強気に笑い、何の躊躇ためらいもなく、強大なる神の獣へと立ち向かっていった！

「全軍突撃ッ！　ぷちっと潰つぶしてやれい！」

　芙深の命令とともに、四体の神獣が陽子を蹂じゆう躙りんすべく一斉に襲いかかる。青せい龍りゆうと朱雀は高空から、白虎は地上を疾駆、玄武は猛烈な威圧感をまき散らしながら地響きを立ててゆっくりと。いくら腕におぼえのある者でも逃げ出したくなるほどの圧倒的威圧感に、しかし冬木陽子は欠片かけらもひるまない。

「【堕ちない林檎リバテイ・グラビテイ】、シールド！」












　突撃してくる朱雀すざくの前方に、陽よう子こが広範囲の重力フィールドを展開。極彩色の光と朱雀の炎がバチバチと激しく火花を散らす。強行突破をはかろうとするもなかなか破れず、朱雀は苛いら立だったように炎を纏まとう翼を激しく羽ばたかせる。熱を持った烈風が周囲に吹きすさび、他ほかの三体の神獣の動きが鈍くなる。

　その隙すきをつき、陽子は朱雀を迂う回かいするように、階段状に小さな足場を無数に構成。一気に空中へと駆け上がる。その向かう先にいるのは──青せい龍りゆう。

「まずはそこの蛇ちゃんからっ！」

　蛇と呼んでしまうにはあまりに神々しく巨大な龍りゆうに、陽子は光の剣を構えて突撃。

　轟ごうッ！　生意気な人間を威圧するように、龍が天に轟とどろくような咆ほう哮こうを上げて陽子めがけて一直線に突進してくる。

　と。青龍と陽子の正面衝突まであと僅わずかというところで、陽子が急に自分の次の階段となる重力場を消失させた。それでもなお一歩踏みだし、陽子の身体からだは、地上二十メートルほどの地点から落下──する寸前に、足下に新たな足場を展開。その直後、青龍が勢いよく陽子の頭上を通過していく。陽子はそんな青龍の無防備な腹部めがけて、構えた剣を思い切り上に突き刺した。

　ギシャアアアアァァァアァァァァ──────────ッ！！！！！！！！！！

　突進の勢いのまま、十メートルを超える長さまで腹部が深々と切り裂かれ、青龍は断末魔の悲鳴を上げて光の粒となり消滅した。

「はい、次はそこの焼き鳥！」

　挑発的に宣言した陽子に、重力場に足止めされていた朱雀が甲高い咆哮を上げ、敵のいる上空へ急旋回して突撃する。

「食らいなさい！」

　陽子は光の剣を朱雀に向かって思い切り投げつける。剣の切っ先が朱雀の胴体部分に深深と突き刺さった。が、突撃の勢いは衰えない。

「なかなか根性のある焼き鳥ね！　だったらこれで！」

　陽子が指先で何やら複雑な印を切る。すると無数の氷の矢……いや、それぞれが長さ一メートルを超える、氷の槍やりが無数に陽子の前方の空間に出現。

「シュ────トッ！」

　陽子のかけ声とともに全すべての氷の槍が朱雀めがけて向かっていく。朱雀は急旋回してそれを回避しようとした。だが、氷の槍は朱雀が回避行動に移ろうとしたまさにその瞬間、突如としてその速度をアップさせる。空中で身をよじった朱雀の翼を、腹を、頭を、無数の槍がドスドスと音を立てて貫いた。

「あらあら、不格好な焼き鳥になっちゃったわね」

　弱々しい悲鳴を上げて消滅していく朱雀に、陽子はシニカルな笑みを浮かべた。

　刹せつ那な、そんな陽よう子この真横を、太い青色の光の柱が音もなく高速で通り過ぎていった。手入れされたライトブラウンの髪が何本か、跡形もなく消滅する。

「んな……っ!?　び、ビームッ!?」

　驚きよう愕がくする陽子が下を見ると、玄げん武ぶの甲羅の上に乗っていた芙ふ深みがチッと舌打ち。

「むうっ、外したか！　玄武、第二波準備ッ!!」

　巨大な黒い亀かめの甲羅が僅わずかに発光し、大きく開かれたその口の中に青い光の球が収束していく。

「んな無む茶ちやなっ!?　ちょっ、洒落しやれになってないわよっ！」

　さすがに焦り、陽子は慌てて地上に降りる。そこへ咆ほう哮こうを上げて迫るは、雄々しき白き虎とら。強きよう靱じんな脚で大地を蹴けり、陽子に躍り掛かる。

「うるさいッ！」

　陽子が火球を放ち牽けん制せい。しかし炎はその輝くような毛並みを僅かに焦がしただけで、突撃の勢いは些いささかも衰えない。

「ちいっ！」

　地面を転がり、陽子はその場を離れる。直後、陽子の立っていた場所が白びやつ虎この凶悪な前脚の爪つめで深々と抉えぐり取られた。

「とりあえずそこで大人おとなしくしてなさい！」

　叫び、白虎の足下に重力フィールドを展開して足止めする。【堕ちない林檎リバテイ・グラビテイ】によって呼び出される重力素子は、ベクトル、フィールドの面積、有効範囲の高さ、Ｇの強さ、粒子の濃度などを細かく設定できる。上う手まく使えば空を飛んだり相手を足止めしたりと様々な応用が可能だが、使いこなすには優れた空間把握能力と計算能力が必要不可欠である。さらに、便利なぶん体力……というか魔力の消耗も激しい。理論的には対象を押し潰つぶすことも可能だろうが、そこまでの高出力はいかに陽子でも軽く死ねる。地球の引力に逆らうような設定ほど消耗のレベルは跳ね上がるので、普段は地球の大地と同じ設定で自分のすぐ近くの空中に足場を作るくらいにしか使わないことにしている。

「……ハァ……しっかしさすがに、このビッグタイガァの足止めはキツいね……！」

　荒い息をつく陽子。そこへ玄武の砲撃。太いビーム──に見えるが視認してから避けられたので本物の光学兵器というわけではないのだろう。魔力を直接撃ち出すエネルギー弾と同じようなものか。……もっとも、光より遅いとはいえ避けられたのは前もって注意を払っていたのと、陽子の超人的な反射神経があったからだが。後ろにあった寮の壁を貫通して大穴を開けるほどの威力だし、死ぬほど危険なことには変わりない。

　さらに。

「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──────ッ!!」

　地上の百倍近い重力で足止めされていた白虎が、恐るべき根性で力場から抜け出し、陽子に躍り掛かる。驚きつつも、陽よう子こはニヤリと笑って叫ぶ。

「グラビティゼロ！」

　刹せつ那な。ジャンプした白びやつ虎この足下から、その身体からだを包み込むように円筒状の無重力地帯が出現。白虎の巨体が、さらに一メートルほど浮き上がった。さっきまで一〇〇Ｇと格闘していた白虎にとって、いきなりのこの変化への驚きはいかほどのものか。

「根性のある虎とらさん、お疲れ様でした！」

　光の剣を呼び出し、さっき青せい龍りゆうの腹を斬きり裂いたのと同じように下から白虎の首筋をザックリと突き刺す。断末魔の悲鳴を上げ消滅する白虎。

「……さて、あとはあの亀かめちゃんとミニスカ巫み女こだけね……」

　これなら楽勝だと陽子は確信する。玄げん武ぶの砲撃は脅威だが避けられないほどではないし、しかもあのビームモドキを撃つには多少のチャージタイムが必要なようだ。硬そうだから果たして攻撃が通用するかという懸念はあるものの、通じなければ主人である芙ふ深みの方をぶちのめせばいい。彼女の体術がどれほどのものかは不明だが、玄武の援護射撃をかわしながら戦っても多分どうにかなるだろう。

　勝利を確信し、芙深に向かって走る陽子。だが。

「玄武、消えよ！」

　とん、と甲羅から降りて芙深が短く命じると、巨大な黒い亀は音もなく消滅した。思わず陽子は足を止め、

「……あら？　もしかして戦意喪失しちゃった？」

　そう尋ねると、何な故ぜか芙深は笑い出した。

「かかか……くかかかか……かはははははははははははははははははははッ！！！！」

　これまで以上に、愉たのしくて愉しくて仕方がないという様子で芙深は哄こう笑しようし、やがてぴたりと笑い声を止め、口の端を僅わずかにつり上げただけの凄せい絶ぜつな微笑を浮かべる。

「ようやく巡り会えたぞ……本気で戦える相手に……！　ああよかった、この街に来て本当によかったわい……！」

　訝いぶかしむ陽子。先ほどの召喚はどう見ても本気だった。それが敗れたというのに、何故こんな余裕があるのだろう……。

　赤い髪の巫女は、祝詞のりとを上げるように天を仰ぎ朗々と叫んだ。




「蹂じゆう躙りん坂ざか芙深が秘儀、【四神降臨ダイヤモンドフオース】の《反転奇蹟アンチテーゼ》──【鬼神降臨エースアタツカー】──ッ!!」




　刹那。芙深の身体が、目も開けていられないほどの激しい黄金の光に包まれる。

「く……っ!?　あ、アンチ……テーゼ……？　記憶にない言葉ね……」

　眩まぶしさに顔をしかめながらも、陽子は僅かに開けた目でたしかに見た。芙深の巫女服が光の粒子となって消滅し、黄金色に輝くその裸身を、巫み女こ服の代わりに、どこからともなく出現したひらひらした布が、腰を、肩を、胸を、足を、頭を、カタチを変えながら徐々に覆っていく。

　光の奔流がようやく収まり、その中心にいた蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みが、後光のような光を背景に何やら口上を述べる。

「蹂じゆう躙りんし蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙し蹂躙する絢けん爛らんたる鬼神──最強法術師フミ、見っ参ッ!!」

　その彼女の姿は…………彼女の姿は……なんというかその、ピンク色を基調とした、セーラー服とロリータを足して三で割った挙げ句に何やら他ほかにも色んな要素を混ぜ合わせたような感じの謎なぞのコスチューム。いつの間にか手に持っていた黄金の龍りゆうを象かたどった杖つえがやたらといかめしいが、その姿はいわゆる……魔法少女、みたいだった。しかも。

「な、何な故ぜに狐きつね耳みみ……？」

　陽よう子こが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。そう、なんと芙深の頭上には、ぴこぴこと可愛かわいらしく動く、狐の耳が生えていたのだ。ちなみに人間の耳も普通にある。

　炎のような赤いツインテールをなびかせた、狐耳の魔法少女。ミニスカ巫女服もたいがいアレだったが、これはさらにその上を行っている。

「……あー……これは……もう駄目だね……」

　芙深と陽子の死闘を離れた場所から遠巻きに眺めていた御厨みくりや槐えんじゆが、冷や汗を浮かべながらぽつりと漏らした。彼の呟きを隣で聞いた霧きり村むら聖せい司じは神妙に頷うなずく。

「ああ、たしかにあの衣装は色々ともうダメだな」

　そこでシズが、呻うめくように言う。

「《反転奇蹟アンチテーゼ》……そんな……あれが……」

「……知っているのか……？」

　弱々しい口調で、ユウが尋ねる。

「《試作型プロトタイプ》と《ムーンチャイルド》の方々が操る《奇蹟抽出能力》には、それぞれ裏の顔とも呼ぶべき能力があるといいます。それが《反転奇蹟》……」

「……初耳だけど」と霧村聖司が言う。すると御厨がいつものダルそうな顔で、

「……秘密にされているか、《ムーンチャイルド》の中にはまだ発動に成功した人が一人もいないか、どちらかだろうね……ああ……解説めんどくさいなあ……」

「……なるほど」

　聖司は納得した顔で頷く。月光症候群及びムーンチャイルドやタレントに関する研究で判明した事実は、基本的にほとんど一般の住民に公開されることがない。ほとんど何も解わかっていないという市の公式発表が真実だという可能性も十分にあるのだが。

「……《反転奇蹟アンチテーゼ》の発動に成功した《試作型プロトタイプ》は、《コミュニティ》の中にもほとんどいないし……それを暴走させずに自由にコントロールできる人はその中でもほんの一握り……。……で、芙ふ深み姉ちゃんはそのうちの一人だよ……」

　御厨みくりやは淡々と、しかし断言するように言った。

「……いくら冬ふゆ木きさんでも……勝てないだろうね……」

「陽よう子こ……！」

　ユウが唇を嚙かみしめ、焦燥の呻うめきを上げた。

　その声が聞こえたわけでもないだろうが、ユウの不安を払ふつ拭しよくするかのように。

「なーんかよくわかんないけど、とりあえず戦闘続行ってことね!?」

　足を止めていた陽子が笑みを浮かべ、芙深に向かって再び疾走する。対する芙深は、実に愉たのしそうに、

「かかかっ、この姿を見せるのは何年ぶりかのう！」

　彼女が龍りゆうの杖つえを前方にかかげると、杖の先端から【四神降臨ダイヤモンドフオース】のときと同じく五ご芒ぼう星せいが出現。そこから猛烈な勢いで、炎の竜巻が陽子めがけて放出される。

「んなっ！　発動が早い!?」

　陽子は慌てて魔術障壁を前方に展開。緑色の光の壁が襲い来る炎を防ぐ。

「これはほんの小手調べじゃ！」

　さらに杖の先端から発射されたのは、先ほど玄げん武ぶが発射したのと同じ青い光線。陽子の魔術障壁に直撃し、あっさりとその防御を撃ち抜く！　まるでガラスが割れるように粉々に四散していく魔術の盾。

「きゃあああッ!?」

　真正面からビームを食らった陽子が悲鳴を上げて勢いよく吹っ飛ばされ、激しく地面に叩たたきつけられる。が、よろめきながらもすぐに立ち上がり、再び芙深に向かって剣を構えて向かっていく！

「そうこなくては……面白くないのう!!」

　芙深が哄こう笑しようを上げながら杖を水平に薙なぐ。その動きに呼応するように、何本もの光の束が大地を薙ぎ払うように広範囲に放出される。

「甘いわよこの魔法少女がっ！」

　陽子は前方に重力場の階段を構成。それを駆け上って空中で光の束をやりすごしつつ、芙深の十メートル上空より火球や氷の槍やりや帯電したエネルギー弾を連発する。

「かかっ、甘いのはどちらかなっ！」

　芙深が再度杖を一振りすると、亀かめの甲羅を思わせる模様をしたドーム状のバリヤが芙深の周囲を包む。陽子の放った魔術は全すべてバリヤにより無効化されて、周辺の地面を激しく抉えぐっただけで芙深にはノーダメージ。が、陽子はさらに剣を構えて、上空から階段を駆け下りるように芙ふ深みめがけて急降下。芙深のバリヤを正面から叩たたき割るべく最大出力で光の剣を振りかぶる。

「受けて立とうか！」

　芙深がにやりと笑い、上空から襲い来る陽よう子こめがけて、飛んだ。まるで飛べるのが当たり前とでも言わんばかりに芙深の足が地面を離れ、慌てて振り下ろされた陽子の剣と芙深のバリヤが激しく衝突し、バチバチと黄金色の火花が派手に飛び散る。

「ぐっ……ううう……！」

　バリヤを突き破るべく必死の形相で陽子がさらに剣に魔力を込める。その甲か斐いあってか剣の切っ先を中心にバリヤにヒビが入った。が、それを見ても芙深は動じない。むしろ余裕すら感じる動作で──冷静に、龍りゆうの杖つえを陽子の鳩尾みぞおちめがけて突き出した。

「げはっ!?」

　衝撃に白目を剝むき、吹っ飛ばされる陽子。再び地面に激しく背中を打ち付ける。

「……げはぁっ、かはっ、……ぅぐ……や、やるじゃないの魔法少女のくせに……」

　不敵に笑いながら立ち上がる。が、その声は明らかに弱々しかった……。
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「……おいおい……これはヤバいんじゃないか……？」

　苦戦している陽子の様子に、俺おれは呻うめく。

　千年前の魔術師エシュター・ハミルトンの戦闘スキルを記憶として受け継いでいる陽子は、恐らく夜や光こう市のムーンチャイルドの中では最強レベルの戦闘力を持つ。その陽子がまったく……というわけではないが、ほとんど歯が立たない。これが《反転奇蹟アンチテーゼ》──なんだこの反則技は。ただでさえヤバい【四神降臨ダイヤモンドフオース】がさらにパワーアップなんて、理不尽にもほどがある。頼りたくはないがシド……あるいはくおんちゃんでもこの場にいたら、まだ勝機はあると思うのだが……この場で戦力になりそうな人間は、他ほかにいない。

「えーと……御厨みくりや君。もしかして陽子を助けてくれたりなんかは……しない？」

　御厨は困ったように首を振り、

「……芙深姉ちゃんには逆らえないから……。そもそも霧きり村むら君との約束があるからこうしてるだけで、本当は僕、君たちの敵だから……」

「分かってるけどそこをなんとか！　心の友よ！」

「……ならない」

　……くそっ、どケチめ。俺のタレントは後方支援系だから戦闘の役には立たないし……身体能力は一般人より高いが、あんな超人バトル、ちょっと身体からだが頑丈なだけの人間など一瞬でオダブツだ。弾たま避よけの壁にすらならない。

　陽よう子こが派手な魔術を連発して牽けん制せいしながら逃げ回る。芙ふ深みはそんな陽子に、まるで狩りでも楽しむかのように凶悪なビームやら炎の竜巻やらをぶっ放す。戦いの余波で寮の壁があちこち崩壊。……結界の中じゃなかったら大変なことになってるな……。

　俺おれに出来るのは陽子の勝利を願うことだけか……！

　と、そのとき。不意に俺の手の袖そでがくいくいと弱々しく引っ張られた。

　見ればユウが、何やら真剣な目でこちらを見上げている。

「どうした？」

　するとユウはすう……と息を吸い込み──




「──私に、お前の血を吞のませてくれ」




　睨にらむように、悲ひ壮そうな決意を浮かべた顔で、重々しくそう言った。

「……いいけど……お前はいいのか？」

　芙深と戦いを始める前の陽子との会話で、ユウが俺の血を吞むことを頑かたくなに拒んでいるらしいということが分かった。そういえば初めて俺の血を吞んでからもう二週間以上になるのだが、ユウの様子はいつも通りだったので、あまり気にしていなかった。

　だが、今のユウは顔色も悪く、息も荒い。恐らく陽子が俺の部屋にユウを運んできたのは、意地っ張りなユウに無理矢理にでも血を吞ませるためだったのだろう。

「……本当は」俺の問いに、ユウがぽつりと答える。「……本当は、お前の血なんか……エシュター以外の人間の血なんかもう二度と吞みたくない！　だけどこのままだとヨウコがやられちゃう。それはもっともっとイヤだ。最悪だ！　……私は……ヨウコを守るためだったら何だってする」

　決然と言って、ユウの真紅の瞳ひとみが俺の目を正面から見据すえた。

　それは大切なものを守るため、それ以外の全すべてを犠牲にすることを覚悟した眼めだ。俺のような簡単に揺らいでしまう中途半端な覚悟ではない、行く手にどんな絶望が待ち構えていようとも敢然と立ち向かう戦士の眼まな差ざしだ。

　……いいだろう、ユウ、俺の血なんていくらでもくれてやる。こんな役立たずのボンクラの血でよければ、気にせずいくらでも吞むがいいさ。

　飢えた旅人に何もしてやれなくて自ら炎の中に身を投げたウサギのように。

　俺は無言で左腕の袖をまくり、ユウに差し出した。

「《鮮血の貴女カーミラ》──爪つめを」

　ユウの右手が赤く発光し、爪がナイフのように鋭く伸びた。ユウが素早く爪を一いつ閃せん。

「──つっ!?」

　ぴしゃっ！

　一瞬の鋭い痛みとともに俺おれの左手首の少し下あたりがぱっくりと裂ける。その勢いで飛び散った血飛沫しぶきがユウの白いワンピースに赤い模様を描いた。ぼたぼたとこぼれ落ちる俺の血が大地を汚す。

「……もうちょっとそっとやってくれても……腕が取れたらどうする……」

　俺の苦情に、ユウは憮ぶ然ぜんとした表情で答える。

「……うるさい。お前は私のエサなんだ。ただの食料なんだ。セイジは食料……セイジは……食料……ただの……食べ物…………い……、い、いただきます……！」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、俺の腕を摑つかみ、ゆっくりと顔を近付けてくる。息がかかるくらいの距離でユウの顔が止まり……

「く……ッ！」

　目をぎゅっと瞑つむって俺の肌に舌を這はわせた。ぺろり、と。

「はう──……！」

　妙な刺激が走り、全身を凄すさまじい快感の波が襲い身震いする。二週間ぶりだけど……なんなんだこれは本当に……。陽よう子こに血を吸われてるときはこんなことはないのに……。身体からだが溶けていくような……血が自らユウを求めているような……ユウと一つになりたいという衝動……俺は俺なのかそれともユウなのか、分からなくなる。ああいけない、気をしっかり持て俺。変な声で喘あえぐな……また陽子に受け顔とか言われるぞ……その陽子は向こうで蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みと死闘を繰り広げているから……ああ大丈夫、ここなら思い切り変な声を出してもいいのか……ってダメだよシズさんと御厨みくりやがいる……シズさん、なんかめちゃくちゃ怖い目で睨にらんでるし……そんな目で見つめられたら……俺は……虐いじめられたくなってしまうじゃないですか……あー……やべえ……ほんと、キモチイイ──……
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　……──気がつくと、吸血行為は終わっていた。慌てて周囲を見回すと、目の前にはいつもの赤いドレス姿に戻ったユウが、俺に背を向けて立っている。……血を吸われている間の記憶がないなんて……まるで本物の吸血鬼みたいだな。いやまあ、俺が勝手に意識を飛ばしてしまっただけだけど。

「……今助けるぞ……ヨウコ……！」

　ユウが口元を拭ぬぐう。こちらからでは表情は見えないが、恐らくユウは、笑っている。俺の血を吸って……満腹になって、笑っている。

「──翼よ」

　ユウが囁ささやくように命じると、ドレスの背中から真紅の翼が出現した。血の色をした悪魔の翼はいつもより大きく……心なしか、より禍まが々まがしさを増しているような気がする。

　そのとき、芙ふ深みの哄こう笑しようが響いた。

「かかかっ！　いつまで逃げ回っておるつもりじゃ!?」

　彼女は陽よう子こを追い回して空中を高速で飛び回っている。どうやら遠距離攻撃に飽きて、接近戦を挑んでいるらしい。魔法少女が持つにしてはごつい龍りゆうの杖つえをハンマーのように大地に打ち付けると、地響きとともにクレーターができる。無む茶ちや苦茶だ……！　あんなの食らったら本気でひとたまりもないぞ!?

「ああもうっ！　なんなのよこのデス魔法少女は!?」

　攻撃する暇もなく逃げ回る陽子が悲鳴混じりの声を上げた。

「ヨウコに手を出すなああああ────ッ!!」

　ユウが叫び声を上げて、うねり狂う巨大な炎の龍を芙深めがけて放つ！

　が、狙ねらいは見事に外れ、見当違いの方向にあった樹きを一瞬で炭化させてしまった。

「ゆースケ!?　あんたもしかして……」

　目を丸くする陽子と、

「……ほほう……？」と嬉うれしそうに笑みを浮かべる芙深。外しはしたものの、ユウのデタラメな威力の魔術は、彼女の興味を引いたらしい。一度上空へと飛び上がる。

「そんな力を隠し持っておったのか。では昨日の無様な姿はどういうわけじゃ？」

「お前には関係ない！」












「かかか、まあよいわ！　じゃが、昨日と違って今のおれは手加減ができん。死んでも文句を言うでないぞ！」

「死ぬのは、お前だ……！」

　叫び、ユウは自分の身体からだほどもある巨大な光の剣を呼び出す。そして翼を羽ばたかせ、上空の芙ふ深みに向かって突進していく。

　……しかし、どうもまたふらふらしていて危なっかしいな。

【無間地獄ストロベリーフイールド】の力は、血を吞のんだ者のタレントの威力を増幅するのだが、慣れてないと増幅されすぎたパワーをコントロール出来なくなるらしい。

　前回のユウは、完全にパワーに振り回されていて、攻撃力が上がっただけであとは軒並み能力ダウンという酷ひどい有様だった。今回も……まあ、まだ俺おれの血を吞んだのは二回目だし、しかも二週間ぶりだしな……。やっぱりいきなりパワーアップして強敵をけちょんけちょんに蹴け散ちらす、みたいな展開にはならないか……。

　……だが、少なくともユウの参戦で、芙深は二人の敵に注意を払わなければならなくなった。これならば、陽よう子こだってどうにか芙深の隙すきをついて攻撃に転じる──

「はぅあ……」

　──攻撃に転じることができるのではないかと俺は期待を込めて陽子に注目したのだが、彼女は突然手にしていた光の剣を消して前まえ屈かがみになり、荒い息をつきはじめた。

「はぁ、はぁ……ぅあー、ご、ごめん……ゆースケ、せっかく助けに来てくれたのはありがたいんだけど……ちいとばかし手遅れな感じだわ……」

「ヨウコ!?」

　空中で、ユウは陽子の方を見て叫んだ。

「……なんか……魔力切れ……ってやつかしら……剣が……出ない……。《堕ちない林檎タレント》使おうとするとやたらと身体が重くなるし……これ……あたし戦力外ってやつ……？　まいったねこれ……」

　陽子は乾いた笑みを漏らした。……しゃ、洒落しやれにならん……。力の制御が出来ないユウ一人では芙深の相手は荷が重いし……絶体絶命だ……！

「おっかしいなあ……なんで急に……術を使うのがこんなにしんどくなったのかしら」

　荒い息をつきながら、本気で不思議そうな顔をする陽子。それはともかくどうする、どうするどうする……考えろ……！

　焦燥で頭が混乱する。だがそのとき、思いもしなかったことが起きた。

「ぉ、おおぅ……？　……ま、まず……い……」

　なんと、空中に浮かんでいた蹂じゆう躙りん坂ざか芙深が、いきなり青白い顔をしてゆっくりと地上に降りてきたではないか。

「……くっ……おれとしたことが……少し遊びすぎたか……？」

　杖つえを大地に突き立て、荒い息で言う芙ふ深み。と、そんな芙深の近くに、ユウも苦しげに顔をしかめて地面に降り立ち、翼を消した。

「なんだこれは……翼が急に重くなったぞ……」

　不可解そうに顔をしかめるユウ。しかしユウは他ほかの二人と違い、翼を消してからはけろりとした顔をしている。

　ユウの様子に、芙深がハッとし目を見開く。

「……まさかこれは……くっ、そういうことか……！」

　得心がいったように芙深は呟つぶやき、そして苛いら立だたしげにその場で叫んだ。




「貴様だろう……カムイ……！【総力戦】のカムイカムイ・ザ・ストラグル！」




　……カムイ……？　たしか一昨日、芙深が去り際に言っていた名前だ。それがどうしてこんなところで……。

「ひいっ、す、すみませんすみません……」

　──ッ!?

　不意に後ろから怯おびえたような声が上がった。俺おれたち以外の人間が結界の中にいる!?

　俺たちが一斉に振り返ると、寮の敷地を囲む植え込みの中から、一人の男が「すみませんすみません」とやたら気弱な声でぺこぺこ頭を下げながら出てきた。

　年齢は四十代後半くらい。バーコード頭で、どう考えてもこの場にいるのに相応ふさわしくないような、くたびれた感じの背広を着た、これといった特徴のないごく普通のおっさんである。少なくとも、そう見える。

「……あれ？　あんたどこかで……」

　俺が眉まゆをひそめると、おっさんは相変わらずのへこへこした様子で小走りに寄ってきて、背広のポケットからいそいそと名刺を取り出した。

「あ、はい、一昨日もお会いしましたね。いやいや、その節はご挨あい拶さつもできませんで、申し訳ございませんでした。わたくしは大おお石いし……大石神かむ威いと申します」

　…………一昨日芙深に襲われたとき、朱雀すざくの炎から俺が庇かばったおっさんだった。

　ぺこぺこしながらおっさんが手渡してきた名刺には『プロトタイプコミュニティ評議会議長　大石神威』と書かれている。

「えーと、その、一応《コミュニティ》の議長というものを務めております……」

　……議長……？　なんか偉そうな肩書きだな。議長っつーか課長の方がしっくりくる感じなのに。……って、問題はそこじゃない。《コミュニティ》……って、その……それはつまり……御厨みくりやや芙深が所属している組織で、ユウを強引にメンバーに加えようと企たくらんでいて、俺と陽よう子この抹殺を命じてきた、あの《コミュニティ》だよな。

「カムイ！　どうして貴様がここにいる！」

　芙ふ深みが怒鳴った。神かむ威い……といういかつい名前はどうも雰囲気に合わないので、大おお石いしと呼ぼう。大石はびくっと身を縮こまらせて、

「す、すみません、まことに勝手ながら芙深さんにマーカーを付けておりまして……あ、御存知ない方のためにご説明いたしますと、《蜘蛛の意図ワーストプラン》という、魔力を媒介に、たとえ次元の狭間はざままでもマーキングした対象との繫つながりを持続する魔導具がありまして、これを使えば相手が結界に閉じこめられようとも追跡が可能というわけです」

「……私がユウ様に使っているものと同じですね」

　シズさんがボソリと呟つぶやいた。

「……お、おのれ……相変わらず不愉快な奴やつじゃ……あう……そ、それはともかく、さっさとこの鬱うつ陶とうしい術を解かぬか！　息苦しくて仕方ないわ！」

　すると大石はまたも何度も何度も頭を下げつつ、

「あ、えーと、事情をご存じない方々にご説明申し上げますと、わたくしのタレントである【総力戦ストラグル】は、あらゆる奇き蹟せきの魔力消費量を当社比十倍以上に跳ね上げるフィールドを作り出すというものでして、その中では強力な魔術やタレントを使うほど急激に魔力が減っていくわけです。特に《反転奇蹟アンチテーゼ》状態の芙深さんなどは魔術杖と魔導服の具現化で常に膨大な魔力を消費しているわけですから、人一倍大変というわけです」

「くぅ……か、カムイぃ……、せ、説明なんていいから……早くし……ろ……ぁぅ」

　ばたん。弱々しく呻うめいていた芙深はついに力尽き、意識を失って倒れた。と同時に杖つえと魔法少女みたいな服が消滅し、もとのミニスカ巫み女こ服姿に戻った。……服が変わるとき一瞬裸になったように見えたのは……気のせいだということにしよう。

「……とまあ、このように。って、ああ、芙深さん！　も、申し訳ありません！」

　本気で慌ててるのか、それともわざと気絶させたのか、判断しかねるな……。

　それにしても、これまた厄介というかおかしな能力だ。直接攻撃力はなさそうだが、芙深のようなタイプの能力者にとっては天敵とも言えるだろう。

「で、どうしてその《コミュニティ》の議長さんがあたしたちを助けてくれたの？」

　こちらに寄ってきた陽よう子こが警戒した顔で言った。大石は萎い縮しゆくした様子で、

「いやその、あのままでは誰だれかが命を落としてしまいそうでしたし……ユウさんに万一のことがあっては困るのはもちろんのこと、拝見しておりますと冬ふゆ木きさんも霧きり村むらさんも、どちらも非常に珍しいタレントをお持ちのご様子で、まことに勝手ながら失うには忍びないと思いまして、私の独断で……その……きょ、恐縮です……」

　陽子とユウにも名刺を渡しながら、へこへこと言った。

「……まあ、結果的に助けられたんだからいいけど……」

　陽子は釈然としない様子で言う。すると大石は露骨にホッとした顔をみせて、

「そ、そう言っていただけると幸いです……。……その、ところでユウさん」

「……なんだ」

　まだ警戒した様子のユウに、揉もみ手をしながら大おお石いしが言う。

「その……《コミュニティ》加入の件、考えていただけないでしょうか……」

「そこのミクリヤにも言ったが、断る。興味がない」

　ユウは即答した。

「あ、いや、もちろん無償でとは言いません。今後一切、《コミュニティ》は冬ふゆ木き陽よう子こさんと霧きり村むら聖せい司じさんには手を出さないことをお約束いたしますし、それ以外にも我々に出来ることがございましたら協力させていただきますです、はい」

「え……」

　いきなり提示された見返りに、ユウの眉まゆがぴくりと動いた。たしかにこれはなかなか、魅力的な提案だ。

「……例えば……【無間地獄ストロベリーフイールド】の呪じゆ縛ばくを解く方法を探すことも、《コミュニティ》が協力してくださる、というわけですか？」

　シズさんの質問に、大石は「ええはいそうですもちろん」と揉み手をしながら頷うなずいた。

　さらに、

「ああ、もちろん、多少《コミュニティ》の規則に拘束されることはありましても、冬木さんや霧村さんと引き離されるというわけではなくてですね、ユウさんがこの街に住むことには何も問題ありません。こちらとしてはなんというかその、名前をお貸しいただけるだけで大変ありがたいわけでして……」

「ふむ……」

　ユウは考え込む素振りを見せる。そして意見を求めるように、俺おれや陽子の方をちらちらと窺うかがってきた。

「いいんじゃないの？」

　あっさりした口調でそう言ったのは陽子だった。

「べつにあたしたち、『絶対に《コミュニティ》を叩たたき潰つぶしてやる！』なんてことを思ってたわけでもないし……」

「それもそうだな」と俺。御厨みくりやや芙ふ深みが襲ってきたから自分の身を守るために戦ったわけで、戦わずに済ませられるのならそれに越したことはない。《コミュニティ》と和解すれば、また以前の平和な日常へと戻れる。たかだか殺されかけたくらいで、せっかく取り戻せる平和を棒に振るのは馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「……それにしてもユウって、そこまでして組織に迎えたいほどなのか？　議長さんって一応偉い人なんだろう？　そんな大物がじきじきに足を運ぶなんて……。そこで寝てるミニスカ巫み女こさんも工作員としてはアレすぎるけど戦闘能力はデタラメだったし」

　俺おれが指摘すると、大おお石いしは恐縮したように頭をかき、

「いやいや、議長などと申しましても実際はただの中間管理職でして……。いやま、忙しいことは確かなのですが、わたくしがこの街に来たのは単に、交渉や隠おん密みつ任務に向いた者の中に日本語が話せる者があまりいなかっただけですし、そちらの芙ふ深みさんは任務というよりは御厨みくりやさんに会いに来ただけのようなもので…………ああいえ、決してこれはべつに我々がユウさんを軽んじているというわけではなくてですね、ユウさんは蛇遣い様の直系というお立場もさることながらご本人も実に目が眩くらむほどお美しくてまさに組織のカリスマとして担ぎ上げるのに相応ふさわしい女神のような麗しさでこれはもうぜひともうちにお誘いするしかないとわたくし一目見たときから確信いたしておりました」

「え？　えへへ……そ、そうかな……？」

　顔を赤らめつつ上機嫌でニヤニヤするユウ。……お世辞だ。気付け馬ば鹿か娘。ついでに、お前の見た目しか褒めてないぞこのおっさん。

「……というわけでユウさん、いかがでしょうか？」

　ユウは今度は、シズさんを見た。彼女は、

　「……うさんくさいバーコードハゲですね一体何を企たくらんでいるのだか分かったものではありません、しかしたしかにそう悪い話でもありませんしいざとなったら裏切って寝首をかいてやればいいだけですし……」

「シズ？」

「私はユウ様の忠実なしもべ。ユウ様のご決断に従うのみです」

「……そうか」

　ユウは頷うなずき、再び大石に向き直る。そして確認するように、

「……名前を貸すだけだぞ。命令とかされても従わないからな。あと、ちゃんとこの忌まわしい【無間地獄ストロベリーフイールド】の呪じゆ縛ばくを解く方法を見つけるのに協力すること」

「はいはいそれはもう全力をもちまして」

　社交辞令だか本心だか分からない声で、揉もみ手をしながら言う大石。

「……ん。なら入る」

　ユウは短く言った。大石はホッとした様子で大きく息を吐き、ハンカチを取り出して額の汗を拭ふきながら、

「ふう……それでは交渉成立、ですね。ああよかった、本当によかった、これでわたくしも肩の荷が下りました、はい」
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　御厨が結界を解いたあと。汗を拭きながら、ノルマを果たした保険勧誘員みたいな顔で大石神かむ威いは去っていった。

　俺おれはちらりと中庭の真ん中に目をやった。そこにはまだ、大おお石いしのタレントによって気絶した蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みが倒れている。回収していけよ……。

　俺がそう思っていると、御厨みくりやがいつもの調子で「やれやれ……めんどくさいなあ……」などと言いながら、芙深の方へ歩いていく。

　そして、お姫様だっこで芙深の身体からだを持ち上げた。

「……ほんとにもう……世話が焼けるなあ芙深姉ちゃんは……めんどくさい……」

　心底うんざりした声で、しかしどこか優しい眼まな差ざしで御厨は芙深の顔を見ている。そんな御厨に、ユウが何な故ぜか気色ばんだ。

「めんどくさいとはあんまりではないか。いいかミクリヤ・エンジュ。鈍感なお前にこの私が仕方なく教えてやろう。そこのフミはだな、わざわざお前を心配して組織の連中に無理を言ってこの街にやってきたのだぞ」

　……なんでユウがそんなことを知っているのだろう。

「うーん……まあ、それは知ってるよ」

　御厨は困った顔で……珍しく照れたように少し頰ほおを赤らめた。

「……だからこそ僕は芙深姉ちゃんの世話をあれこれ焼いてるわけで……そもそも好きじゃなかったら、こんなめんどくさい人と一緒になんていないよ……」

「す、好きっ!?　お前、今好きって言ったか!?」

　ユウが目を丸くした。陽よう子こが「ひゅー」とニヤニヤした笑みを浮かべる。

「……芙深姉ちゃんには内緒だよ……あー……口止めするのめんどくさいなあ……」

　そう言い残して、御厨みくりや槐えんじゆは蹂躙坂芙深を抱き上げたまま、小走りに去っていった。

　俺はその後ろ姿をぼんやりと見送った。

「……好き、ねえ……」








エピローグ　灰色のハイエンド







　戦いが終わって、ユウと陽よう子こは自分の部屋に戻ってきた。何な故ぜかシズも、「お二人にお話ししておきたいことがございます」などと言ってついてきた。

「……話ならあとで聞くから……」

　疲れた様子で陽子はベッドに倒れ込み、すぐに眠ってしまった。さすがに芙ふ深みとの死闘は陽子にも堪こたえたらしい。ユウの魔力の暴走で壁に開いた大穴すら放置だ。

「…………」

「…………」

　ユウとシズは、しばし無言で見つめ合う。……話を切り出したのはシズだった。

「あ、あの……ユウ様。昨日……そして今日のことなのですが……」

「シズ！」

　聖せい司じと一緒に考えた言い訳をシズが話し始める前に、ユウはシズに抱きついた。

「ゆ、ユウ様……？」

　困惑するシズだったが、やがて恐る恐る、ユウの小さな身体からだを抱きしめる。「うぅ……ううう……」と漏れ聞こえてくるのは、ユウの嗚咽おえつだった。

「ユウ、様……？　泣いておられるのですか？」

　シズの問いに。

「……じゃ……なかったんだ……」

　シズの胸に顔を埋うずめたまま、掠かすれるようなユウの声が漏れる。

「……？　ユウ様……？」

「……イヤ……じゃなかったんだ。イヤじゃなかったんだ……！　全然イヤじゃなかったんだ！　セイジの血を吞のんでるとき、私は全然イヤじゃなかったんだ。吞んだあとも全然イヤじゃなかった。むしろ喜んでた。心の底から私は喜んでた。セイジの血を吞めたことを、心の底から喜んでいたんだ。あれだけ抵抗してたのに……ようやくセイジの血が吞めたことが嬉うれしくて嬉しくてたまらなかった。嬉しくて死にそうだった！　全然イヤじゃなかった！　それが何よりもイヤなのだ!!」

　泣きじゃくりながら、ユウは吐き捨てるように言う。

「くそっ！　くそっ！　くそっ！　セイジの馬ば鹿かセイジの馬鹿セイジの馬鹿セイジの馬鹿セイジの馬鹿！　あんな奴やつ死んじゃえ！　これではエシュターに合わせる顔がない！　バカセイジ……！　あんな奴……あんな奴のことなんか、私は、私は……！　くそっ、くそっ、なんで好きなんだ！　最悪だ！　なんで私はあんな奴が好きなんだ！　なんであいつのことが嫌いになれないんだ！　自分の心くらいどうにかしてみせろ！　あいつの血なんか吞のまなければ……あんな奴やつと出会わなければよかった……！」

　聖せい司じへの……いや、自分自身に対する憤りをぶちまけるユウに、シズは辛つらそうな顔をして、そしてついに、決意した。

「ユウ様。お話があります」

「聞きたくない！　セイジといちゃいちゃしてたお前の話なんか聞きたくない！」

「聞きなさい！」

「……ッ!?」

　驚き……ユウがシズの顔を見上げる。彼女が自分に対して声を荒げるなど、もしかしたら生まれて初めてのことかもしれない。シズは目を閉じ、努めて淡々とした声で言う。

「……ユウ様……【無間地獄ストロベリーフイールド】の血を吞んだ者はその能力者ムーンチヤイルドに心惹ひかれるようになるというのは、シドの吐ついた大おお噓うそです。【無間地獄】にそのような効果はありません。求めるようになるのはあくまで『血』のみ……」

「え……？」

　何を言っているのか解わからない、とユウがきょとんとした顔をする。

「……噓うそ、だと？」

　シズは重々しく頷うなずいた。

「そ、そんなことがあるか！　だって私はげんにセイジのことが──」

「ユウ様が霧きり村むら様に心惹かれているのは、血を吞んだせいなどではありません。その気持ちはまぎれもなく……恐らく正真正銘の、恋です。……御自身のお気持ちが霧村様のタレントによるものだとユウ様が思い込むことでその想おもいを断ち切れるのなら、その方がユウ様のためだと考え、これまで黙っていたのですが……どうやら……逆効果だったようです。かえってユウ様を苦しめるような結果になったことを、お詫わびいたします」

　シズは深々と頭を下げた。

「噓……だろう？　それこそが噓なんだろう？　お前は噓吐きだから……」

「残念ながら……噓ではありません」

「そんな……馬ば鹿かなことが……」

　ユウはシズから離れ、よろよろと後ろに下がり、目から涙を滂ぼう沱だと流す。

「……ふざけるな……！　な、何が私のためだ噓吐きメイドめ！　お前なんか……セイジといちゃいちゃしていたくせに……どうせ本当は私のことなんて何とも──」

　べちっ。

「いたっ!?」

　シズを詰なじり、彼女の心を決定的に傷つける言葉を吐き出す寸前だったユウの頭が、突然叩たたかれた。叩いたのは……冬ふゆ木き陽よう子こ。眠そうな顔でベッドから起き上がり、ユウの髪をくしゃくしゃと乱暴に撫なで回す。

「はーい、やつあたりはそこまでよ、ゆースケ。霧きり村むらと付き合ってるシズさんが、このタイミングで『ユウの気持ちは本物の恋です』なんて言うわけないでしょうが」

「え、あ、いえ冬ふゆ木き様。私はべつに霧村様と付き合ってなど……。霧村様のことなど何とも思っていません……というわけでもなく、むしろ嫌いです。大嫌いです」

　真剣な顔で言うシズに、陽よう子こはポリポリと頭をかき、

「ん？　そうなの？　……まあそれはどうでもいいや。相手が誰だれでも、最後に勝つのはどうせあたしだし。……ともあれ、シズさんが霧村のことを好きにしても嫌いにしても、どっちにしたってそんな噓うそを吐つく理由はないわよね。霧村のことが嫌いだったら、あんなろくでもない男と付き合わせないようにするために『その恋は偽物だ』ってことにしておいた方が都合がいいわけだし」

　陽子の言葉を聞いたユウは「むむ……」と唸うなり、

「で、では私は……せ、セイジのことを……自分の意思でその……す、好きになっちゃったということなのか!?」

「みたいね。……というわけでゆースケ。好きになっちゃったものは仕方ないわよ。明日からはあたしじゃなくて、霧村の方に頑張ってアプローチすることね」

　妙に気楽な様子の陽子に、シズは怪け訝げんな顔をする。

「冬木様。競争相手がもう一人増えたというのに、何な故ぜそんなに余裕なのですか？」

「もう一人ってことはやっぱりシズさんも？」

「ち、違います。今のは言葉のあやです」

「まあ、どっちでもいいわよ。さっきも言ったけど、相手が誰でも何人いても、最後に勝つのはあたしだから。相手がゆースケ、あんたでもね……」

　陽子はユウに向けて不敵に笑った。それに対してユウは、何故か困った顔をした。

「ん？　どったのゆースケ？」

「……いや、えーと……その……た、たしかに私は今、セイジのことが好き……なのかもしれない。それは認めよう。ああそうだ認めてやろう！　認めてやるさ！」

「うんうん。その素直さはあんたの数少ない長所だと思うわよ」

「だが……」

「ん？」と陽子は笑顔のまま首を傾かしげる。ユウは、

「だがあのとき……ヨウコがフミと戦う前に言ってくれた。私を守るって。それにその……き、キスまでしてくれた……」

　顔を真っ赤にするユウ。陽子も顔を赤くして焦る。

「え、あ、いや、あれはなんというかその場のノリというか……」

「私はあのとき確信したのだ！　私はヨウコのことが好きだ！　あのときのことを思い出すだけで胸がどきどきしてくる……前から好きだったけど、あれでますます好きになったのだ！　セイジのことも……その……確かに好きだが！　それでヨウコへの気持ちがなくなったとか、そんなことはまったくないぞ！」

　力強くユウは言い切る。対して陽よう子こは顔を引きつらせた。

「んげ……っ!?　し、しまった……あたしとしたことが余計なフラグを……！」

　そこで陽子はハッとする。シズの方を向き、

「ねえシズさん。も、もしかしてあたしのアレってさ……」

　シズは淡々と答える。

「……『私があなたを守る』……あのシーンを、愛の告白以外の意味で受け取れる者がいるとでも？」

「ぎゃあああぁぁぁッ！　やっぱりぃぃぃ────ッ!?」

　陽子は顔を引きつらせて、先ほどまでの余裕が噓うそのように動揺全開で部屋の中をうろうろと歩き回る。

「ま、まずいわねこれ……もしかしたら霧きり村むらもアレをそういう意味だと勘違いしてる可能性があるわ……早いとこ弁解しとかないと！」

　言うが早いか、陽子は部屋から飛び出した。

「ま、待つのだヨウコ！」

　ユウも陽子を追って出て行く。残されたシズも、「ふう……」と嘆息しつつ、

「わ、私はべつに、霧村様のことなどなんとも思っていないのですが」

　誰だれにともなく言い訳をして、ユウと陽子のあとを追い始めた。
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　戦いのあと部屋に戻り、ベッドに仰あお向むけになって天井の染みをぼんやりと見つめながら、俺おれは考えた。とりあえずこれで《コミュニティ》から俺が命を狙ねらわれることはなくなり、冬ふゆ木き陽子とユウは無事にハッピーエンド。そして俺、霧村聖せい司じもまた平穏な日常を手に入れた……という理想的な状況の筈はずなのだが……。

「……っかしいなぁ……」

　何な故ぜか心が晴れない。意味もなく胸が苛いら立だつ。もやもやする。……何故だ……本当に……何故だ。事件なんて何もない平和な日々、それこそが俺の求めていたモノの筈だ。

　不意に幾つかの光景が脳裏をよぎる。初めて陽子に告白されたときのこと。一昨日のくおんちゃんのこと。昨日の藤とう堂どうのこと。ホテルでシズさんに罵ののしられたこと。今日の陽子のこと。大好きな人を守るため、大嫌いな俺の血を吞のんだユウ。蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みのことを好きだと言った御厨みくりや槐えんじゆ。御厨を心配してこの街にやってきたという芙深。

　……なんでだよ。

　なんでみんな、そんなふうにまっとうに生きてるわけ？　冬ふゆ木き陽よう子こもユウも藤とう堂どう灯とう夜やも久く遠どうくおんも御厨みくりや槐えんじゆも蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みも、俺おれよりもずっとずっと非日常サイドにいる人間の筈はずなのに。俺みたいにこれといって何の取り柄もない凡人よりもよっぽど非常識で非現実的で非日常的な生き方をしているあいつらの方が、ラブラブしたり、コメコメしたり、笑ったり、恋したり……すごく普通に青春してる。

　何な故ぜだろう……自分一人だけが取り残されているような気がする。

「……あ」

　ふと、思いついた。

　恐るべきことを思いついた。

　絶対に否定すべき、ある可能性に思い至った。

　これはただの仮定で……本当にただの空論というか何の根拠もない冗談というか戯ざれ言ごとというか気の迷いというか一つの可能性にすぎないくだらない疑問なのだが──……




「……もしかして、俺の生き方って間違ってる……？」




　ホテルでシズさんにクズだ最低だと罵ののしられて……それでもいい、そんなクズで最低な自分を肯定して俺は生きていくのだと。そう決意した筈なのに。そう覚悟した筈なのに。

　……クズなのはイヤだなあ……最低なのも……イヤだ……。

　人生なんて楽しくなくてもいい、楽でさえあればそれでいい、平穏無事でさえあれば他ほかに何も求めない、適当に日々をやりすごしていこう──……これってもしかして、こんなことを本気で思っていた俺って、その……もしかして……馬ば鹿か？　平穏を切望するあまり、愛や恋にすら目を背けてきた俺って……実は超ド級の大馬鹿野郎なのでは……？

　俺はあのとき、シズさんに……素直にキスするべきだったのではないか？

　陽子の告白に、ちゃんと正面から向き合うべきだったのではないのか？

　……解わからない……。どうすればよかったのか、全然解らない……。

　ぴんぽーん。

　不意に響いたチャイムの音にぎょっとした。続けて鳴らされるチャイムの音。誰だれだろう……。……ベッドから起き上がり、警戒しながらドアを開けると。

　──そこには、蹂躙坂芙深が立っていた。

「……は、入るぞ」

　何故か照れたように頰ほおを赤らめ、芙深さんがずんずんと部屋に入ってくる。な、なんでこの娘こが俺の部屋に！　もう俺たちの命は狙ねらわないって約束だったのに、早くもそれが破られるのか。いや待て、よく考えるとこの娘は《コミュニティ》の命令じゃなくて個人的な感情で動いてるんだっけ。ヤバい。逃げないと！

「霧きり村むら聖せい司じ！」

　いきなり名前を呼ばれ、「は、はいっ!?」と裏返った声で返事。何をされるのかと恐れる俺おれに、芙ふ深みさんはいきなり、

「おれが悪かった！」

　いきなりジャンピング土下座をしてきた！

「んなっ!?　はいっ!?」

　びびりまくる俺に、芙深さんは神妙な顔で、

「……槐えんじゆから話は聞いた。おぬしはべつに、槐をいじめてなどおらなんだということを。それどころか……槐の一番の友達だと言うではないか。あの子は昔から人付き合いが苦手じゃったから、友達が出来るかどうかずっと心配だったのじゃ……。ありがとう。本当に心から礼を言う。早とちりして襲ったりして悪かった。このとおりじゃ。すまぬ！」

　芙深さんは深々と頭を下げた。

「えーと……顔を上げてください。ていうか土下座なんて勘弁してください。……俺はべつに怒ってないですから。気にしないでください」

　本心から俺はそう言った。彼女は申し訳なさそうな顔をしながら立ち上がる。

「……本当か？　ぬしの命を狙ねらったおれを、許してくれるのかえ？」

「過ぎたことを根に持っても仕方ないですし。べつに殺されたわけでもないし」

　すると芙深さんは、感激したように目をきらきらさせた。

「ぬしは……なんと度量の広い男じゃろうか……これからも槐を宜よろしく頼む」

「いえいえ、こちらこそ」

　俺は少し笑う。と、そこで芙深さんが、妙なことを言い出した。

「そんなおぬしに、お詫わびとお礼を兼ねて良いものをやろう」

「……？　いや、べつにお気遣いは無用ですよ」

「いやいやいや、でないとおれの気が済まぬのじゃ。受け取ってくれ」

　言って芙深さんは……何な故ぜか目を閉じ、精神集中しながら印を切る。五ご芒ぼう星せいの中から四つの光の球──って、おいっ!?　また部屋の中で召喚かよっ!?

　だが。光の球がカタチを変えて出現したのは、獣ではなかった。

　……四頭の……いや、四人の…………見み目め麗うるわしい美少女たちだった。

　そのうちの一人……青いチャイナドレスに身をつつんだ二十歳くらいのお姉さんが、扇子をぱたぱたと仰ぎながら妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「うふふ……青せい龍りゆうと申します。以後、お見知りおきを」

　……やべ、このタイプのお姉さんはこれまで俺の周囲にいなかったな……。しかも胸が……真ま那なさんに匹敵するくらいあるのでは……？

　続いて、やたらと露出度の高い、まるでボンテージファッションのような赤い衣装の……………………七歳くらいの金髪碧へき眼がんの幼女が。舌足らずの声で元気いっぱいに言う。

「こんにちはおにちゃん。すざくだよーっ」

　……これまた……アレな。なんというかアレな。ヤバいってこれは。

　次に、暑苦しい真っ白なコートを着込みコサック帽をかぶった、白髪で黒い瞳ひとみの十七歳くらいの女の子が、何な故ぜかちょっと頰ほおを赤らめてそっぽを向き、

「……白びやつ虎こです。……じろじろ見ないでくれますか。自分べつにあなたのことなんか好きじゃないんですから。ふーんだ」

　好きとか嫌いとか言う以前に初対面なのですが。ふーんだじゃねえよ。誰だれだ君は。

　最後に。なんかぼけーっとした感じの、喪服みたいな真っ黒な服に身をつつんだ短い黒髪の、十五歳くらいの色白の少女が、無表情で、

「玄げん武ぶ」

　とだけ言った。鈴の鳴るような可愛かわいらしい声だった。

「……えーと、その……彼女達は一体……」

　説明を求めて芙ふ深みさんに視線を送ると、彼女は胸を反らし、

「驚いたかの？　おれの式神どもは人間の形態をとることも可能でな。それぞれちゃんと自我もあるし、身体からだも人間そっくりなのじゃ。このうち一人をぬしにやろう。好きにするがよい。嬉うれしかろう？霧きり村むら聖せい司じが一番喜びそうな贈り物……それは『おなご』じゃと槐えんじゆが言っておった。おなごならおれが自前で調達できるし、ちょうど良かったわい。というわけで、おれは槐のところにおるから、誰が良いか決めたら教えてくれ。あ、さすがに全員というのはナシじゃぞ。ではさらばじゃ！」

　啞あ然ぜんとしている俺おれに一方的にそう言い放って、芙深さんはさっさと部屋を出て行ってしまった。部屋に四人の美少女を残して。

　慌てて追いかけようとする俺を、「わーい！　遊ぼうおにちゃんっ！」などと、後ろからボンテージ幼女の朱雀すざくちゃんが抱きついてきて止めた。さらに。

「うふふ……可愛らしい子……食べちゃいたい……」

　言いながら俺の腕にぐいぐい胸を押しつけてくるのはチャイナな青せい龍りゆうさん。真ま那なさん並みのこの乳は……まさに……凶器……！

「……マスターの命令だから仕方ないですけど。勘違いしないでくださいね。自分あなたのことなんて何とも思ってないですから」

　頰を少し赤らめてそう言いながら、もう片方の腕をとって胸を押しつけてきたのは白虎ちゃん。こ、これはこれで…………陽よう子こよりちょっと大きいくらい？

「ぴた」

　最後に前方から、無表情のままで抱きついてくる喪服の玄武ちゃん。

　や、やばい……この状況は……なんでこんな唐突にハーレム!?　こんなところを誰かに見られでもしたら…………──…………見られでもしたら……………………

「霧きり村むらー」

　…………。……毎度毎度、間が悪いにもほどがある。いつものようにノックもせずに、冬ふゆ木き陽よう子こが。ちょっと遅れてユウが。さらに続いてシズさんが。

　部屋に入ってくるなり、四人の美少女に囲まれている俺おれの姿を見て表情を凍らせた。

「きりむ、ら……？」「セイジ……貴様……」「……あなたという人は……」

「あらぁお客さん？　今取り込み中なのよー。お嬢ちゃんたちは、またあとでネ？」「そーそー、おにちゃんはすざくと遊ぶのー」「……自分は命令で仕方なくこうしてるだけですから。ほんとですから」「ぎゅ」

　……ヤバい……弁解を……弁解をせねば……しかし頭が回らない。くらくらする。眩暈めまいがする。貧血……？　そういえばユウのやつ、一体どれだけ俺の血を吸いやがった。

「あ、その、だから……」

　薄れていく思考で、俺はどうにか言葉を捻ひねり出そうとする。だが。

「霧村！」

　珍しく本気で怒った声で、陽子が叫んだ。

「……どうしようもない奴やつだとは思ってたけど……まさかここまでアレだとは思わなかったわ……！　いつの間にかこんなハーレムを作ってたなんて……やるわね！　このあたしをここまでコケにしてくれたのはあなたが初めてよ！　Ｍに目覚めちゃいそう！」












　そして。陽よう子こはどこかヤケになったように、




「ゆースケ！　こうなったらあたし達もいっそのこと付き合っちゃおう！」




　陽子の言葉に「え、ええええ!?」とユウが慌てふためく。が、少し考えたあと、

「う、嬉うれしい……！　嬉しいぞヨウコ！」

　そう言って、ユウは陽子に抱きついた。陽子は受け止め、ユウの頭をよしよしと撫なでる。「……ばか」とシズさんが吐き捨てるように小さく呟つぶやいて部屋を出て行く。

　薄れゆく意識の中で俺おれは思う。世界はどこまでも最悪に出来ている。前世の恋人がどうとか、刺客がどうとか、超能力バトルとか、そんな非日常などほんの座興に過ぎないと思えるほど最悪な灰色の日常が、俺の前には横たわっている。

　日常ラブコメデイは続いていく。何があっても続いていく。何もしなくても続いていく。

　何もない。夢も希望もない。愛すらない。

　ここはまさに無間地獄だ。おっぱいやフトモモやうなじのキモチイイ感触に満ち溢あふれているだけの、宝石ダイヤモンドのようにきらきらと光り輝く地獄ラブコメデイだ。

　その中でじたばたと足あ搔がくしかない自分に泣きそうになりながら。

　無様すぎるこの日常をいつか笑い飛ばせるように──せめて全力で前を向いて生きようと俺は思った。ようやく……今更のように、そう思った。




　　　†　†　†




《対月光症候群特別区域》夜や光こう市は、周囲を高い山に囲まれた目立たない場所で、さらに周囲を幾つかの小さな山ごと高い壁に囲まれて存在している。その周辺空域はヘリや飛行機が飛ぶことが禁止され、人工衛星からも確認できないように特殊な措置が施されている。その隔離された楽園の端にある小さな森の奥で、一人の男が立っている。

　髪が薄い、影も薄い、どこにでもいる感じがむしろ夜光市には不似合いな中年オヤジ、大おお石いし神かむ威い。彼が長さ五十センチほどのステッキ──それはまるでアニメで魔法少女が使う『魔法の杖つえ』のようだった──を取り出し、地面……ではなく地面から少し離れた何もない場所に何やら魔法陣のような模様を描き始める。

　魔導具《秘密の扉ハロー・ハロー》。街に潜入するときにも使用した道具で、離れた場所（といってもごく近距離だが）まで障害物を跳び越えて移動することができる。

「──はっはっは、見た目は冴さえない課長さんが魔法のステッキで地面に落書きしているのを見ると、ひどくいたたまれない気分になりますなあ」

　いきなり頭上から声をかけられ大おお石いしが慌ててそちらを見ると、樹きの枝の上に変態がいた。スーツ姿の長身の男で、何な故ぜかウサギの頭をしている。

「とうっ」と怪人ウサギ男は軽やかに樹の上から飛び降りた。

「ど、どなたでしょうか。わたくし大石というしがないサラリーマンですが」

　背中を丸め、ぺこぺこと縮こまって尋ねる大石。ウサギ男は優雅に一礼し、

「小生はシド。《原型アーキタイプ》蛇遣いに仕えるしがない執事です。お目にかかれて光栄です、《コミュニティ》議長にして当代最強の《試作型プロトタイプ》が一人、大石神かむ威い殿」

　大石は額の汗を拭ふきながら、

「い、いえいえそんな、最強だなんてとんでもない。議長などと不相応な役職についておりますが、わたくしなどただのひ弱な凡人でして」

「はっはっは、ご謙けん遜そんなされますな」

　シドは、得体の知れない笑みを浮かべて言った。




「──我らがご主人を《魔界サーバ》の彼方かなたへ封印しておいて、凡人はありますまい」




「……お、おや。御存知でしたか……」と大石の顔が引きつる。

「【無間地獄ストロベリーフイールド】の呪じゆ縛ばくを解くためご主人の足取りを追っていたところ、どうも三十年ほど前に行方がぷっつりと途絶えてしまったようでして。詳しく調べてみましたら、あろうことかとある《試作型》の手によって封印されてしまったそうで」

「……昔の話ですよ」と、気弱な笑みを浮かべたまま、大石。「……それで、その執事さんがわたくしに何かご用ですかな？　仇かたき討うちでもなさるおつもりですか？」

「いやいや、小生はナウなヤングですゆえ。そんな時代錯誤なことを言うつもりは毛頭ございません。ただ──」

「ただ？」

「幾人もの強力な《試作型》を集めて抵抗する者達を叩たたき潰つぶし、小生のご主人の愛まな娘むすめたるユウ様まで組織に引き込んで、大石殿は一体何を企たくらんでおられるのでしょうかな？　と、ちと好奇心がむくむくと」

「いやいや、そんな大それたことなど考えておりませんよ、本当に」

「三十年前にご主人を封印する前も、周囲には『大したことは考えてないですよ』と言っておられたそうですな」

「ははは、いやあお恥ずかしい……」

　言いながら。大石は地面に描いた魔法陣の中に飛び込んだ。一瞬にしてその姿が光に包まれて、消える。シドはそのあとを追おうとはしない。ひょいと肩をすくめ、

「はっはっは、まだまだ、面白くなりそうですな」

　呟つぶやき、空高くジャンプ。どうすれば怒られずに、「方法は見つかりませんでした」と説明することが出来るか考えながら、ユウのもとへ向かうのだった。




　　　†　†　†




　大おお石いしとシドが去ってほんの数刻ほど後のこと。

　地面につきそうなほど長い黒髪の少女がその場にやってきた。

「あらあら……ちょっと遅かったみたいですねー」

　彼女──氷ひ川かわ真ま那なはおっとりした声で、一人そんなことを呟いた。

「うふふー、そんなに怒らないでくださいなー」

　……まるで誰だれかと話しているかのように、真那は微笑ほほえみながら言う。

「だってえ、しょうがないじゃないですかあ。わたしはそんなおじさんの行方よりも、せーじくんを巡る恋のバトルの行方の方が気になるんですからー。……えー？　いいじゃないですかー、どうせカムイさんとはまた会うこともあるでしょうからー。今はまだ、ね？　やっぱり今の時代は、殺すとか封印するとかの物騒な戦いのお話よりも、明るく楽しい日常系ラブコメディですよー。あなたもそう思いませんかー？　だってわざわざ非日常に足を踏み込まなくても、世界なんてもともと壊れてるんですものー。……うふふ、ほーらやっぱりー。しかもヒロインの一人は、あなたの娘さんですからねー」

　穏やかに、優しく、からかうように……真那は底知れぬ笑みを浮かべて……──




「……──ねぇ？　蛇遣いさん？」


（終）










普通のあとがき
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　二〇〇六年六月上旬

　ワールドカップが始まったことをまったく知らずに普通にダラダラと暗い部屋でゲームをやっていたことに対して割と本気で自分が厭いやになった日
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